

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「事件の黒幕はＢ組の谷たに山やまだ」

　電話口の向こうで、女子生徒が息を吞のんだ。混乱と戸惑い、それに疑念が手に取るように感じ取れる。だが笹ささ貫ぬき文ぶん士じは言葉を止めない。朝あさ陽ひの差しこむ中、お気に入りのデスクチェアを軋きしませてＰＣのメモをスクロールする。

「彼の兄貴分──中学時代の先輩は裏社会に片足を突っこんでいるような人物でね。色々悪さをした末に、最近特殊詐欺まで始めるようになった。知ってるかい？　特殊詐欺。オレオレ詐欺とか預貯金詐欺とか、まぁ、ああいう類いの悪事だね。で、そんな先輩にある時、谷たに山やまが提案した。ホテルも路地裏も、集金場所として使うには目立ちすぎる。であれば夜の学校なんていかがでしょう？　ってね。だから、君が寝過ごして部室棟を出た時に、目撃した不審者は彼らだよ。谷たに山やまと金庫番、それに運び屋の面々。彼らは見られたと分かった瞬間、そりゃもう泡を食った。ことが露見したら退学じゃすまない。先輩の逆げき鱗りんにも触れるしね。必死で追いかけてきたはずだ。本当によく逃げ切れたと思うよ。ああ、そうか。君は元陸上部だっけ？」

　カチ、カチとホイール音が響く。集めた情報が高速で流れていく。

「ただ逃げ切る寸前、谷たに山やまは君の背格好と学年を示すネクタイの色だけは確認できた。二年女子、身長は百六十程度、髪は肩までの長さ。というわけで、似たような人物を谷たに山やまは手当たり次第に脅して回った。『おまえがあの時の生徒なのは分かっている。大人しく名乗り出ろ』ってね。下げ駄た箱ばこに手紙を入れたり、後ろからつきまとったりして、探りを入れたわけだ。だから心配しないでいい。彼らは君を特定していたわけじゃない。反応を見て、目撃者を絞りこもうとしていたんだ。これが昨今、君を悩ませていた怪文書・つきまといの真相」

『……』

「不審電話の件も簡単だよ。谷たに山やまはもちろん君達の連絡先を知らなかったけど、番号を知る人間にはコンタクトできた。具体的にはこうだよ。谷たに山やまは知り合いの女子を使って休日の学校に電話する。で、事務員か誰かが出たら言わせるんだ。君達の名前を騙かたって、『折り入って相談があるので、生徒指導の方に繫つないでもらえますか』って。もちろん、普通の教師は休みだから『折り返す』と回答されるだろう。そこで件くだんの女子は畳みかけるわけだ。『あの、学校からかかってきたって分かると親が心配するので、非通知発信でお願いできますか』と。こうして君達の番号には、発信者不明の電話が何本もかかることになる。もちろん電話に出れば一発で勘違いだと分かるけど、君達は出ない。なぜなら事前に受け取った怪文書にこう書かれているからだ。『今晩か明日かに電話する。逃げるんじゃないぞ』と。結果、身に覚えのある目撃者達は、どこまで個人情報が知られているか分からず、徐々に追い詰められていくわけだ」

『あ、あの、笹ささ貫ぬき君』

　たまりかねたように口を挟んでくる。文ぶん士じは機先を制するように「でも」と両手を広げた。

「安心していいよ！　谷たに山やまの先輩については、別件でやらかしていた強盗未遂の証拠を通報してある。遠からずお縄になるだろう。谷たに山やまも後ろ盾なしじゃ、そんなにやんちゃはできないよ。実際もう釘くぎはさしてあるしね、今頃家で震えてるんじゃないかな」

『……』

「金庫番や運び屋も指示役が消えれば、学校に近づく理由はなくなるしね。けちのついたシノギにこだわるメリットはないから、むしろ積極的に縁を切ろうとするはずだ。だからこちらも問題なし。他の目撃者候補に関するフォローも実施済みで……うん」

　メモのスクロールを完了。念のためにもう一度見直して説明終了と判断する。脱力、ぎしっと音を立ててデスクチェアにもたれかかる。

「というわけで事件は解決。普通に登校してもらって構わないよ。今の君を脅おびやかす者はいない。朝早くにお疲れ様。今日は早めに帰ってゆっくり休むといいよ」

『ちょ、ちょっと待ってってば！』

　朗報のはずなのに、返ってきたのは悲鳴だった。女子生徒は混乱も露あらわに『なんで？』、『どうして？』とつぶやいた。

『私、まだ何も言ってないんだけど!?』

「うん？　ああ、そうだね」

　スマホの画面には女子生徒のメッセージが表示されている。タイムスタンプは一時間前、文面は『ちょっと相談があるんだけど、電話していい？』──で、通話を開始したのが五分前。以降、ノンストップで結論に導かれたのだから混乱もするだろう。

　要するに、まぁ次のような心境だ。

『なんで相談もしてないのに、事件が解決してるのよ!?』

「嫌だな、何を今さら驚いているんだい。その実力を見こんだからこそ、助けを求めたんだろう？　この学園事件解決人、笹ささ貫ぬき文ぶん士じに」

『で、でも』

　混乱も露あらわな反論。

『いくらなんでもこんな』

　やれやれ。

　疑われても困るので言葉を足すことにした。解決済みの事件に、納得感というスパイスを加える。

　脳内で一本、指を立てて、

「一つ、学内で起きている異常はなんらかの形で僕の耳に入ってくる。君がたまりかねて相談に踏み切ったのが一時間前でも、事件自体は数日前から起こっていた。当然、怪文書もつきまといも、各方面より噂うわさが聞こえてくる。事件の構造を推理するには十分な時間があったわけだ」

『……』

「二つ、被害者の数が増えればその分、共通項も見えてくる。学年、背格好、髪型、性別とかね。であれば事件の関係者に君が浮かぶのは特段不思議じゃない。思い詰めて相談してきた時点で、何の用件かは分かるさ。しかもこんな早朝に電話してくる以上、かなりのっぴきならない状況だと判断できる。たとえば周りの誰も信用できない、自分が夜の部室にいたこと自体を知られたくない。だけど解決策はほしい、とかね。そんな歪いびつな依頼を携えてくるのは、脅される自覚のある者。つまり事件の目撃者しかいない」

　三本目の指が立つ。

「三つ、脅迫者が何かを探りたがっているなら、その時点で罠わなはいくらでも仕掛けられる。たとえば『クラスの生徒について、過去一ヶ月分の携帯の位置情報を売ります』とか裏サイトに書きこんでね。食いついてきた相手にバックドア型のウィルスでも送れば、相手の情報は丸裸だ。特殊詐欺グループの全容が浮かび上がるのに半日もかからなかったよ」

　事件の背景。

　登場人物。

　個々の思惑と関係性。

　ここまで分かって解決できない方が馬鹿だ。何よりこちら──善良な一般市民は警察という最強の暴力装置を召喚できる。半はん端ぱ者もののアウトローに負けるわけがない。

　女子生徒は何も言えない様子だった。多分ぽかんと口を開けているのだろう。似たような反応を文ぶん士じは過去に何度か経験している。こうなるとあとはまともな会話にならない。

　なので〆にかかる。最低限、握るべきことを握りにかかる。

「ＯＫ、じゃあ報酬の話に移ろう。メッセージで連絡しているから間違いはないと思うけど、どうかな？」

『そ、そう、その件も！』

　女子生徒の声が上ずった。

『ほ、本当にいいの？　冗談じゃなくて、お金もいらないって』

「うん」

　文ぶん士じはうなずいた。

「僕が求めるのはただ一つ、解決した事件をお話のネタに使いたい、それだけだ。で？　どうかな。もちろん君のことだと分からないよう、個人情報は伏せておくけど」

『……』

「もしもし？」

『い、いいよ。そんなことでよければ、別に』

　返ってきた言葉に満面の笑みを浮かべる。パチンと手を叩たたいて、

「よし、商談成立。こういうことはちゃんと関係者の了解を得ておかないとね。あとでトラブルになっても困る。というわけで今度こそ事件は終了だ。お疲れ様、また何かあったらごひいきに」

　通話終了。女子生徒がまだ何か喋しやべりたそうだったが無視する。

　文ぶん士じは急いで事件の概要（そのほんの触り）をメモすると登校の準備を始めた。学園事件解決人、笹ささ貫ぬき文ぶん士じ。その本分は高校生。天才的なトラブルシュートの能力をもってしても始業の時刻までは動かせない。ネクタイを締めて、眼鏡を直して、ふっと壁を見れば、時計はもう七時二十分を示していた。いつもの出発時間を五分以上過ぎている。書きかけのメモ帳に後ろ髪を引かれながら、文ぶん士じはＰＣの電源を落とした。




　　＊




　十月一日、神かん無な月づき初日の空は澄んだ群ぐん青じよう色いろだった。

　夏空のどぎつさは後退して、代わりに乾いた質感が混じり始めている。たなびく雲も瘦せた羊形で、季節の移ろいを感じさせた。

　文ぶん士じの通う高校は市内の文教地区にある。小学校や中学校も多いので、勢い朝夕の通学路は学生で埋め尽くされることになる。通行量の割に道幅が狭いため、正直歩きづらい。黄色い帽子の集団を追い抜き、歩きスマホの女子大生を迂う回かいしていくと、やがて見慣れた制服姿が増えてきた。男女ともにカーキ色のブレザー、赤／緑／青のネクタイ。同じ学校の生徒達だ。時刻は始業二十分前、校門まであと五分程度だから大分遅れを取り戻せたことになる。

「おはよう」

「おはよう、笹ささ貫ぬき君」

「よぉ文ぶん士じ、こないだはありがとな。助かったよ」

　何人かがすれ違いざまに挨拶してくる。クラスメイトが多いが、中には他学級・学年の生徒もいた。いずれも過去の事件で相談に乗った相手だ。

（ふふん）

　果たして入学以来、どのくらいトラブルを解決してきただろう？　思い出せない。ただ十件二十件でないことは確かだ。

　学園事件解決人。

　笹ささ貫ぬき文ぶん士じに与えられたその称号は、正確に言えば実態とは異なる。

　彼の行動範囲は『学園』だけではないし、ほとんどのトラブルは『事件』化する前に解決しているからだ。

　他校の生徒、教師、企業、警察、その全てが文ぶん士じのクライアントだ。協力的な相手はもちろん、子供の浅知恵と侮あなどっていた大人も実力で黙らせてきた。いかな疑うたぐり深ぶかい人物でも、相談して三分で回答を導けば見方を改めてくれる。

　おかげで二つ名の増加は留とどまることを知らない。

『プロローグがエピローグ』、『まだ見ぬ第二話』、『ぶんじー三分解決クラツキング』──海外の事件に関わった時は、現地マスコミから『ゴルディアスの剣を持つ者』なんて名前をつけられもした。

『捜査員曰いわく、「彼はあらゆる難題を断ち切る〈ゴルディアスの剣〉を持っている、彼に解けない事件はない」』──とか。さすがにそこまで行くと少し気恥ずかしい。

　念のために説明すると、ゴルディアス云うん々ぬんはアレキサンダー大王の故事だ。『この結び目を解く者、アジアの王になる』と予言されたロープを一刀両断して、問題を解決してしまった件。転じて難題を鮮やかに解く比喩となっている。日本語でいうところの『快刀乱麻』あたりのニュアンスか。

　閑話休題。

　どちらにせよ、二つ名の増殖はそろそろ抑えたい。でないと呼ばれても誰のことだか分からなくなる。

「おっす、『音速の棋士』」

　……。

　そういえばそんな呼び名もあった。

　頭痛をこらえつつ振り向くと、頭一つ大きい偉丈夫と目が合った。ネクタイの色は緑、三年生だ。文ぶん士じにとっては一つ先輩になる。

「お願いだからその名前、やめてくれませんか。勘違いした人から『音速の騎士ソニツク・ナイト』とか言われているんで」

　先輩は「いやいや」と口元を歪ゆがめた。

「去年の交流戦、おまえの指し手は本当に見事だったからな。対局相手もしばらく詰まされたことに気づいていなかった。電光石火、というか疾しつ風ぷう怒ど濤とうというか、気づいた時には勝負がついていた。以来、『あの時、リリーフで立った打ち手は誰だったのか』という問い合わせが引っ切りなしだ。どうだ笹ささ貫ぬき、そろそろ観念して我らが囲碁将棋部に入らないか？」

「その件はちゃんとお断りしたはずですが」

　見かけによらず、この偉丈夫は文化系クラブの部長だったりする。だから誘い方も体育会特有の勢い任せではない。返ってきたのは、あっさりとした苦笑だった。

「分かってるよ。言ってみただけだ。ただ今日の放課後、少し時間をもらえないか？　交流戦で知り合った学校から、挑戦状よろしく詰め将棋が送られてきてな。こいつがなかなかの難物で、どうにも歯が立たないんだ」

「ああ」

　なるほど、依頼か。であれば本来、断る理由はない。犯罪に絡からむから受理、絡からまないから不受理、なんて区分けは自分には無縁だ。詰め将棋の課題くらい小一時間あれば片づくだろう。だからいつものように快諾したいところだが、

「すいません、今日はちょっと立てこんでいまして」

「ん？」

　予想外だというようにまばたきされた。太い首が傾かしぐ。

「そうなのか？」

「今朝予定外の依頼が入ってきて、進捗が遅れてるんです」

「おう」

　先輩は目を丸くした。

「小説か」

「はい」

　溜ため息いきが返ってきた。いかにも残念そうに首を振られる。

「もったいないな。おまえほどの実力があれば、どの部活でもトップを目指せるだろうに。なのに一番時間をかけるのがアマチュアの創作活動とか、惜しすぎる」

「たで食う虫もですよ、先輩」

　肩をすくめてみせた。口角を歪ゆがめて、少し挑戦的な目つきになる。

「それに、いつまでもアマチュアでいる気もないですし」

「ふむ」

　と先輩は鼻を鳴らした。

「確かに、人の好みにどうこう言うのは無粋だな。すまん。で？　今日が無理なら、いつ時間を取れる？　おまえの都合に合わせるが」

「えーと」

　予定を確認、空き時間とやるべきことと優先順位を照らし合わせて、

「明日の放課後なら」

「分かった、じゃあまた明日な」

　ぼん。

　つんのめりそうになった。背中を叩たたかれたのだ、と気づいた時にはもう先輩は行き過ぎている。背骨と肩けん甲こう骨こつが鈍い痛みを訴えていた。

（まったく）

　ずきずきする背中をさすりながら、ずれた眼鏡を持ち上げる。悪い人ではない、ないのだが、やや力の加減が利きかない。『実力の向け先が違う』のは、あなたも同じだろうにと言いたくなる。なんでよりにもよって囲碁将棋部に入ったのか。駒を指すのに、一体その筋肉の何パーセントが必要なんだ？

（まぁ）

　誰しもが特性と趣しゆ味み嗜し好こうを一致させられるわけではない。

　笹ささ貫ぬき文ぶん士じもそうだ。本分は学生。適性はトラブルシューター。だが志向は違う。まったくと言っていいほど異なる。

　ブゥウン。

「おっと」

　スマホが震えた。アラームだ。画面に『第十四話　予約投稿』の文字が浮かんでいる。

　ロック解除、ブラウザを起動、ブックマークをタップすると、テキストメインのサイトが表示された。

　サイトタイトルの下に『国内最大級小説投稿サイト』の文字がある。ユーザーホームから投稿作品の一覧へ、一番上に表示された作品タイトル、『アポカリプス・メイデン』を選択する。

　ひゅっ。

　吐息が漏れた。

　アクセス数を示すバーが順調に伸びていっていた。百ＰＶ、二百ＰＶ、三百ＰＶ。前回を三、四割上回るペースだ。前話の引きが機能した証拠だろう。丁寧に組み立ててきた予定調和をひっくり返したから、読者も気になっていたと思われる。更新通知とともにアクセスが殺到していた。

「よしっ！」

　思わぬ大声に周囲の生徒達がびくりとする。

　しまった、ついガッツポーズをしてしまっていた。

　ごほん、と咳せき払ばらいして壁に向かい合う。のぞきこむようにして画面を再確認、アクセス数のバーはまだ増加スピードを緩めていない。改めて安あん堵どと高揚が押し寄せてきた。体温が上がる。心音が大きくなる。これは、こればかりは事件の解決や学業では得られない。己の世界、己の物語が認められた快感。まさに創作者の特権だ。

　創作者。

　そう、笹ささ貫ぬき文ぶん士じの志向は小説家だ。物語を紡つむぎ、作品を送り出すことに全精力を傾けている。今はネットの投稿だけだが、いつかはプロに、誰もが新作を待ち望む有名作家になるつもりだった。

　とはいえ世界には無数の作家志望がいる。一介の男子高校生が彼らを飛び越えてプロになれるとは楽観していない。確かに文ぶん士じは同級生より文章がうまい。物語作りのセンスもある。だがそれはあくまで同年代と比べればだ。既存の有名作家、そして今まさにデビューしようとしている作家の卵達から見れば、凡才もいいところだろう。

　だからこそ実体験で補う。リアルのエピソードをふんだんに盛りこむ。そのための事件屋稼か業ぎようだ。多くの経験を得ることが目的だから報酬も必要ない。えり好みも手抜きも一切しない。おかげで依頼者・請負人双方にとってＷＩＮ・ＷＩＮのスキームが組めている。

　アップした小説は既に六シリーズ・百話近く、徐々にブックマークや評価ポイントも増えて、中堅レベルの域に達している。コメントの中には『そろそろ書籍化の打診も来るのでは？』と面はゆいものもあった。

（書籍化……ふふ）

　うふふ。

　ふふふふ。

「あはははは！」

　……。

　まずい、また声が出てしまった。

　どうも創作のことになると自制が利きかなくなる。いけないいけない。凍りつく女子小学生に謝罪してスマホの画面をロックしようとした。

　ピロン。

　ＳＮＳアプリのメッセージアイコンが震える。新着メッセージだ。通知をタップすると、ペンギンと思おぼしきプロフィール画像が表示された。送信者名は〈えいち・ゔい〉、グレーの吹き出しにＶサインの絵文字がプロットされる。

『最新話読みましたー、面白かったですー』

　早いな。

　感心しながら返信をしたためる。

『もう読んだんですか？　さっき公開したばかりですけど』

『画面の前で正座してましたからー。楽しみすぎて、公開を早めるよう運営にクレームを入れちゃったくらいです！』

『……』

『冗談です。少し盛りました。いや、でも待っていたのは事実ですよ？　初稿は拝見していましたけど、投稿に向けて結構いじると聞いていましたからー』

『そうですね、大枠は変えませんでしたけど』

『いやいやいや』

　食い気味にコメントが割りこんでくる。

『がらりと印象が変わりましたよー。まさかここでヒロインの過去が明かされるとは。第三話でチラ見せされた首飾りのエピソードってそういうことだったんですね。真面目に鳥肌が立ちましたよ！　あんまり感動したんで、あのシーンのラフ描いちゃったんですが、いかがでしょう？』

　間髪入れずにサムネイル画像が送られてきた。

　ヒロインの少女と主人公が向き合っているシーンだ。動きのある構図で表情やアクションに感情が感じられる。うまい。というか線もクリーンナップされて彩色までされている。ラフ……なのか？　半はん端ぱな絵師が見たら一瞬で筆を折りそうだ。

『さすがですね、相変わらず』

　某イラスト投稿サイトで常時ランカーを維持し続ける神絵師、それが〈えいち・ゔい〉だ。モチーフは二次創作、オリジナル問わず。繊細だが力強い画風は、見る者を魅了し続けている。商業作品の実績は三桁近く、スケジュールは一年先まで売約済みといわれる彼（彼女？）が、なぜか文ぶん士じの作品にはえらく惚ほれこんでくれていた。まだ『アポカリプス・メイデン』が序盤の頃からコメントをつけて、ファンアートまで提供してくれている。思えば現在の快進撃はその助けがあったからな気もする。

　お礼と感想を送り合ううちに、距離が縮まり、今ではアップ前の原稿にアドバイスをもらえる関係になっている。残念ながらこちらは絵心など皆無なので、的確なコメントも返せないのだが。

『いや本当に、〈えいち・ゔい〉さんのイラストを見てると、いつも創作意欲が搔かき立たてられますよ』

『またまた、お上手なこと言ってー』

『キャラクターに命が通う気がするんですよね。曖あい昧まい模も糊ことしたイメージにガチリと型がはまるというか』

『よしてくださいよー、恥ずかしいです』

『いやいや本当に、筆の進みが全然変わってきます』

『いやいやいや』

『いやいやいや』

『で？　次の原稿はいつ上がるんでしょう？』

　ぐっ。

　痛いところを突かれた。

　次の原稿、つまりアップロード予定になっている『アポカリプス・メイデン』の最新話のことだ。話数にして第十七話。現在のエピソードが十四話だから丁度三話先だ。前話で窮地に陥った主人公が、華麗な逆転を決めるところなのだが。

『ちょっと今、展開を練っていまして、もう少し待ってもらえると』

『もう少し、というと』

『……明日明後日あさつてくらいには』

『お、そうなんですね！　了解です！　楽しみにしてます！』

　では作業に戻りますねーと、陽気に付け加えて〈えいち・ゔい〉からのメッセージは途切れた。

　……。

（まいったな）

　頭を搔かく。

　今日は十五話を推すい敲こうして、それで終わりにするつもりだったのだが、かなり重めの宿題を抱えこんでしまった。果たして先輩との約束を守れるだろうか。明日の放課後に詰め将棋の謎解き、それまでに二話分の原稿の処理。ううむ。

（なんとか……なるかな）

　というよりなんとかするしかなかった。笹ささ貫ぬき文ぶん士じの出世作にして、五万ブックマークの人気作品『アポカリプス・メイデン』は、このままいけば二週間を待たず、ストック切れで『未エ完タる』ことになるのだ。




『アポカリプス・メイデン』は現代を舞台とした異能バトルだ。

　敵はアークの民と呼ばれる古代種族。彼らは過去の大量絶滅時に、自らの知識・記憶・情報を記号化して、地球上の全生物のＤＮＡにばらまいた。目的はもちろん、肉体の軛くびきを離れて大量絶滅を生き延びるため。その試みは奏功して、彼らは次なる生態系の担にない手ての中で二万三千六百年の時を眠り続けた。そして食物連鎖の頂点が定まったタイミングでＤＮＡのスイッチをオンにしたのだ。そう、二十一世紀の人間という種族を乗っ取る形で。

　蘇よみがえったアークの民は外見こそ元の人間のままだが、意識や自我を取り戻し〈秘蹟サクラメント〉と呼ばれる異能力を振るえるようになる。そして世界の覇権を取り戻さんとするのだが、ここに一つネックがあった。バラバラに散ったＤＮＡ情報を統括して、一斉に目覚めさせるための司令塔、号令役とでも言うべきＤＮＡが未覚醒だったのだ。

〈トランペッツ〉

　黙示録の喇らつ叭ぱ吹ふき。

　それが機能すれば、何億というアークの民が自我を取り戻す。

　機能しなければ、数百人規模のアークの民がばらばらに活動せざるを得ない。

　人類にとっては破滅の、アークの民にとっては福音となるＤＮＡは、一人の少女の中に埋もれていた。かくして彼女──ヒロインを巡り、人間である主人公とアークの民は激しい戦いを繰り広げる──

　と、まぁ、ありがちと言えばありがちなプロットだ。今日きよう日び異能バトルなど腐るほどあるし、いっそ周回遅れと言っても過言ではない。だが文ぶん士じは本作を書くにあたって、一つの縛りを入れた。

　すなわち、『主人公に一切の特殊能力を与えない』

　敵の能力はどれだけ強力でも、相対する味方は、知恵と工夫のみで対抗する。等身大のティーンエイジャーが打てる策のみを採用する。このコンセプトが並み居る競合との差別点になっていた。

　次はどう切り抜けるのか、どんな抜け道を持ってくるのか、立ちふさがる障害が大きいほどブレイクスルーのカタルシスが活いきてくる。針の穴を通すようなプロットが『アマチュアらしからぬ』と評価されていた。

　されていたのだが、

（やりすぎた）

　ホームルームの教室で文ぶん士じは渋面を作っている。

　机の下に隠して見ているのはスマホの画面──最新話一つ手前の原稿だ。担任が何か喋しやべっているが些さ末まつ事じなので無視する。今は学校の行事より創作だ。でないと作家──笹ささ貫ぬき文ぶん士じの名前に一生消えない疵きずがつくことになる。

　あいつさ、自作を畳めなくて途中でほっぽり出したんだぜ──と。

　問題はシンプルだ。

　緊張感を高めたくて、シーソーゲームをやりすぎた。主人公の切り札を潰しすぎた。

　どこで読んだか忘れたが、よい物語は『倍返しの雪合戦』なのだという。

　主人公が一の雪玉を投げる、敵が二の雪玉を投げ返して負けそうになる、そこに奇策か援軍かで四の雪玉を投げ返す、この繰り返しでスケールアップしていくと、読者の心をがっちりつかめるのだとか。確かに、『ここまでやっても勝てないのか！』という相手に、奇跡の逆転劇をかませればスカッとするだろう。

　だが、それはあくまで逆転の策を思いつけたらの話だ。主人公を追いこみたいばかりに、迷路の出口を全滅させてしまっては意味がない。

　スマホ画面の中で、主人公は万策尽き果てていた。あらゆる手札を封じられて、援軍も打ち倒されて、身動きすらできずにいる。敵はもはや主人公を一顧だにせずヒロインを目指していた。武器を振り上げて、喜悦に唇を歪ゆがめて、無防備な背中に打ち下ろす。ぐしゃりと嫌な音がして、ヒロインの髪が宙に舞って──〈続く〉

（いやいや）

　どうするんだこれ。絶体絶命もいいとこだろう。よくもまぁここまで徹底的に追いこんだものだ。いっそ主人公達への悪意さえ感じられる。

「ううむ」

　書き直したいのはやまやまだが、この流れは数話前からできあがっている。直すなら敵の設定や主人公の手札も含めて練り直すしかない。あるいはいきなりヒロインの隠された能力が覚醒するとか、主人公の閃ひらめきが超絶パワーアップするとか──いや、いや、なんの伏線もなしにはダメだろう。無能力者が能力者に打ち勝つという基本方針にも引っかかってくる。

（何か、何か使える材料が）

　過去の原稿を漁あさる。一話、二話、キャラ紹介を挟んで第三話──伏線に転用できそうな記述はない。まったく、憎たらしいくらいに最低限の情報量だ。当時は『テンポよく書けたぜ！』と喜んでいたが、今となってはもう少し冗長でもと毒づきたくなる。

　四話、五話、六話。

　七話、八話。

　九話。

　……。

　挽ばん回かい策さくなし。先送りの手段も思いつかない。参った。本気で参った。これはもはや勢いで誤魔化すしか、と思いかけた時だった。

　ページをめくる手が止まる。視線が吸いつけられる。イラスト付きのエピソードが液晶画面に表示されていた。

　──第十話、死闘、ＶＳ地獄の〈奇術師〉。

『イラスト：〈えいち・ゔい〉』と銘打たれたイメージ画に、トップハットと燕えん尾び服ふくの男性が描かれていた。アークの民の上級能力者集団、八つ星が一人、第六星〈奇術師〉だ。トランプのカードを指に挟み、もう一方の手でステッキを振り上げている。外け連れん味みあふれる立ち姿に向き合うのは、凜りんとした少女だ。〈トランペッツ〉と呼ばれるキーＤＮＡを持つヒロイン、いろは。可か憐れんだが芯の強い彼女をイラストは克明に描き出している。そう、本作のヒロインはただ守られるだけではない。主人公を助け、時には自力で窮地を脱したりもする。ともに戦うパートナーだ。

　そしてこの回において、主人公といろはは互いの知謀を存分に発揮して、絶体絶命の状況をひっくり返す。窮地に次ぐ窮地、危地に次ぐ危地。そして逆転！　我ながら胸の熱くなる展開だ。実際、反響もすごかった。『そう来るか！』、『マジ読めなかった』、『ドキドキして画面をスクロールする手が止まらなかった』ｅｔｃ．ｅｔｃ。コメント欄には未完の作品とは思えないほどたくさんの讃さん辞じが並んでいる。投稿サイトの枠を超えて、ＳＮＳで感想が拡散されているほどだった。

　もちろん、今の読者の多くはこの時のカタルシスを求めている。あの展開を超える驚きを！　期待を上回る感動を是非ともに！　だとすれば勢い任せのプロットなどありえない。『倍返しの雪合戦』理論でいうなら、雪玉を四個投げたあとに、二個や一個の雪玉を投げ返すようなものだ。興きよう醒ざめもはなはだしい。

（仕方ないな）

　文ぶん士じは嘆息した。

　とりあえず思いつくままにアイディアを書き殴ってみる。脳の引き出しを手当たり次第に開け放ってみる。実は逃げているヒロインが偽にせ者ものだったとか、隠していたトリックが発動したとか、あるいは偶然に敵の弱点を発見したとか──

　……。

「だめだ、つまらん」

　唸うなるようにつぶやいた途端、背中をつつかれた。「笹ささ貫ぬき君、笹ささ貫ぬき君」と背後の女子が呼びかけてきている。なんだろう、えらく必死な様子だ。

「なんだよ一体」

　今取りこみ中だ、用があるならあとでと続けかけた時だった。

　頭上に影が落ちてきた。外の喧けん噪そうが遠くなる。女子があちゃーと額を押えた。

　？

　恐る恐る振り向く。小太りの狸たぬきめいた男性が頰を引きつらせていた。口角を戦慄わななかせて、丸めた教本で掌てのひらを叩たたいている。

　数学の教師？

　なんでこんなところに。担任は？　ホームルームはどうなった？

　……。

　ややあって事態が飲みこめてくる。

　どうやらとっくに授業が始まっていたらしい。周囲のクラスメイト達が生いけ贄にえを見るような視線になっていた。何人かは沈痛そうに首を振っている。

　狸たぬきを思わせる数学教師は、生徒全員にはなはだ評判のよろしくない、底意地の悪い口調で宣告した。

「俺の授業がそんなにつまらんか、笹ささ貫ぬき。どうだ？　気分転換に校庭でも走ってくるか？」




　　＊




　学校を出る頃には、もうすっかり日が暮れていた。

　運動部の生徒達が練習用具の片づけにかかっている。校舎に点ともる明かりは、職員室など残り少ない。紫がかった深い青色の空気が周囲に満ちていた。人の気配は乏しく、通学路を行き交う制服姿も見当たらない。学まなび舎やは静かに眠りにつこうとしていた。

（あの狸たぬき教師）

　笹ささ貫ぬき文ぶん士じは毒づきながら正門を出た。時刻は六時半、およそ三時間近く説教されていたことになる。しかもその発言は、ほとんど同じ内容の繰り返しだった。

『おまえ、頭がいいと思って俺のこと馬鹿にしているんだろう』

『学校の授業ってのはな。一から十まで知っている内容でも、真面目な顔して聞いているもんなんだよ。俺達みたいな目上の人間に気に入られるためにもな』

『本当に最近の若い連中ときたら』

『おい聞いてるのか？　おまえ、頭がいいと思って俺のこと（以下略）』

　非生産的にもほどがある。スマホを取り上げられていなければ、間違いなく途中で帰っていたところだ。残念ながら、笹ささ貫ぬき文ぶん士じの創作活動にスマホは不可欠で、（路上で思いついたアイディアを書き留めたり、アクセス数をチェックしてにやついたりするためにも！）置き去りにはできなかった。

　だがその代償は大きかった。ただでさえ貴重な時間が大幅に削られている。このままでは〈えいち・ゔい〉さんや将棋部の先輩との約束を守れそうにない。いや、そもそも次回の更新スケジュールも破綻しかねなかった。

　そして行き着く先は──

『未エ完タる』

（いかん、いかん）

　ネガティブなイメージを振り払う。だめだ。自分で自分を追い詰めても仕方ない。

　とにかくよいアイディアさえ出れば、執筆に取りかかれるのだ。論点もハードルもはっきりしている。あとはたった一つ、『閃ひらめき』を起こせばいい。

　絶体絶命の主人公とヒロインを救う閃ひらめきを。

　信号待ちの時間を利用してスマホを開く。問題のエピソードを再確認してみた。

　敵の名は第四星〈映写技師〉。能力──〈秘蹟サクラメント〉は過去の編集。そう、あたかも映写フィルムを切り貼りするかのごとく、彼は『あったことをなかったことに』、『ことの前後を入れ替えたり』してしまうのだ。たとえば主人公に殴られても、そのシーンをカットして己の間合いに入った結果だけを招来する。主人公は何がなんだか分からないうちに、一方的に反撃を受けてしまう。回避しても攻撃しても、その結果が延々とキャンセルされ続けるのだ。たちが悪いにもほどがあった。

　もちろんパワーバランスを保つためにも、能力はある程度制限してあった。編集できる時間は過去二分程度、エリアも単一のカメラで撮影できる範囲だけ、同時に複数の編集は不可能──など。ただ、それでも強力なことに変わりはない。シンプルな能力は存外破りづらいのだと、今更ながら痛感させられた。

　信号が青に変わる。

　歩きながら文ぶん士じは腕を伸ばしてみた。原稿の内容を反はん芻すうしつつ、主人公の動きをトレースする。考えてだめなら動いてみろだ。ひょっとしたら細かいアクションに打開策が潜んでいるかもしれない。

　──行け、いろは。

「行け、いろは！」

　──こいつは俺が引き受ける。

「こいつは俺が引き受ける」

　イメージの中で〈映写技師〉が振り向く。丸縁眼鏡を妖しく輝かせて、ハンチング帽を親指の腹で持ち上げて、

　──くくくっ、死に損ないに何ができる。そこで見ていろ、おまえの大事な仲間が倒れるのを。

　くいと男が指をしゃくる。刹那、走るいろはの背中がいきなり近づいた。過去何十秒か、逃げていた事実が『なかったこと』にされたのだ。〈映写技師〉は片手に構えたハンマーを振り上げた。はっとなって振り向くいろはの頭に、勢いよく振り下ろす。彼女の息を吞のむ声が聞こえて、そして──

　……。

「そして、どうするんだ」

　伸ばした手は所在なく闇をつかんでいる。端から見れば、かなり滑稽だろう。眉間に皺しわを寄せて、頰を歪いびつに引きつらせて、中ちゆう途と半はん端ぱな一歩を踏み出している。なんというか、空手の正拳突きが失敗したような姿だ。

　数回、掌てのひらをひらひらさせて瞑めい目もくする。だめだ、行き詰まった。もう一度やり直そう。そうだな、もう少し前、〈映写技師〉の注意を引きつけて、いろはを逃がすところから。

　イメージ強化。いろはの描写を思い出す。

　柔らかな亜麻色の髪、ほのかに色づいた唇、色素の薄い容貌の中で、大粒の瞳が強烈な存在感を放っている。細い身体からだはパステルブルーのセーラー服に包まれ、剝むき出だしの手足が照明の光を照り返している。高貴な、誇り高き白猫といった感じ。

　彼女は言う。逆転の機会を探れと告げる主人公に、

　──絶対に生き延びてください。でないと私、一生あなたのことを許しませんから。

　そして走り出すのだ。活路を見み出いだすために、決然と、迷うことなく。

「よし」

　イメージ固め終了。深呼吸して目を開ける。三、二、一、キュー。




「どいてっ！」




　パステルブルーの風が吹き抜けた。反射的に飛びのいたすぐそばを、制服姿の少女が駆け抜けていく。エナメル靴の輝きが路上に弾はじけた。

　……。

「は？」

　一瞬幻覚かと思った。執しつ拗ようなイメージトレーニング、シミュレーションの繰り返しが脳の認知機能を狂わせているのかと。だがセーラー服の背中は消えることなく遠ざかっていく。

　……セーラー服？

　そう、パステルブルーのセットアップだ。細く長い手足。色素の薄い肌。柔らかな亜麻色の髪が不規則に揺れている。小柄だが俊敏な後ろ姿は、高貴な、誇り高き白猫といった感じで──

「え？　ええええ？」

　後ろから突き飛ばされたのはその時だった。黒い影が足音とともに走り過ぎる。ブラックスーツの男性だった。目元をサングラスで覆い、短い髪をオールバックになでつけている。

「何を」

　する、と叫ぶ間もなく再度の衝撃に襲われた。背中を蹴られたのだ。気づいた時には地面に転がっている。鈍痛と精神的ショックがセットで襲いかかってきた。

「どっちに行った！」
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「こっちだ。道を曲がったのを見た」

「絶対に逃がすな。〈トランペッツ〉のいろはだぞ！」

　なんだって？

　今なんと言った？

「〈トランペッツ〉の……いろは？」

　立ち上がろうとして姿勢を崩す。視界がぼやけていた。どうやら眼鏡を落としてしまったらしい。

「くそっ」

　眼鏡、眼鏡とつぶやき地面を探る。四よつん這ばいになって、必死に両手を動かす。

　ようやくフレームを見つけた時には、随分時間がたっていた。周囲は静けさを取り戻して、黒服やセーラー服の姿もない。

（誰にも見られていないだろうな）

　赤面しつつ眼鏡を直す。指先でブリッジを持ち上げて呼吸を整えた。

　ふぅ。

　はぁ。

　ふぅう。

　……。

（ＯＫ）

　クールダウン完了、視線を巡らせる。

　さて、どうするか。

　さっきの追走劇のペースを見る限り、今から全力で走っても追いつけないだろう。ましてやここは短距離走のトラックではない。分岐だらけの町中だ。闇雲に捜したところで、アプローチできるはずもない。

　君子危うきに近寄らず、という選択肢ももちろんある。何も見なかったことにして、執筆に赴く。あるいは警察に通報してあとを頼むという手も。

　だがだめだ。自作の単語をああも高らかに叫ばれて、無視はできない。己の正気を確かめるためにも、何が起こっているか見極めるべきだろう。これははたして現うつつか、夢まぼろしか。

「よし」

　方針決定。闖ちん入にゆう者しやが去った方向に向き直る。

　うん？　いやいや、待てよ文ぶん士じ君。そもそも君は彼らを見失っているんだろう？　格好よく覚悟したところで、どうしようもないのでは？　眼鏡を落とした時点で、全ては手遅れになっていたのでは？

　ふふふん。

　舐なめてもらっては困る。笹ささ貫ぬき文ぶん士じはただの高校生ではない。そしてここは自分のホームグラウンドだ。打つ手などいくらでもある。

　スマホのロックを解除する。ホーム画面を切り替えて、レンズマークのアイコンをタップした。

　液晶に複数のカメラ画像が表示される。交差点、公園、店舗の前、歩道橋。各画像には撮影時刻と場所が併記されている。いずれもこの町の地名だ。

　──防犯カメラの遠隔モニタリング。

　あまり知られていないが、各自治体や警察には防犯カメラの設置支援制度がある。いざとなったら撮影記録を提供する約束で、諸費用のいくらかを持ってもらえるのだ。

　このあたりの手続きを調べて、町内会や商店街に持っていけば、悪い顔はされない。あぁ？　兄ちゃんが全部やってくれるのかい。防犯のために？　なら頼もうかな。設定アプリの管理権限？　よく分からんからお任せでいいよ。パスワードとかも好きに決めてくれていいから。

　かくして笹ささ貫ぬき文ぶん士じは半径一キロ四方に電子の目を持つことになる。しかも一定時間は過去に遡れるオプション付きだ。女子供の一人や二人、見失う方が難しい。

　地図メニューから最寄りのカメラを選択、シークバーを調整しながら捜索範囲を絞りこんでいく。

　ほどなくして目的のセーラー服は見つかった。どうやらこの先の坂を下り、幹線道路の方に向かったらしい。追っ手は文ぶん士じにぶつかったのが禍わざわいしたのか、見当違いの場所を捜していた。これならすぐにつかまることはないだろう。

　画面を開けたまま走り出す。歩きスマホはマナー違反だが、事情が事情だ。勘弁してもらおう。

　夜の住宅街は驚くほど静かだった。冴さえ冴ざえとした月が天頂に輝いている。十月の夜風が、思い出したように肌の火ほ照てりを奪っていった。彼方かなたに都心のビル群を望みながら急坂を駆け下りる。車の往来を確認して、坂下の車道を横切った。

　カメラ画像を切り替えると、いつの間にか少女の姿は消えていた。どうやら家々の合間、私道に入りこんだらしい。このあたりは大型マンションが多いから、敷しき地ち内ないに逃げこまれると厄介だ。舌打ちしつつ足を速める。いくつかのルートに当たりをつけて順に確認していった。一本目の分岐、二本目の分岐、三本目の分岐。

　──いた。

　距離にして二十メートル先。セーラー服の襟が揺れている。亜麻色の髪の少女はたじろいだように動きを止めていた。小作りな顔が愕がく然ぜんと突き当たりのビル壁を見ている。行き止まり。予期せぬ袋ふくろ小こう路じにショックを受けているのか。

　違う。

　ビル壁の前には人影があった。

　奇妙に長い手足、背の高いトップハット、胸元を彩いろどる蝶ちようネクタイ。鳥の尾羽のようなテールは燕えん尾び服ふくのものだ。口ひげを左右非対称に歪ゆがめて、男は立っている。左手にトランプのカードのような物を挟みながら、

（は……？）

　文ぶん士じは目を疑った。今見ているものが信じられない。現実の情景とはとても思えない。まばたきして首を振るも状況は変わらなかった。燕えん尾び服ふくの怪人は針金めいたシルエットを誇示している。まるで、まるでマジシャンみたいな装よそおいで。

「ふむ」

　男が目を細めた。哀れむような、値踏みするような眼まな差ざしになって、

「必死に逃げた挙げ句、たどり着いた先が吾わが輩はいのもととは、随分と運の悪い子だな。いや、いっそ引きが強いと言うべきか」

　左手を振る。伸ばした指の間にカードが一枚現れていた。裏返して現れた絵柄は──赤黒のＪＯＫＥＲ。

「逃走劇は終わりだよ、お嬢さん。いや〈トランペッツ〉のいろは殿と呼ぶべきかな？」

「な、なんなのよあなた達、さっきから！」

　少女が叫ぶ。動揺と混乱が声ににじんでいる。

「わけの分からないことばかり言って。あたしになんの用よ！　どうして追いかけてくるの!?」

「どうして？　ふむ、どうしてと来たか」

　トップハットの男は細い顎をなでた。

「今更しらばっくれる理由もないはずだが、ひょっとして別人でも装よそおう気か？　だったらせめて服装や髪型くらい変えてほしいね。細工が雑だよ、ミス〈トランペッツ〉」

　男が一歩踏み出す。悠然と距離を詰め始める。

「っ！」

　少女は踵きびすを返かえそうとして立ちすくんだ。こちらの影を認めたのだろう。追っ手に追いつかれたとでも思ったのか、絶望的な表情になる。

　文ぶん士じは振り向いた。折おり悪あしく、月明かりは背後からさしている。つまりこちらは逆光で顔の造作や服装など分からないということだ。『僕は味方だ、逃げてこい！』と叫んでも、まず信じてもらえないだろう。

　少女は男に向き直り、じりじりと斜めに後じさり始めた。唇を震わせながら燕えん尾び服ふくを睨にらみつける。

「そ、それ以上近づいたら大声を出すから」

「ご自由に。乙女の悲鳴はショーの華だ」

「近づかないでってば！」

　道端の三角コーンを持ち上げる。そのまま遮二無二投げつけた。だが当たらない。明後日あさつての方向に飛んで転がっていく。続けて資源ゴミと思おぼしきプラスチック、瓶・缶、分別カゴ。

「っ！」

　何度目かの投とう擲てきは粗大ゴミシールの貼られたスツールだった。持ち上げるだけでも大変そうな重量物は、だが奇跡的に男の顔をまっすぐに目指していった。

　男は……避けない。受け止めるつもりなのか、右手を前に出す。

（え？）

　続いて起きた出来事は信じがたいものだった。男の掌てのひらが触れた瞬間、スツールがぐにゃりと歪ゆがんだのだ。そのままくるくると丸まり落下する。気づいた時には、金属の塊はぺらぺらの紙片となっていた。風に吹かれつつ軽やかに着地する。

「な──」

　呆ぼう然ぜんとする少女の前で男は肩をすくめた。いつの間にか、カードを携えていた手に赤い薔ば薇らを持っている。気取った仕草で香りを確かめながら、口角を歪ゆがめた。

「危ないねぇ。パフォーマーの顔に物を投げるとか、お仕置きが必要だな」

　胸ポケットに薔ば薇らを差して少女を目指す。左手にはもう別のカードが挟まれていた。後退する少女の背中が壁に当たる。

「！」

「おい。おい、さっきから何やってるんだ、うるさいぞ！」

　唐突な叫びが場を切り裂いた。マンションの通用口が開き、そこから赤ら顔の中年男性が身を乗り出す。散乱したゴミと怯おびえる少女を見て目を剝むいた。

「あぁ？　なんだこりゃ」

　トップハットの怪人に目を留める。その顔に混乱と怒りが浮かぶまで、長くはかからなかった。中年男性はつかつかと燕えん尾び服ふくに詰め寄ると、顎を突き出した。

「おい、あんた、片づけろよこれ。ふざけた格好しやがって、警察に通報するぞ」

「……」

「聞こえてるのか？　なんとか言えよ、だんまり決めこんでる場合じゃ」

「やかましい」

「あ？」

　ぐいと怪人の手が男の顔をつかんだ。口ひげの口元が嗜し虐ぎやく的てきに歪ゆがむ。

「観客が舞台に上がってくるな。ここは吾わが輩はいのステージだ。勝手な言動は慎んでもらおう」

　ぺらり。

　中年男性の身体からだから厚みが消えた。手が、足が、服の襞ひださえもが空気が抜けたようにしぼみ、宙を舞う。くるくる、くるくる、くるくる。一枚絵と化した赤ら顔が、怪人の掌てのひらより逃れて丸まっていった。驚きを双そう眸ぼうに貼りつけたまま、先ほどまで人体だったものが蛇腹折りに畳まれていく。

「ひっ！」

　少女が叫ぶ。膝が崩れかけたが、寸前で文ぶん士じは彼女の腕をつかんでいた。そのまま強引に引き寄せて走り出す。

「何？」

　怪人が目をまたたく。

　第三者の接近に気づかなかったのだろう。一瞬だが虚を突かれた様子になる。その隙を逃さず文ぶん士じは相手の攻撃範囲から離脱していた。

（まったく）

　冷や汗ものだ。建物の陰を伝い、怪人の注意が中年男性に向いている間に、近づいたのだ。綱渡りにもほどがある。一歩間違えば、自分があのぺらぺらの一枚絵にされていた。

「ちぃっ！」

　怪人が軋きしる。

　風切り音とともに背後の壁が穿うがたれた。奇術用の投げナイフがコンクリートに跳ね返されていた。狙いは正確だが、既に文ぶん士じは路地を出ている。振り返ることなくダッシュ、そのまま別の路地に駆けこんだ。

　幸い、このあたりの地理は頭に入っている。駆けて、駆けて、駆けて、駆けて──しばらく行くとビルの谷間の空白地帯にたどり着いた。白線が複数引かれた舗装区画、駐車場だ。二十メートル四方の空間に十台ほどの車両が駐とまっている。出口は西と南に一つずつ。表通りには面さずに、細い路地二本で外と繫つながっている。歪いびつな敷しき地ちだが、移動しやすい割に物陰が多いのがメリットだ。とりあえず手近なワゴンとビルの狭はざ間まに隠れて防犯カメラの画像をチェックする。追っ手の姿は……ない。

「なんなんだ、まったく」

　さっきから、わけの分からないことばかり起きている。息が苦しい。思考がうまくまとまらない。自作のキャラとそっくりの人物が現れた。それはいい。彼らが自作の単語を喋しやべっている。聞き違いも含めれば、そんな偶然もありうるだろう。だがさっきの怪人の能力はどういうことだ。人や物の厚みをなくしてしまうなど。あれは、あれではまるで。

「っ……」

　低い呻うめき声ごえで我に返る。少女が背中をビルの外壁に押しつけていた。怯おびえた様子でこちらをうかがっている。ワゴンの陰で、こっちは相変わらず黒子に見えているのだろう。恐こわがるのも無理はない。

「大丈夫だよ」

　まずは彼女の緊張を解かなければ。そう考えて呼びかける。ゆっくりと片手を差し出して、一歩踏み出しながら、

「僕は──」

「いやぁああ！」

　下腹部を蹴られた。呼吸が止まり悶もん絶ぜつしていると、更に次のキックが飛んできた。エナメルの爪先と靴底が交互に突き刺さる。「いや」「待って」「ちょっと」と言う間もない。ツーバスドラムのように乱打されて文ぶん士じは倒れた。

　撃沈。

「待てって言ってるだろうに……」

　ワゴンを背に、文ぶん士じは挙手で敵意のなさを示した。さすがに様子が変だと思ったのか、少女の動きが止まる。闇の中、縮こまるようにしてこちらをうかがっている。文ぶん士じは胃の下あたりをさすりながら上体を起こした。痛い。

「僕は味方だ。少なくとも君に危害を加えるつもりはない。もしさっきの連中の仲間なら、わざわざ助け出して場所を移す必要もないだろう？　あのまま放っておけば問題なくつかまえられたんだから」

「……」

「とにかく話をさせてもらえないか。睨にらみ合あっている間に、連中に追いつかれたら目も当てられない」

「……そこで話して。何か言いたいことがあるのなら」

　あくまで距離を取るつもりなのか、警戒気味の声が返ってくる。文ぶん士じは視線を左右に走らせた。フェンスの奥、集合住宅の一階居室に明かりがついている。窓でも開けていれば、こちらのやりとりは丸聞こえだろう。ただでさえ開けた場所だ。声が通る。

「もう少し近寄れないか。せめてもう一歩、二歩。あまり声を大きくしたくない」

　ためらいが伝わってくる。だが結局、彼女は歩を進めた。くぐもった靴音が一つ、二つ。月明かりの下に現れた姿を見て文ぶん士じは呻うめいた。

（あぁ）

　溜ため息いきが漏れた。

　パステルブルーのセーラー、頰にかかる亜麻色の髪、透き通るような白い肌。そしてぱっちりとした大きな瞳。既視感なんて生やさしいものではない。生き写しだ。３Ｄプリンタで脳内のイメージを出力した感覚。

「いろは」

　つぶやきは少女の警戒をあからさまに復活させた。びくりと電気ショックでも受けたように静止する。

「なんで、あたしの名前！」

「ああいや、違う、違うんだ」

　何が違うのか。自分でも分からないまま否定する。「ええと」「その」「なんて言ったらいいのか」迷走気味につぶやいた末に、言語化を諦める。

「というか君、本当にいろはって名前なのか？」

「そう……だけど」

「からかってるんじゃないよな？」

「は？」

　ひょっとして自作の読者が仮装しているのか、なんて仮説はあえなく潰ついえた。彼女の顔は本当に『何を言っているんだ？　こいつは』というものだった。正気か、さもなくば相手の言語能力を疑うような表情。

　じゃあなんだ？　目の前の子は本当にいろはだと？　自作のヒロインが肉体を持って現実化したと？

　まさか。

　だが他に説明もつかない。

「ちょっと、あなた」

　痺しびれを切らしたように呼びかけられる。胡う乱ろんな眼まな差ざしがこちらに向けられている。文ぶん士じは観念して居住まいを正した。

「今から少し変な話をするけど、落ち着いて聞いてほしい」

　相手の目を見据えて、慎重に言葉を選ぶ。

「僕は趣味で小説を書いていて、ネットの投稿サイトに作品を上げている。その小説の一つに君とそっくりな女の子が出てくるんだ。パステルブルーのセーラー服で髪は亜麻色、年は十六、目は……すみれ色って表現したかな。とにかく今の君とよく似ていて、で、名前はいろは」

「何を言っているの」

「僕が君の名前を知っている理由さ。さっき訊きいただろう？　なんでって」

「……」

「混乱してるのは分かるよ。僕だってわけが分からない。でもあくまでこっちからすれば、自作のキャラがいきなり目の前に飛び出してきたように思えるわけだ。君が僕の作品の読者で、あえて格好や名前を似せてきたっていうなら話は別だけどさ」

　にしたって頰の曲線や目鼻立ち、四肢のバランスまで一致させられまい。うかがうような視線に、いろははなんともいえない表情を返してきた。こちらの真意を見極めるような目になる。

「あなた、誰」

　そういえば名乗っていなかった。眼鏡を直しながらいつもの口上を述べる。

「僕の名前は笹ささ貫ぬき文ぶん士じ、普通の高校生にして学園事件解決人だ」

「……なんですって？」

　まぁそういう回答になるだろうな。見知らぬ男子にいきなり事件解決人とか宣のたまわれても、戸惑うのが普通だ。というか少し怒っているようにも見える。

「ふざけてるの？」

　押し殺した声に首を振る。スマホを出して彼女の前にかざした。

「ほら、このニュース記事。僕の名前が出ているだろう。学内の窃盗事件を解決した時のものだ。で、こっちが林間学校のバスジャックを制圧した時の記事」

　いろははまじまじと画面をのぞきこんでいる。契約書の瑕か疵しでも見つけ出そうとするような顔だ。だが書かれている内容はシンプルで、疑われる余地はない。ある程度、時間を置いてから文ぶん士じはブラウザのタブを切り替えた。投稿サイトのホームから『アポカリプス・メイデン』を選ぶ。

「これが僕の投稿作品」

　表示されたページは、丁度いろはが登場しているところだった。彼女の台詞せりふや描写をハイライトする。

「今書いたものじゃないのは分量を見れば分かるだろう。なんなら投稿履歴を確認してもらってもいい」

「……ＢＵＮＪＩ」

「うん？　ああ、僕のアカウントだよ。笹ささ貫ぬき文ぶん士じだからＢＵＮＪＩ、なんのひねりもないけどね」

　沈黙が立ちこめる。何を考えているか読み取れないが、いろはの目は画面に吸いつけられていた。その視線が同じところを往復し出したのを見て、文ぶん士じは目次ページに戻す。第十話をタップ、現れた画像に今度こそいろはは息を吞のんだ。

「噓うそ」

〈えいち・ゔい〉さんのイラストだ。目の前の少女とうり二つなヒロインが描かれている。そして彼女に相対するのはトップハットの怪人。

「噓うそ、何これ。どうなってるの」

「〈奇術師〉っていうんだ。僕が作った敵キャラで、触れたもの全てを紙キレと化す能力を持っている。こいつは君の中にある〈トランペッツ〉……特殊な遺伝子情報を狙っているんだ。さっきも言ってただろう？　〈トランペッツ〉のいろは殿って。だから」

「待って、待って」

　少女の身体からだがよろめく。目め眩まいを覚えたように額を押えた。月明かりに浮かぶ顔は真っ青だった。血の気が引いている。目の焦点が合っていない。

「え？　意味が分からないんだけど。何言ってるの、あなた」

「何って」

　言わずもがなだろうに。眉を寄せて見つめ返す。

「だから、君もあいつも僕の作品の登場人物で」

「そんなことあるわけないでしょ！」

　悲鳴が夜の静寂を切り裂く。ぎょっとする間もなくいろはは眉を吊つり上あげた。

「馬鹿にしないで。いつの間にあたしの絵なんか準備したのよ。変な文章まで用意して……わ、分かったわ。あの男もグルなのね。みんなで示し合わせてあたしをからかっているんだわ。よってたかって人のこと──」

「ストップ！　ストップ！」

　飛びつくようにして口をふさぐ。冷や汗をぬぐいながら視線を巡らせた。

「あくまで僕の持っている情報を提供しているだけだよ。事実だなんて言っていない。だから落ち着いて」

　あたりに動きはない。さすがに隣家の住人は気づいているだろうが、顔を出すほどとは思われていないようだ。とはいえ存在をさらしてしまったことは間違いない。

「場所を変えよう。追っ手に今の声を聞かれたかもしれない」

「……」

「そんな目で睨にらむなよ。はっきり言うけどね、巻きこまれたのは僕の方なんだ。少しはこっちの混乱も察してくれないかな。こう見えて意外と現実家なんだよ、僕は」

　自作が現実化したなんて、容易には信じられない。何か納得のいく説明があるはずだ。それが何かは分からないが、いずれにせよ考える時間を稼ぎたかった。

　もう一度駐車場を見渡す。西と南の出口に人影は……ない。今ならどちらからでも出られそうだ。防犯カメラの画像を確認、次の退避場所を検討する。最悪一方の出口に追っ手が現れても反対の出口から逃げればいい。そう思ってある程度、鷹おう揚ように構えていたのだが、

　ざわ。

　風が吹き抜けた。背後からだ。巨大な団扇うちわで煽あおられたような感覚。いや、待て、後ろ？　馬鹿な、そっちはビルだ。風が吹き抜ける径みちなどない。

　振り向いて、顔を上げて、呆ぼう然ぜんとなった。

　ビルが消えている。いや、正確に言えばぺらぺらの紙キレになっていた。虚こ空くうに揺れながら、七階建てのコンクリート建築だった物が大地に覆おおい被かぶさっていく。その向こうにトップハットのシルエットが立っていた。

「な……にぃぃ!?」

〈奇術師〉は帽子のつばを持ち上げて、玻は璃り玉だまめいた目を細めた。

「ごきげんよう、そろそろ幕まく間あいも終わりだよ」

　左の掌てのひらから白い鳩はとが飛び立つ。〈奇術師〉はビルの残ざん滓しを踏みつけると、ゆっくりこちらに向かってきた。指先にはまた数枚のカードが現れている。

「くっ……そっ！」

「おやおや、また逃げるのかい。別に構わんがね。闇雲に走り回ると、このあたりの見通しがよくなるだけだよ」

　文ぶん士じが走り出した方向に〈奇術師〉が手を伸ばす。と、隣のマンションが空気を抜かれたように収縮した。続いて並木、外灯が溶解する。

「っ！」

　悲鳴を上げるいろはを文ぶん士じは強引に引き起こした。強く二の腕をつかんで一喝する。

「振り返るな！　とにかく走れ！」

「で、でも」

「今立ち止まったって仕方ない。一旦距離を取るんだ！」

　冷静に言っているが、内心の動揺は隠しきれない。まさかここまで容赦なく周りを巻きこんでくるとは。……いや、当たり前なのか？　もし彼らが本当に人類を打ち倒す気なら、その被造物ごときの損壊をためらうはずがない。〈トランペッツ〉の確保に、手段を選ぶはずもなかった。だとすれば次の〈奇術師〉の行動は──

　ああくそっ！　これじゃあ本当にアークの民とやりあっているみたいじゃないか！

　クランクから出て大通りに向かう。商店街を抜けてコンクリート護岸の河川に、頭上に被かぶさる都市高速の圧力を感じながら橋を渡る。

「うわ、なんだよ」

「危ないな」

「ちょっと、何？」

　行き交う人が増えてぶつかりそうになる。何度か荷物とニアミスして、その度に謝罪しながらも速度は緩めない。

　背後でパン、ポンと気の抜けた音が続いた。その度にビルのシルエットが消えていく。何もない空間が増えていく。異常を察したのか、人々のざわめきが大きくなった。

　一拍置いて、橋の向こうの雑居ビルが崩れ落ちた。一気に空が広くなり、それで混乱が弾はじけた。舞い落ちるビルだった物の向こうから〈奇術師〉が姿を現す。逃げ惑う人々を眺めながら悠然と距離を詰めてきた。

「全然、引き離せてないんだけど!?」

　いろはの悲鳴に、文ぶん士じは追っ手を一いち瞥べつした。

「向こうは直線距離だからね。地形も道路も関係ない。ざっくり三倍以上の速度で逃げないと追いつかれる計算だな」

「ど、どうするのよ！」

「こうする！」

　黄色点滅の信号に向かって突入する。片側三車線の大通りに踏み入ると、途中で赤になるのも構わずに駆け抜けた。直進するワゴンが、タクシーが、けたたましいクラクションとともに後ろを通過していく。一瞬あとにはもう、大通りは鉄の暴風が行き交う大河と化していた。人々の喧けん噪そうも消失したビルも噓うそのように見えなくなる。

　ほっと一息つく。よし、これで時間が稼げる。相手の目をくらまして距離を取れる。そう思った時だった。

　クラクション、耳を聾ろうするブレーキ音。

　猛スピードで交差点に突っこんできたダンプカーが風船のごとく弾はじけた。そのままモスグリーンの敷しき物ものと化して宙に舞う。ありうべからざる光景に、後続車が急ハンドルを切った。スリップ音と衝突音。何台もの車が玉突きで擱かく座ざする。一台は中央分離帯に衝突して、開いたボンネットから煙を吐き出していた。

「な……」

　戦場と化した交差点を、トップハットの人影が歩んでくる。左手に現れたピンポン球四つを腕の一振りで消してみせた。伸ばした指には再度カードが挟まれている。

（マジか）

　反射的に路駐車両の裏に隠れたものの、文ぶん士じの思考は完全に麻ま痺ひしていた。非現実的な光景に頭がついていかない。呻うめこうとするも声すら出ない。舌が動いていないのだ。だめだ。だめだ、しっかりしろ。強制的に深呼吸、肺に酸素を送りこむ。唇を結んで懸命に身体からだのコントロールを取り戻そうとした。

「いい加減にしてくれないかね」

　交差点の中ほどで〈奇術師〉が叫ぶ。対岸の物陰を見渡しながら。

「無駄なあがきということが分からんのかな？　なんならこの辺一帯、更地にしても構わんのだよ。見たまえ、君らが逃げ回るから余計な被害も出る」

〈奇術師〉が顎をしゃくる。倒れた母親の近くで幼女が泣き叫んでいた。

「出てきたまえ。吾わが輩はいの忍耐がもっているうちに。今なら特別に両足のプレスで勘弁してあげよう。もし、それさえも嫌だと言うのならば」

　背後の頭上を仰ぎ見る。東西を走る都市高速の高架が屹きつ立りつしていた。見ている間にもひっきりなしにヘッドライトの煌きらめきが行き交っている。

「次はあれを消すとしようか。さぞかし豪勢なイリュージョンになるだろうね」

　！

「だめ……逃げられない」

　いろはが膝を突く。両の肩を抱いてうつむいていた。白い歯がかちかちと鳴っている。

「もう嫌だ。どうして、こんなことに」

「諦めるな」

　文ぶん士じは立ち上がった。ブレザーの前を整えて交差点を見つめる。

「僕がなんとかする。君はここで待っていてくれ」

「え？」

　潤んだ瞳が見上げてくる。鼻の頭がほのかに赤く染まっていた。

「な、なんとかするって？　どうやって？」

「あいつを倒す。ぶん殴って黙らせる。以上だ」

「む、無理に決まってるでしょ！」

　仰天したように反はん駁ばくされた。

「あいつはあんなに恐ろしい力を持ってて、触れる物をみんなペラペラにしちゃうのに。あなたみいなただの高校生が、勝てるわけないでしょ！」

「ただの高校生じゃない、学園事件解決人だ」

　言葉を失ういろはに文ぶん士じはふっと笑いかけた。肩越しに〈奇術師〉を一いち瞥べつしてみせる。

「大丈夫だよ。あいつは超常能力を持っている分、肉弾戦には弱い。そう設定してあるんだ」




　幸いと言ってはいけないのだろうが、擱かく座ざした車や、ぶちまけられた積み荷で隠れ場所には苦労しなかった。物陰を伝い、身を屈かがめて〈奇術師〉への距離を詰めていく。途中、何度か破片を踏みつけてぎょっとしたが、〈奇術師〉の視線は交差点の対岸に向けられていた。まさか逆襲に出てくるとは思ってもいないのだろう。むしろ、なかなか白旗を揚げてこないことに苛いら立だっている様子だ。

　とはいえ、腹立ち紛れに都市高速の高架を消されても困る。胃が縮み上がる思いをしながら、文ぶん士じは小走りに〈奇術師〉の背後を取った。残り五メートル、まだ距離があるが、ここからは使えそうな遮蔽物もない。

　息を吸って、吐いて、また吸って、いろはの場所を確認して、もう一度深呼吸。以降のアクションをおさらいして覚悟を決めた。

（よし）

　走り出す。限界いっぱいまで引き絞られた弓のように、まっすぐ燕えん尾び服ふくの背中を目指す。拳を引いて、狙いを定めて、体重を乗せて、力任せに叩たたきつけようとした。

　殴り返された。

　裏拳が頰にめりこむ。文ぶん士じはもんどり打ってアスファルトにひっくり返った。弾みで眼鏡がずれたのか視界がぼやけている。目の前で星が飛んでいた。

「何やってるのよー!?」

　予想外の事態に、いろはが隠れ場所から顔を出す。信じられないような、愕がく然ぜんとした様子だ。無理もない。大口を叩たたいた割には、あまりに締まらない結末だった。文ぶん士じは頰をさすりながら身体からだを起こした。

「常人なみの膂りよ力りよくって設定したけど、まぁそこらの中高生よりは強いってことかな……」

〈奇術師〉が不審も露あらわに振り向いてくる。眉間に深い皺しわが刻まれていた。

「なんなんだね、君は」

　戸惑いが声ににじんでいる。

「横からしゃしゃり出てきて、正義のヒーロー気取りか？　まったく蛮勇もいいところだな。君のような世間知らずの若造が吾わが輩はいは一番嫌いなんだ」

　革靴の底が破片を踏む。近づこうとする〈奇術師〉に文ぶん士じは「ま、待て！」と手をかざした。

「待て。迂う闊かつに近づかない方がいいぞ。悪いが僕は、おまえの能力を知っている」

「なんだと？」

　ずりずりと、尻餅をついたまま後じさる。視線だけは〈奇術師〉に縫いつけたまま息を吸った。

「物の厚みをなくす。一枚絵に変えてしまう。現象だけ見ればそういう能力だが、おまえの〈秘蹟サクラメント〉はもう少し複雑だ。たとえばその右手で紙切れに触るとどうなる？　糸くずは？　もともと厚みや幅のない物体は果たしてどう変化する？」

　足音が止まった。三白眼がまじまじと見つめ返してくる。

「そう、能力の本質を紐ひも解とくには効果的なケーススタディだ。正解は『紙は紐ひもに』、『紐ひもは粒に』だ。なぜならおまえの能力は、物体の奥行きだけに働きかけるわけじゃない、次元に作用するからだ。三次元のものは二次元に、二次元のものは一次元に。要するに『次元を間引いている』」

　喋しやべりながら少しずつ距離を取る。両手を地面に走らせて、武器になりそうな物を探す。

「ただ能力の発動には一つ制約がある。間引いた次元は『別の何かに足されなければいけない』。右手で触った物の次元を減らせば、左手に触れている物の次元が増えてしまう。だから能力発動時には、左手に次元増幅しても問題ない物を持つ。たとえばあらかじめ薔ば薇らや鳩はと、ピンポン球を封じこめたカードとかな」

〈奇術師〉の顔が歪ゆがむ。カードを持った左手が痙けい攣れんするのを、文ぶん士じは見逃さなかった。

　そう、これ見よがしにかざしている奇術道具こそ能力のサポート装置だった。スツールを受け止める時は薔ば薇らのカードを掲げ、ビルを排除する時は鳩はとのカードを用いた。頻繁にカードを取り出していたのも次の攻撃への備えだ。燕えん尾び服ふくの内ポケットには数十枚のカードがストックされているはずだった。

「物から物への次元移動、それが第六星〈奇術師〉の〈秘蹟サクラメント〉だ」

　決定的な宣告に、だが〈奇術師〉は鼻を鳴らした。歯を剝むき出だして「だからなんだ」と足を踏み出す。

「なぜ吾わが輩はいの能力を知っているのか知らんが、それで状況に変化はあるのかね？　吾わが輩はいの右手が触れれば、君は即座に人型の敷しき物ものと化すのだよ。抗あらがう術すべはない」

　広げた手を突き出してくる。文ぶん士じはつかんだ瓦が礫れきを投げつけた。一撃目、外れ。二撃目、ニアミス。三撃目──顔面を目指すコンクリートが右手の一タッチでロール紙と化す。

「くっ！　来るな！　近寄るな！」

「見苦しい。興きよう醒ざめにもほどがあるよ。まがりなりにもヒーローを志したんだろう、ならば散り際くらい美しくしたまえ」

「っ！」

　千切れたドアミラーを投げつける。だがそれもあえなく次元削減の右手に阻はばまれた。周囲に投げられる物は──もうない。

　終了。

　終幕だ。

（ふっ……）

　ふふふ。

「ふふふふっ」

　笑いが漏れた。低い失笑は徐々に大きくなり、やがて文ぶん士じの肩を揺らし始める。

「なんだ、恐怖のあまりおかしくなったのか」

　眉をひそめる怪人を文ぶん士じは見上げた。肩の力を抜き、口角を歪ゆがめた。双そう眸ぼうに不敵な光を浮かべる。

「侮あなどりすぎだよ、〈奇術師〉。自分の能力が知られている時点で、普通はもっと警戒するべきだ。こいつは本当に無策で挑んできているのか、何か企たくらんでいないかってね」

「何を」

「よく考えてみなよ。僕は君の右手に近づくと危険だって分かっている。なら、どうしてわざわざ肉弾戦を仕掛けた？　今みたいに、物を投げつけて不意打ちしようと思わなかった？」

「……」

　指をまっすぐに伸ばす。燕えん尾び服ふくの胸元を示す。

「答えはシンプルだ。僕はおまえの服に触りたかったんだよ。殴りかかるんじゃなくてね、こちらの切り札を内ポケットに紛れこませたかった。いや、気づかれないか冷や冷やしたよ。一応、本気で攻撃するふりはしたけどね。どこかでボロを出していないかなと」

「内ポケット、だと」

〈奇術師〉が服を見下ろす。カードの入っているであろう懐ふところに視線を止める。

「ちなみに切り札はその辺で拾った物だよ。厚みがないからとてもとても畳みやすかった。カードとの手触りも大差なかったんじゃないかな。なんの話をしてるかって？　もちろん、おまえが一枚絵に変えたダンプカーのことさ」

「!?」

　愕がく然ぜんと左手に向き直る。そこにあったのはカードではない。幾重にも折りたたまれた紙片だった。見ている間にも、生き物のようにむずむずと動き肥大化していく。

「こ、これは……！」

「さておさらいだ。おまえの能力は右手で触れた物の次元を、左手の物に移し替える。さっき僕の投げたドアミラーは三次元から二次元になった。で、間違えて取り出したその紙切れは、このあとどうなるのかな？」

「貴様ぁああっ！」

　叫びは最後まで聞き取れなかった。手の中の紙片が爆発する。モスグリーンの鉄柱が地面を穿うがった。もちろんその膨張は前後左右を区別しない。燕えん尾び服ふくの身体からだが吹き飛ばされる。まるでソフトビニール人形のように軽々と舞って地面に叩たたきつけられた。

　復活したダンプカーが天を衝ついていた。荷台をアスファルトにめりこませたまま直立している。文ぶん士じは立ち上がり制服の埃ほこりを払った。あちこち生地が傷んでいる。肘のあたりはどうも破けているようだ。やれやれ、クリーニングで収まるかと思ったが、とんだ出費になりそうだ。

「こ、小僧。貴様は一体……！」

　半死半生の身体からだで〈奇術師〉が呻うめく。トップハットは脱げて乱れた頭髪がのぞいていた。口ひげも片方折れ曲がっている。

「何者だ！　なぜ吾わが輩はいの能力を逆手に取れる！」

　文ぶん士じはふんと鼻を鳴らした。敗者に用はない、が、問われれば答えるのがヒーローの責務だ。背筋を伸ばしていつもの口上を述べる。

「僕の名前は笹ささ貫ぬき文ぶん士じ、普通の高校生にして学園事件解決人──いや」

　ふっと思いついて言葉を切る。直後、ギリギリのバランスで屹きつ立りつしていたダンプカーが〈奇術師〉に倒れかかった。轟ごう音おんと衝撃、粉ふん塵じんが同時に生じる。文ぶん士じは悲鳴の残響に背を向けながら、左手の指で眼鏡のブリッジを持ち上げた。
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「ただの作者だ」




　遠くから緊急車両のサイレンが近づいてくる。ヘリの爆音が大きくなる。

　事態解決から少したち、現場は徐々に元の喧けん噪そうを取り戻しつつあった。逃げ散った人々が戻ってくる。スマホのカメラを向けたり、メッセージを打ったりしていた。

　幸い、人々の関心は事故車に向き、文ぶん士じに目を留める者はいない。その隙に交差点の中央から抜け出す。周囲の様子をうかがいながら、さりげない表情で歩道に戻る。

　ダンプカーの運転席からドライバーが転がり出てきた。泡を食った様子で何が起きたのか訊たずね始はじめる。川向こうのビルはいつの間にか復活していた。その奥の町並みも、徐々に厚みを増し始めている。

（設定通りだな）

〈奇術師〉の〈秘蹟サクラメント〉は、主の戦闘不能により効力を失う、移動された次元が元に戻る。一枚絵にされた中年男性も今頃復活しているはずだった。

　自作通りの登場人物、自作通りの特殊能力、そして展開。

（ふん）

　認めたくないが、全ての要素は一つの事実を示していた。だが、結論を出す前にもう一つだけ確認しておきたいことがある。

「あ……」

　亜麻色の髪の少女が見上げてくる。路駐車両の裏にしゃがみこんだまま、呆ほうけたように口を開けていた。

　文ぶん士じはつかつかと歩み寄り、膝を突いた。無言のままいろはの服装に視線を這はわす。

「な、何」

　怪け訝げんそうな呼びかけに構わず彼女の足をつかむ。そのままぐいと引き上げた。

「ひゃあっ!?」

「黒のエナメルシューズ、ストラップ付き、ヒールは低め、アーモンドトゥ、サイズは二十二・五」

「ちょ、ちょっと何!?　なんなの!?」

「ソックスは白、ショート丈、フリルのタック付き、レース編みと。ふむ」

「いやっ！　やめてってば！」

　必死でスカートを押えるいろはだが、文ぶん士じは更に彼女の足を上げさせて、自分の目線に持っていった。

「タイツの類いはなし、でもって右内股に子供の頃、ぶつけた時の痕が──」

「っ！　やめてって言ってるでしょ！」

　思いっきり顔を蹴飛ばされた。のけぞりで半回転、今日何度目かのキスをアスファルトに決める。いろはは胸元とスカートをかばいながら後じさった。羞恥に頰を染めて、涙目になっている。

「な、な、なんなのよ一体！　あなた！」

「ああ、悪い、悪い」

　倒れたままひらひらと手を振った。目元の泥をぬぐって、

「ちょっと設定通りか確認させてもらったんだ。他意はないから安心してほしい」

「設定通りって」

「僕の小説だよ。言っただろう？　『アポカリプス・メイデン』って」

「……」

　身体からだを起こす。ずれた眼鏡を直すと、すぐそばにいろはの顔があった。澄んだ瞳に照明の光が落ちている。白い肌は透き通り、内側から発光しているようだ。『楚そ々そとした、百ゆ合りのような』なんて表現が浮かぶ。亜麻色の髪が風に揺れていた。

「うん、やっぱり可か愛わいい！」

「はぁっ!?」

　文ぶん士じは鼻から大きく息を吸いこんだ。

　もはや疑うべくもない。彼女は自作のヒロインだ。心血を注ぎ、細部まで作り上げた理想の少女。だとすればやるべきことは決まっている。

　サイレンの音が近い。消防車・救急車だけでなくパトカーも集まってきているようだ。文ぶん士じは立ち上がるといろはに手を伸ばした。

「行こう。職質でもされると厄介だ。一旦君を安全なところに連れていく」

　いろははややためらっていたが、おずおずと手を取った。だがすぐには歩き出そうとせず、不安げな眼まな差ざしを向けてくる。

「一つだけ訊きかせて」

「なんだい」

「なんであたしを助けてくれるの？　さっきみたいに危ない思いまでして」

「決まってるだろう」

　不敵に唇を歪ゆがめる。文ぶん士じは傲岸不遜に、世界の真理を明かすような顔で続けた。

「僕は作者だ。自作のヒロインが途中退場するようなプロットを、認めるつもりはない」
















　アイコンのタップとともに液晶がホワイトアウトする。画面中央に新聞のマークが浮かび上がり、次いで主要トピックの一覧が現れた。地方記事のタブを選択、画面をスクロールしていくと、ほどなく目当てのニュースを発見する。




　──○○市の交差点で多重事故、地震？　によるビル倒壊の報告も。




『十月一日午後七時頃、○○市△△町□□の交差点でダンプカーが中央分離帯に衝突、後続の車両四台を巻きこむ大事故となった。警察はダンプカー側の運転ミスを念頭に捜査を進めているが、同時刻、周囲のビルが倒壊したとの目撃談があり、局所的な地震の影響も疑われている。なお倒壊したビルは二日午前七時現在、見つかっていない』




「何がなんだか分からないな、これじゃ」

　スマホのニュースアプリを眺めながら、笹ささ貫ぬき文ぶん士じは独りごちた。

　通学路上の交差点だ。奇妙な一夜が明けて、文ぶん士じはいつものように学校への道を急いでいる。周囲は閑静な住宅街で異常の欠片かけらも見当たらない。だが目の前の記事は、昨日の一件が夢ではないと示していた。ありえない事態、起こりえない現象。記者も混乱しているのだろう、文章に脈絡がない。

　信号待ちの時間を利用して、文ぶん士じはサムネイル写真をタップした。一拍置き、凄惨な事故現場が現れる。ひしゃげた分離帯の柵、散乱したフロントガラス、煙を上げるボンネット。

　昨夜の情景がまざまざと蘇よみがえってきた。地面に叩たたきつけられた痛み、不意打ち時の緊張、そして勝利の高揚。明瞭極まりない記憶は、想像力だけでは絶対に産み出せないものだ。それに、もう一つ記憶を裏づける材料もある。

　メッセージアプリに切り替える。チャット画面に、コミカルな白猫のアイコンと吹き出しが並んでいた。絵文字も顔文字もない、素っ気ないテキスト。陰気な白猫の表情を見ても、相手の警戒が伝わってくる。




ＢＵＮＪＩ『おはよう』

ＢＵＮＪＩ『起きたら連絡して』

ＩＲＯＨＡ『今起きた』

ＢＵＮＪＩ『異常は？』

ＩＲＯＨＡ『ない』

ＢＵＮＪＩ『よく眠れたかい？　寒かったり、うるさかったりしなかった？』

ＩＲＯＨＡ『大丈夫』




　なかなか気を許してもらえない。だがＩＲＯＨＡのハンドルネームは、確かに昨日の少女が実在していることを示していた。

『アポカリプス・メイデン』のヒロイン、〈トランペッツ〉の乙女、いろは。

（……と、友達登録して、チャットしているんだよな）

　現実感がなさすぎる。ただ、何度見返しても、やりとりが消えたり他のハンドルネームに変わったりすることはなかった。

　昨晩の顚てん末まつを思い起こす。

　現場から離れた文ぶん士じは、即座に知り合いの店主に連絡して、いろはを匿かくまってもらった。

　過去に何度かセーフハウスとして利用した場所だ。チンピラの尾行を撒まくのにも使ったし、安全性には信頼が持てる。対価はしっかり請求されるが、ここは必要経費と割り切るべきだろう。行き場のない女の子を路上に放置できない。

　行き場のない？

　そう、『アポカリプス・メイデン』では、彼女の自宅は設定されていない。冒頭で事件に巻きこまれて主人公と逃避行に入ってしまうのだ。家族や住居はあって当然と思いつつ、わざわざ本文で言及していなかった。

　念のため訊きいてはみた。『どこか行く当てがあるのか』、『連絡先があるのか』と。

　彼女は首を横に振った。うつむいたまま、途方にくれた様子で押し黙ってしまった。であれば是非もない。一瞬自分のマンションに連れていくかとも思ったが、さすがに年頃の女の子を男の家に上げられない。というわけで知り合いの店に預けて、一晩過ごさせているのだ。学校が終わり次第、また様子を見に行くつもりだった。

「『何か買っていく物でもあるかい』……と」

　メッセージを送ろうとした途端「よぉ！」と背中を叩たたかれた。たたらを踏んで振り返る。緑ネクタイの巨漢が立っていた。囲碁将棋部の部長だ。見事な逆三角形の身体からだを誇示しながら、白い歯を見せる。

「今日の放課後、頼むぞ。期待しているからな」

「放課後？」

　なんだっけ。

　怪け訝げんな思いが顔に出たのか、部長の眉根が寄った。

「おいおい、忘れたとは言わさないぞ。詰め将棋の助太刀だ」

「あぁ」

　完全に忘れていた。というか、そもそも依頼延期の原因だった小説にも手がついていない。〈えいち・ゔい〉さんになんと言うべきか、一気に気が重くなる。

「すみません、実は昨日、別件が入ってきてしまって、小説に手がついていないんです」

「あぁ？　いや笹ささ貫ぬき、そりゃないだろう」

　裏返った声が響き渡る。

「部員にもうおまえが来るって言ってあるんだぞ。みんな楽しみにしてるんだ。せめて少しだけでも顔を出せないのか？」

「今日はまた別件があって──」

　部長は眉間の皺しわを深くした。真意を探るように顔を近づけてくる。

「おい、おまえ、何か隠してないか」

「か、隠す？」

「いつものおまえなら飛びこみの用事くらい、ちょいちょいって片づけるだろう。何をそんなに手間取ってるんだ？　ひょっとして俺と関わりたくないから、あえて用事をでっちあげているのか」

「そ、そういうわけじゃ」

「じゃあなんだ。正直に行こうぜ。俺とおまえの仲だろう……ん？」

　部長の目がスマホに吸いつけられる。作成途中のメッセージと白猫のアイコンの間を視線が往復する。

「い……ろ……は……って、おいまさか、これは」

　やばいと思った時にはもう手遅れだった。部長は交差点の向こうまで届くような大声で言った。

「女か！」

　周囲の生徒達が一斉に振り向いてくる。見ている間に、女子の一人がスマホを取り出してメッセージを打ちこみ始めた。すわ、決定的瞬間とばかりに写真を撮っている者もいる。パシャリ、カタカタカタ、ピロン、パシャッ。こういう時に有名人は損だ。おそらく一分もたたないうちに、ゴシップが学園中に広まる。

　暗あん澹たんたる気持ちを知ってか知らでか、部長はばんばんと肩を叩たたいてきた。

「いや、そうかそうか！　悪かった。あの笹ささ貫ぬきがなぁ。祝福するよ。是非彼女のそばにいてやってくれ。俺達なんかに構わず」

「そんなんじゃないですよ」

　丁重に手を押し戻す。溜ため息いきに近い声を漏らしながら、

「先輩もご存じの通り、僕の最優先は小説を書くことですよ。第二にネタ集めのための事件解決、第三に学業です。恋人なんて作ってる暇はありません」

「ん？　んんん」

　太い首が傾かしいだ。

「じゃあその子はなんだ。見たところ大分、気が置けない間柄に思えるが」

「……」

　どう説明するか、当あたり障さわりのない回答を探って諦める。やめよう、変に繕っても掘り下げられるだけだ。口角を下げて、やや投げやりに答える。

「娘みたいなもんですよ」

　鳩はとが豆鉄砲を食ったように見つめ返された。




　教室の自席に着席。

　ノートを開く。

　昨夜は体力回復のためにあえて早寝をし、考える暇がなかった。今のままではいろはと再会しても時間を無駄にしてしまう。事前に状況を整理して、方針を示せるようにしたかった。

　チャイムとともに担任が入ってくる。機械的に起立・礼・着席、ホームルームのトピックを見極めてから文ぶん士じはペンを持ち上げた。

（さて、と）

　本当に自作が現実化したのか──という疑問は棚上げする。現状ではそれを否定する材料も肯定する材料もない。同様に『なぜ自作が現実化したのか？』という問いも脇に置いた。火災の時、まずやるべきことは消火だ。火元の調査を優先した挙げ句、家が全焼したら目も当てられない。

　だとすれば考えるべきことは二つ。

　──一体、自作のどこからどこまでが現実化したのか。

　──いつから現実化しているのか。

　前者についてはかなり深刻だ。文ぶん士じの作品は『アポカリプス・メイデン』だけではない。異世界転生物やＳＦ、ホラー、戦記ものまである。その全てが現実に出てきたら最悪だ。いかな創造主でも、生身で宇宙戦艦とはやり合えない。

　だがニュースサイトを見る限り、例の交差点以外の異常は起きていないようだった。竜やゾンビ、機動兵器の目撃情報もない。

（なら気にするのはアークの民だけか）

　霊長の座を狙う古代種族、その幹部たる能力者、八つ星。

　今のところ、相対したのは第六星〈奇術師〉だけだが、さすがにそれで終わりとは思えない。作中で登場した能力者は実体化済みと考えた方がいいだろう。すなわち、第八星〈仕立屋〉、第七星〈剪せん定てい人にん〉、第五星〈墓掘人夫〉、そして第四星〈映写技師〉。

　うち三人は、過去話で撃破済みだからともかく、最後の〈映写技師〉は厄介だった。何せ倒し方自体まだ思いつけていない。

（シミュレートが必要だな）

　要検討とメモしてページをめくる。

　論点の二番目、『いつから現実化しているのか』も重要だった。『現実化のタイミングが早い』＝『アークの民の活動量が増える』からだ。現れて数時間なら、現状把握で終わるだろうが、一ヶ月あれば世界征服の準備が整いかねない。一体彼らにどのくらいの猶予が与えられたのか、つかんでおかないと対策の規模を見誤る。

　さすがに全ての過去記事を追っていられないので、いくつかキーワードを見繕い検索プログラムに叩たたきこむ。待っている間に自身の動向を書き出していった。

　十月二日午前六時：起床、十月一日午後十時：就寝、午後九時：帰宅──

　何か普段と異なることはなかったか、違和感を覚えたものはなかったか探る目的だ。幸い記憶力には自信がある。分単位で時系列を遡りノートに記していく。

　──午後六時半：下校。午後三時四十八分：数学教師の説教開始。午後三時半：六限終了。

　特に気になることはない。通学路での先輩との会話、〈えいち・ゔい〉さんとのやりとり、早朝の電光石火の事件解決。いつも通りの日常だ。

　ああそういえば、昨日の依頼者の女子生徒はなんて名前だったか。登校前にやりとりしたから顚てん末まつを整理しきれていない。二つ隣のクラスの……ううむ、出てこない。

　仕方なくスマホを立ち上げた。些さ末まつ事じだが、記憶の棚卸しをしている以上、放置したくない。チャットの履歴から彼女のメッセージを検索。スクロールと停止を繰り返して、目的のチャットルームにたどり着いて、文ぶん士じは眉をひそめた。

（ん？）

　名前が非表示だ。空白になっている。読みこみが遅いのかと思ったが、リロードしても結果は変わらなかった。んん、どうしたのだろう。電波が悪いのか。

　アプリを再起動、機内モードをオン・オフ、キャッシュをクリア。

　だめだ。名前が出てこない。

　なんだろう、ひょっとしてチャットアプリを削除したのだろうか。スマホを買い替えた時など、適切に移行しないとフレンド登録が解除されると聞くが。

「気に入らないな」

　タイミングがタイミングだけに、偶然と片づけづらい。こっちはこっちで追ってみるかとメモした時だった。

「笹ささ貫ぬき君、笹ささ貫ぬき君」

　背後の女子が呼びかけてきている。声音がせわしい。えらく必死な様子だ。

「なんだよ一体」

　今取りこみ中だ、用があるならあとでと続けかけた時だった。

　頭上に影が落ちてきた。陽光が遮られる。女子があちゃーと額を押えた。

　？

　恐る恐る振り向く。昨日と同様に、小太りの狸たぬきめいた数学教師が頰を引きつらせていた。口角を戦慄わななかせて、丸めた教本で掌てのひらを叩たたいている。

「昨日の今日で随分、舐なめた真ま似ねをしてくれるな、笹ささ貫ぬき。気に入らんのは授業の内容か、それとも俺の顔を見ることか？　いずれにせよ、今日の放課後もじっくり話し合った方がよさそうだな」

　スマホを出せ、と言うように手が伸びてくる。周囲のクラスメイト達が気の毒そうに溜ため息いきを漏らした。




　　＊




（あの狸たぬき教師）

　笹ささ貫ぬき文ぶん士じは毒づきながら正門を出た。時刻は六時半、また三時間近く時間を無駄にしてしまった。

　戻ってきたスマホは数学教師の指紋でベタベタと汚れている。ロックを解除しようとしたのか、電源ボタンにも脂がついていた。

（そろそろ何か対策を考えるべきかな）

　緊急時のためにスマホを複数台持っておくとか、スマートグラスに替えてみるとか、あるいはもういっそ、教材のタブレットを内職用に改造してしまうとか。

　ハンカチで画面を拭き取り、街灯にかざす。まだ少し汚れていたが諦めて胸ポケットにしまう。

　いろはを預けてあるのは隣駅のカラオケ店だった。学校からは歩いて二十分ほどかかる。遠くはないが、かといって至近でもない。微妙な距離だ。もどかしさを覚えながら、小走りで住宅街を進んでいく。大通りを渡り、裏道を進み、目的地に到着。通用口を開けて中に入った。

　カランカランカラン。

　カウンターの店主は顎の細い、初老の男性だった。ドアベルの音に、少し視線を上げただけで、興味を失ったように書類仕事に戻る。余計な詮索をしないのは彼の美点だ。沈黙は金なり。必要な情報は事前にチャットしてあるから、問題はない。

　メッセージログを確認しながらエレベーターに乗る。いろはの部屋は……５０２。

　エレベーターは四階止まりだった。そこから先は階段での行き来になる。階下からはくぐもった歌声が複数、聞こえてきた。どうやら一般客も滞在しているらしい。シャンシャンというタンバリンの音が空調の稼か働どう音おんに混ざっている。

　階段室から出る前に、念のため外の防犯カメラの画像をチェックする。尾行はされていないはずだが、何せ相手は異能力者だ。どれだけ注意しても注意しすぎということはない。

（問題なし、か）

　街路に怪しい人影はない。追っ手の痕跡はない。ほっと一息ついて顔を上げる。

　廊下の窓は全て閉め切られてシェードが下ろされていた。ご丁寧にもシェードの隙間にはガムテープが貼られていた。これも店主に頼んでおいたことだ。建物内にいる限り、いろはの姿は隠される。もちろんいろは当人にも、部屋の窓を閉め切っておくように連絡してあった。

　少し気が軽くなって５０２号室に向かう。事前に申し合わせた通り、二回ノックを三度繰り返す。

「文ぶん士じ？」

「うん、僕だよ。入っていいかな」

「……うん」

　蚊の鳴くような声だった。一人で憔しよう悴すいしているのだろう。遅れたことを謝らなければ、そう思って扉を開けた時だった。

　風が頰をなでた。

　一瞬何が起きているのか分からなかった。思考がフリーズして、五感からの情報に反応できなくなる。だが事態は明らかだった。窓が開いている。ほの明るい夜空から外気が吹きこんでいた。

（っ！）

　ダッシュして窓を閉める。引きちぎるような勢いでシェードを下ろした。

　振り向いた眼まな差ざしが剣けん吞のんになるのを止められなかった。いろははたじろぎ気味に後じさった。

「な、何よ」

「窓は開けるなって連絡しただろう」

「ちょ、ちょっと空気を入れ換えただけよ。ずっと閉め切りで息苦しかったから」

「どのくらい開けてたんだ」

「二分……三分くらい」

　微妙な時間だ。部屋の照明は弱いし、そんなにピンポイントでこのビルが監視されていたとも思えない。ただ常識で測れないのが今回の相手だった。念のため、店主に周辺の状況を確認してもらわねば。

　カチカチ、カチ。

　無言でメッセージを打つ姿に耐えかねたのか、いろはが抗議の声を上げた。

「そ、そんなに怖い顔しなくてもいいじゃない。すぐ隣にビルがあるわけでもないのに、誰が部屋をのぞけるっていうのよ」

「アークの民だよ。正確に言うと視点移動の〈秘蹟サクラメント〉を持つ〈登山家〉という能力者だ」

　まじまじと見返される。文ぶん士じは液晶から顔を上げた。

「八つ星が一人、第三星〈登山家〉。本編ではまだ名前のみの登場だけど、視点を山登りのごとく上昇させられる。最大高度数千メートルからの監視・捜索・追跡。君が五階にいようが十階にいようが関係ない。逃れる方法はなるべく遮蔽物の下にいることだけだ」

　絶句された。しばらくたって、ゆるゆると首を振ってくる。

「そんな……馬鹿な話」

「昨日からさんざん馬鹿げた話に巻きこまれているだろう？　千里眼クレアボヤンスの一つや二つ、今更何が不思議なんだい」

「だって」

「だって？」

「……」

　文ぶん士じは嘆息した。いかん。いかん、追い詰めるような物言いになってしまっている。肩の力を抜き、口調を和らげた。

「いや、いい。悪かった。窓の件は僕のミスだ。もう少し丁寧に理由を説明するべきだった。ただ緊張感は持ってほしいんだ。狙われているのは君自身なんだからね」

「……」

「座って話さないか。色々情報をまとめてきたんだ」

　いろははまだ不服げだったが、諦めたように腰を下ろした。文ぶん士じもテーブルを挟んで向かい合う。革張りの長椅子だ。テーブルの上には軽食と飲み物、ケチャップや塩などの調味料が置かれている。

　ビィっとスマホが震えた。店主からの返信だ。『周辺五十メートルに異常なし』と書かれている。入力欄をタップ、『了解、引き続き警戒を』、『脱出ルートの確保も、念のため』と返して画面を伏せる。

　深呼吸を一回。

「まずはもう一度、自己紹介といこうか。僕の名前は笹ささ貫ぬき文ぶん士じ、○△高校の二年生だ。各種事件の解決を請け負って、それをネタに小説を書いている」

　続いて昨日、いろはと出会うまでの経緯を説明していく。小説の推すい敲こうにかまけて数学教師に見とがめられたこと、説教が長引いて下校が遅れたこと、家に帰る途中で彼女とすれちがったこと。

「色々振り返ってみたけどね。やっぱり君と出会った昨日の十八時半、ここまでは普通の日常だったんだ。過去一ヶ月のニュースにも目立つ異常はなかった。つまり僕からしてみれば、昨夜のタイミングでいきなり『アポカリプス・メイデン』の登場人物が現実化したように見えるわけだ。さて、それが正しいのかどうか、君の意見を聞いてみたい」

「あたしの意見？」

「なんでもいいよ。問題点があれば指摘してほしいし、君から見た顚てん末まつを話すでもいい。そうだな、どういう経緯であの連中に追いかけられて、僕と出会うに至ったのかとか」

　六時半にいきなり下校路で覚醒して追われていた、というなら話はシンプルだ。だが彼女は虚こ空くうから湧いて出てきたわけではない。後ろから走ってきたのだ。ならば、前段があると考えてもおかしくなかった。

「僕は自分の認識が絶対だとは思っていない。物事は複数の面から見て、初めて全貌を明らかにできるんだ。だからこそ君の話を聞いて検証したい。果たしてこの異常は、いつ、どこで、どの程度の規模で生じたのか」

「……」

「一緒に何が起きているのか、解き明かさないか」

　すがるような口調が効いたのか、いろはは顔の強こわばりを緩めた。まだ警戒を保ちつつ、それでもぽつりと口を開く。

「あなたの話が正しいのかどうか、あたしには判断できない。だから言えることは、なんであの場所を走っていたかだけ。それでもいいの？」

「もちろん」

「……」

　視線を泳がせる。わずかに眉をひそめて、

「放課後、学校からの帰り道であいつらに囲まれたの。黒服の男が『いろはか』って訊たずねてきて。無視しても無視しても追いすがってくるから、とっさに鞄かばんを叩たたきつけて逃げ出したの」

「それはいつ、どこでの話」

「午後六時、場所は△○マートのあたり」

　ん。

　聞き覚えのある店名が出てきた。この近辺だ。多分百メートルも離れていない。スマホの地図を確認、「ここかい」と訊たずねるといろははうなずいた。

「ということは家──君が帰ろうと思っていた場所はこの辺なのかい？　学校は？」

「学校は……これ。家は……分からない。帰るつもりで歩いてたんだけど、途中でよく分からなくなってきて」

　それは設定が不足しているからだろうか。だが指さされた学校の場所を見て、文ぶん士じは首を傾かしげた。近い。文ぶん士じもよく知っている実在の私立高校だ。通学路こそかぶっていないが、文ぶん士じの高校から徒歩圏内にある。

　徒歩圏内。

　ん、ん？

「君は部活とかやっているのかい、それとも塾に通っているとか」

「やってない、通ってないけど」

「補講でも受けていたとか」

「ううん」

「ならなんで六時に帰宅しているんだい」

　普通の高校の授業は三時半に終わる。余分に一限があってもせいぜい四時半だ。自宅と学校が徒歩圏なら、二時間も歩き回る必要はない。

　いろはは少し口ごもってから、答えた。

「ちょっと……寄りたいところがあったの」

「どこだい」

　彼女の指が地図の一点を指す。川の上流にかかる橋だった。ここから歩いて三十分くらい。住宅街の真ん中にひっそりとたたずんでいる。

「小こ桜ざくら橋ばし」

　聞いたこともない名前だった。多分毎日通る住人もほとんど意識していないだろう。それくらいこぢんまりとした橋。

「なんでこんなところに？」

「前の日にもこのあたりを通ったの。ううん、通ったような気がするの。ただ……そのあたりの記憶が曖昧で、どういう風に家に帰ったかも分からなくって。一日中気持ち悪かったから、もう一度行けば何か思い出せるかなと思って」

「前の日」

　えらく遡るな。

「記憶が曖昧ってのは……つまりどういうことかな？　ところどころ意識が飛んでいるのか、それとも一つ一つの行動にもやがかかってる感じか」

「……」

　よく分からないという風に首を振られる。まぁ『曖昧』と言っているのだから無理もないか。

「それ以前、つまり九月三十日より前におかしなことは？　変な連中を見たとか、声をかけられたとか」

「ない……と思う」

「本当に？　よく思い出して。大事な部分だ」

「……ない。ないわ」

「なるほど」

　色々訊ききたいことはあるが、とりあえず時系列に絞ってまとめてみる。ポイントを整理してメモに書き出すと、どうやらいろはは以下のように動いていたようだった。




【九月三十日（水）】

　・十五時半：下校。所用（買い物？　詳細不明）のため繁華街に赴く

　・一七時：小こ桜ざくら橋ばしを通りかかる。帰宅の記憶なし

【十月一日（木）】

　・七時：起床。登校

　・十五時半：下校、小こ桜ざくら橋ばしを再度訪問

　・十八時：家に戻ろうとしている最中に黒服の男達と遭遇、逃走

　・十八時半：笹ささ貫ぬき文ぶん士じと遭遇




（ふむ）

　情報通りに判断すれば、彼女の異常は一昨日（九月三十日）の十七時に始まったということだろう。

　だが「異常＝現実化」とした場合、フィクションのキャラクターたる彼女が当日、実在の高校に通った、という話になる。それで何もトラブルが起きず下校まで過ごした？　クラスメイトに受うけ容いれられていた？　ちょっと考えづらい。

　それにもう一つ、根本的な違和感がある。

「どうしたの？」

「うん、ちょっとね」

　不安そうないろはに首を傾かしげてみせる。時系列のメモを指さして、

「仮に九月三十日の十七時が作品現実化のタイミングだったとする。するとそこまでは、君は作中世界で生きてきたことになるわけだ。でもね、小こ桜ざくら橋ばしに行くなんてイベントは僕の作品に存在しないんだ」

『アポカリプス・メイデン』のテキストに切り替える。いろはの登場シーンをハイライトしてみせた。

「君はアークの民が何者か知らなかったんだろう？　とすれば作中では、まだ冒頭の部分だと考えられる。そこには君が学校に通ったり、放課後に寄り道をしたりするシーンはない。なら一体どんなプロットに基づいて君が動いていたのかと思ってね」

「プロットって」

　不快げな彼女を押しとどめる。言いたいことは分かる、という風にうなずいてみせた。

「君が自由意志を持つ人間だって主張は認めるよ。ただ僕の作品と君達の存在に、相似点があるのも事実なんだ。だったらその齟そ齬ごを洗い出すのも有意義だろう？　原因究明・対策立案のためにはさ」

「……」

「言い方を変えようか。実は僕は異次元の出来事を受信する霊媒なのかもしれない。君達の行動を無意識のうちに感じ取り、文字に起こしているのかも。この場合、どちらが現実でどちらがノンフィクションって話ではなくなり──」

「何言ってるの？　あなた」

　すみれ色の目が胡う乱ろんなものになっている。ううむ、藪やぶ蛇へびか。『だから君と僕は対等だ』、『ふてくされる必要はない』と続けたかったのだが。

　咳せき払ばらいして座り直す。

「とにかく一度、『アポカリプス・メイデン』の内容を説明させてくれないか。持っている情報を一致させた方が、以降の議論も進めやすい」

　反論はない。沈黙を合意ととらえて文ぶん士じは話し出した。

　作品のテーマ、ストーリー、舞台設定などを順に説明していく。言葉で伝えづらいところはスマホの設定メモを活用してイメージを具体化した。

　人物相関図を拡大、いろはの枠をポイントする。

「これが君だ。アークの民を目覚めさせる〈トランペッツ〉という特殊な遺伝子を持っている。肉体的には普通の人間で、特殊能力とかはない」

　続いて敵方の枠をポイント。

「こっちが君を狙う能力者、八つ星と呼ばれる幹部クラスで、その六人目が昨日の〈奇術師〉だ。彼らを統括するのは〈北極星ポラリス〉と呼ばれる組織ナンバー２。こいつは他の八つ星を凌しのぐ強力な〈秘蹟サクラメント〉を持っているけれど、現場に出てくることはまずないから無視していい。あとナンバー１は休眠中で、〈トランペッツ〉を入手しないと覚醒できない。まぁ話が進めば復活させる予定だったけど、全然設定を詰めていないから、こいつも無視してＯＫ」

「……」

「プロット通りだと〈奇術師〉の次に現れるのは、第五星〈墓掘人夫〉だ。こいつの弱点は比較的利用しやすいからすぐに撃破できる。ただ、問題はその次の第四星、〈映写技師〉だ。こいつの倒し方を、実は僕はまだ思いつけていない。君と主人公が追い詰められるシーンで筆が止まっていてね」

　いろはは無言のままだ。状況が理解できているのかいないのか、いまいちつかめない。「つまりさ」と言葉を重ねる。

「もし君らが作品の筋書き通りに動いているのなら、このあとの展開はある程度読めるんだ。対策も立てやすい。でも全然別の筋で動いていたら、最悪の事態も想定しないといけない。たとえばここを出た瞬間、〈映写技師〉が襲いかかってくるとかね。だから確認したいんだ。今までの話を聞いて、君の記憶は僕の小説と一致しているかい？　それともまったく別物かい？」

「……別物に決まってるでしょ」

　視線を逸そらし気味にうつむく。

「あたしが小説のキャラとか……ありえないし」

　はねのけるような口調だった。

（一かゼロかの問いかけじゃないんだけどな）

　溜ため息いきをつくが、そういう答えが返ってきてしまえば仕方ない。

「ならワーストケースに備える必要があるな。いきなり〈映写技師〉に襲われても、撃退できるようにする、答えが出るまで君の姿を隠し続ける。とりあえず、一週間くらいこの部屋を押えておくか」

　アプリを切り替えて店主とのチャット画面を開く。「え？」と夢から覚めたようにいろはが見つめ返してきた。ぱちぱちと大きな目をまたたかせて、

「い、一週間、ここにいろって言うの？　どこにも行かずに？」

「一週間以内に対策が思いつければね。難しければもう少し延長する」

「こ、困るわ」

　狼ろう狽ばいも露あらわに首を振られる。彼女は肩をすぼめた。

「そんなの……困る」

「なぜ？」

「親が心配するし、学校だって……そんなに休めない」

「親？　学校？」

　場違いな単語に目を剝むく。この非常時に何を言い出したんだ、この娘は。

「待てよ。君、そもそも自宅の場所も分からないって言ってただろう」

「そう……だけど」

　気弱げに顎を引かれる。

「消えてなくなるわけがないし、きっとあたしが忘れているだけよ。親もあたしのことを捜していると思う。ひょっとしたら、もう警察に連絡が行っているかも」

「……」

「そうよ。いっそあたし達から一一〇番して、保護してもらえれば」

　異常事態から一晩明けて、彼女の頭からはすっかり危機感が抜け落ちているらしい。これだけ説明しているのに平時の理屈をこねくり回している。

　頭痛をこらえてソファーにもたれかかる。つとめて冷静に、感情を交えずに告げた。

「どうだろうな。それは幻肢痛みたいなもんじゃないかな」

「ゲンシツウ？」

「手足がなくなっているのに、なぜか脳がその存在を認知している症状さ。失われたはずの指先が痒かゆいとか、熱さ・寒さを感じるとか、聞いたことはないかい？　あれと同じで、『普通の女子高生なら親や家があるはず』って常識と、『自宅や家族の描写がされていない』って事実が衝突してるんじゃないかな。だから家の場所を思い出せないのに、あるはずって誤解が──」

「わ、わけ分かんないこと言わないでよ！」

　いろはの声が裏返った。唇を結び、混乱気味に席を立つ。

「パパやママがいないとか、冗談でも言ってほしくない！」

「でも現実問題として、君は」

「いい加減にして！」

　押し殺していた感情をぶちまけるように叫ぶ。いろはは、荒い息遣いとともに拳を握りしめた。

「やっぱり、あなた、あたしのこと、からかってるんだわ。どっきりか何かなんでしょ、これ。どこかにカメラでも隠して、あたしの慌てっぷりを撮影しているとか」

「はぁ？」

　なぜそうなる。

「いいかい、いろは。僕は君の味方だ。だから昨日も危険を冒してあいつらと戦った。なのになんで、どっきりなんて話が出てくるんだい」

「だって、おかしなことばかり言うじゃない。一週間帰るなとか、親なんていないものと思えとか」

「それは、君の安全を確保するためで」

「信じられない。だいたい、高校生が事件解決人とかありえないし、昨日の変な男だって、あなたと事前に示し合わせていたのかも」

「おい。おい、いろは」

「あたし、帰る」

　荷物を取り上げて出口に向かう。慌てて進路をふさいだ。扉を背に、頭一つ分低い彼女を見下ろした。

「帰るってどこにだよ」

「家に」

「場所が分からないんだろう」

「探す」

「どうやって」

「なんとかして」

　話にならない。

「とにかく落ち着いてくれ。僕の発言が気に障さわったのなら謝る」

「じゃあ正直に話して。あなたが誰で、なんのためにこんなことをしているのか」

「全部今まで話した通りだよ。噓うそなんて一つもついていない」

　無言で押し通ろうとする彼女を引き留める。肩をつかんだ手が撥はねのけられて、もみあいになった。

「いや！　やめて、離して！」

「っ、ちょっ、痛い、暴れるなって。ぶっ」

　荷物を顔に叩たたきつけられる。続けて肘がみぞおちにめりこんだ。

　……！

　……！

　……！

　どのくらい格闘していただろう。何度目かのせめぎ合いの末に、ふっと攻撃がやんだ。剝むき出だしの肌が痛い。あちこち引っかかれて殴られてひどい有あり様さまだ。いろはは唇を結んで立ちすくんでいた。目にすがるような色が浮かんでいる。
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「ねぇ、ちょっと……出してくれない」

「だめだ」

「お願い、すぐ戻るから」

「だめだって言ってるだろう。散々暴れておいて、力で勝てないとなったら泣き落としか？　それはあんまりってものだろう」

「……」

「なんだ、恨めしそうな目をして。僕は別におかしなことは言っていないぞ。文句があるなら、君も納得できる説明を寄こして」

「トイレよ！」

　凍りついた身体からだが押しのけられる。乱暴にドアを開けると、いろはは顔を真っ赤にして出て行ってしまった。

　……。

　肩の力が抜ける。なんだろう、せいぜい二十分ほどしか話していないのに一昼夜押し問答していた気分になる。

（あんな性格だっけか）

　作中の彼女はもっと凜りんとした、芯の強い人物だったはずだ。どんな時もくじけない、逆境に抗あらがい、困難と戦うヒロイン像。なのに今の彼女はどうだろう。不測の事態に混乱しているのか？　あるいは環境の違いに戸惑っているのか。これではまるで普通の女子高生だ。パニックに陥った挙げ句、何をしでかすか分かったものではない。

（まぁ、仮にこのまま逃げだそうとしても、受付で止められると思うけど）

　カラオケボックス内くらい、好きなように歩き回ればいい。その間に今後のことを考えておくか。

　そう──今後のことだ。

　直近の行動はもちろん、事態解決のゴールも見据えた上で動かなければならない。果たしてこの異常はどうすれば収まるのか？　登場人物達を作品世界に戻せるのか？　『アポカリプス・メイデン』のテーマをなぞるなら、アークの民を撃破して、人類とヒロインを救えばハッピーエンドになるのだろう。が、何せ本編はまだ完結していない。だとすれば、やはり、ねじ曲がったストーリーを修正するのが先だろうか？　それとも作者のアドバンテージを活用して、先手必勝でアークの民を全滅させる？（作品に愛着を持つ者として、こんな手段は取りたくないが）。

（ううむ）

　どちらを選ぶにしても判断材料が乏しい。何よりあの分からず屋のヒロインを説き伏せて、協力させる必要があった。原稿通りに行動してもらうか、はたまた、ことが片づくまで安全な場所で待機してもらうか。いずれにせよ頭が痛い。腕組みして、眉根を寄せて、席に戻りかけた時だった。




　向かいの席に人影が三つ現れていた。




　──。

「なっ!?」

　いつの間に。気配などまったくなかった。部屋の出入り口は今いろはが出て行ったもののみで、窓はしっかりと閉ざされている。誰かが入ってくる余地など欠片かけらもない。なのに──

　固唾を吞のんで視線を這はわす。

　異様な組み合わせだった。左右に立つのは身の丈二メートル以上の巨漢。ゴリラのような筋肉で、大柄なブラックスーツがはちきれんばかりになっている。二人とも身長から服装までまったくの相似形、だが顔を覆う布だけがわずかに異なる。左側に立つ男の布には『[image: さめふ]』、右側には『[image: あいん]』と描かれていた。

　そして、真ん中に悠然と腰かけるのは、制服姿の少女だった。

　ワンピースの胸元にリボンを煌きらめかせて、ボブカットを揺らしている。マネキンのように細い手足、整いすぎるほど整った顔。年の頃はいろはと同じくらいだろうか。だが、まとっている迫力がまったく違う。生まれながらの王、支配者といった貫かん禄ろく。

「〈北極星ポラリス〉」

　アークの民のナンバー２、事実上の指導者。

「おや、おやおやおや」

　少女が笑った。鈴が鳴るような声で、楽しげに、

「八つ星でさえ全員は知らない、私の姿も知っているとは。〈奇術師〉撃破はまぐれフロツクではなかったということかな？　──笹ささ貫ぬき文ぶん士じ君、我々アークの民の存在と力を知る少年」

　自分の名前を知っている。

　身構える文ぶん士じに、少女は指先を振ってみせた。

「ただ、〈北極星ポラリス〉という呼び名はいただけないね。私には、加か治じ屋や里り桜おという可か愛わいらしい名前があるんだ。是非そちらで呼んでもらいたいね。里り桜おっちとか、里り桜おたんとかさ」

「何をしに来た？」

　単刀直入に訊たずねる。相手のペースに乗ってよいことはない。

「呆あつ気けなく幹部がやられたんで、トップ直々に白旗でも上げに来たか？」

「まさかまさか。むしろ楽しい戦いになりそうだと、喜んでいるところだよ」

　細い首を傾けてみせる。

「練り上げた戦力を使えないことほど、興きよう醒ざめな話はないからね。是非是非健闘して、我々の心胆を寒からしめてほしい。ただ、現状だと少し詰めの甘さが気になるかな。警護対象の姿を外にさらすとか、迂う闊かつがすぎるんじゃないかい？　笹ささ貫ぬき文ぶん士じ君」

　舌打ちする。やはり、いろはが窓を開けたタイミングで見つかっていたのか。

「〈登山家〉か？」

「ふぅん、そこもお見通しか。やっぱり君は興味深いね。一体なぜそこまで私達の手の内がバレているのかな」

「分からないから探りに来たんだろう。だったら、ただで答えをくれてやる義理はない。せいぜい僕が話したくなるような交換条件を出してみたらどうだ」

　うふ、と〈北極星ポラリス〉の口角が上がった。

「君は多分、私の〈秘蹟サクラメント〉も知っているんだろうねぇ。なのにその強気な態度、素晴らしいよ。果たして威勢のよさに見合う裏付けはあるのか、試してみたくなるねぇ」

　一瞬、背筋に冷たいものが走る。だが、すぐに〈北極星ポラリス〉は話題を切り替えた。

「まぁでも確かに、迂う遠えんな探り合いをしていても時間の無駄だ。本題に入ろう。君、文ぶん士じ君、我々と不戦協定を結ばないか」

「はぁ？」

　思わず見返してしまった。

「何言ってるんだ。さっきまで戦争上等って、うそぶいてたじゃないか」

「個人としてはね。ただ、指導者としてはまた別の意見が出てくる。はっきり言って、君と私達が争うことになんの意味もない。なぜなら苦労して君ら人類を打倒し、覇権をつかんだところで、ここは私達の世界ではないからだ」

「！」

「ここ二日かけて色々調べてみたよ。地名・人名・国名・歴史、全て似ているようで微妙に異なっている。何より決定的なのは人々の遺伝情報だ。そこには我らアークの民のＤＮＡがまったく入っていない。そう、〈トランペッツ〉を発動させたところで全然、まったく、何も起きないんだ」

「……」

「原因は不明だし、ご存じなら是非教えてほしいんだけどね。我々はどうやら別の世界に来てしまったらしい。だから、こんなところで戦力をすり減らすのは愚の骨頂ってわけだ。戦う暇があったら、とっとと元の世界に戻る方法を探った方がいい」

「だから不戦協定？」

「うん」

〈北極星ポラリス〉は嬉うれしそうにうなずいた。

「もちろん、協定の範囲には君達全人類が含まれる。昨日のような騒ぎを起こすことは、金輪際ない。私達のことは忘れて、今まで通りの日常を送ってもらえればいい」

「寛大な条件痛み入る──と言いたいところだけどね」

　周囲に視線を送る。物の位置関係をさりげなく把握する。慎重に、相手を刺激しないように座席に近づいた。

　着席。

「喧けん嘩かを売ってきたのは君らだろう。僕らは降りかかる火の粉を払って、身を潜めているだけだ。戦いたくないなら、君らが黙って手を引けばいい。なのにトップ自ら出張ってきて、交渉を持ちかけているのはなぜだ？　何か、僕に吞のませたい条件があるんじゃないか」

「一つだけ。大した話じゃない」

「なんだ」

「君の警護対象、いろはという少女を引き渡してもらいたい」

「断る」

　言下に撥はねのけた。鼻を鳴らして睨にらみつける。

「何を言うかと思えば、『暴れるのをやめてほしければ、いろはを引き渡せ』か。そういうのは交渉じゃない、脅迫っていうんだよ。そして僕、笹ささ貫ぬき文ぶん士じは誰かに脅されて動くのが死ぬほど嫌いなんだ。見損なうな」

「ふん、ふふん？　さて、よく分からない反応だな」

　珍獣でも見るような眼まな差ざしで〈北極星ポラリス〉は首をひねった。

「いろはという娘は、君らの世界の人間じゃない。少し前まで影も形もなかった存在だ。なのに、そんな蜃しん気き楼ろうじみた相手を救うために、自らの世界を危険にさらすのかい？　本気で言っているのか」

「本気だよ。だいたい、ここで彼女を引き渡したところで、君らが約束を守る保証がどこにある。悪役と交わした取引は必ず破られる、というのが僕の信条だ」

　それ以上話すことはない、と言わんばかりに口をつぐむ。

〈北極星ポラリス〉の目がすぼまった。細い指を膝上で編み、親指の腹を合わせる。

「こちらは手段を選ぶ必要はないんだよ」

　室内の気温が一気に下がって感じられる。左右の巨漢が一歩、前に踏み出した。

　文ぶん士じは「ふん」と鼻を鳴らした。冷や汗が流れるのを繕いながら、ソファーの上を探る。……指先が硬い物に当たった。

「まぁ待てよ。安易に僕を攻撃していいのか？　僕は君らの手の内を知ってるんだぞ」

「だったら防いでみたまえよ。純粋な暴力を知恵と勇気でどう凌しのぐのか、是非見せてほしい」

「いいのかな、仰天するぞ」

「早くしたまえ」

「では、ご期待に応えて」

　リモコンの──ボタンを押す。

　瞬間、最大音量のカラオケが鳴り響いた。

　ドン！

　部屋が震える。内臓が揺さぶられる。暴力的な衝撃に、さすがの巨漢達も動きが止まった。〈北極星ポラリス〉も凍りついている。

　文ぶん士じは──止まらない。とっさにポケットから耳栓を取り出して装着している。ゼロではないが相対的にダメージは少ない。懐ふところから取り出したのは一振りのナイフ。〈奇術師〉戦で拾っておいた物だ。抜き身の刃をつかんで、手首のスナップを利きかせて、まっすぐ〈北極星ポラリス〉に投とう擲てきする。

　！

〈北極星ポラリス〉は──避けなかった。

　切っ先が眉間にめりこむ。ボブカットの髪が衝撃に揺れる。

　彼女は朱を引いたように赤い唇をにぃと歪ゆがめた。

「なるほど、これが君の宣戦布告というわけだ。了解した。では思う存分、相争うとしよう」

　手を上げるなり彼女の半身が崩れ始めた。さらさらと白い粒子に分解されて散っていく。左右の巨漢達も同様だった。粒子の大部分は宙に舞い、窓や扉の境目に吸いこまれていく。だがわずかな残ざん滓しが卓上に積もった。かたりと、音を立てて調味料の容器が倒れる。文ぶん士じはテーブルに歩み寄ると、粒子を指先ですくい舐なめ取とった。

「塩……か」

　予想はしていたが、やはり〈秘蹟サクラメント〉による分身だった。

〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉、〈北極星ポラリス〉の能力の一つだ。塩を操り、己が目・手足・兵隊と化す。多分本人は遥か遠くにいるのだろう。〈登山家〉の報告を受けて座標特定、卓上の瓶の塩を触媒に顕現したというところか。

（また設定通りだな）

　冷や汗をぬぐい、ソファーに腰かける。

〈北極星ポラリス〉の能力は旧約聖書『ソドムとゴモラ』の逸話に因よっている。神の忠告を無視して塩に変えられたロトの妻の顚てん末まつが、〈秘蹟サクラメント〉名の由来だ。両脇に立っていた巨漢も、素直にソドム（[image: ソドム]）・ゴモラ（[image: ゴモラ]）と名づけている。神の怒りで焼き尽くされた二つの町の名前──

「やれやれ」

　いろはがどれだけ疑おうと、作中のキャラはお構いなしに現れてくる。そして厄介にも、彼らは設定通りに聡そう明めいで行動的、且かつ臨機応変だった。プロットなどにとらわれず、着実に、冷静に目的を果たそうとしている。いろはを手に入れて同胞を蘇よみがえらせるという目的を。

　だとすれば次に打ってくる手はなんだ？　どんなカードを切ってくる。自分が敵ならどうだろう、邪魔者の護衛役などに構わず、いろはを確保しようとするんじゃないか。それこそ自分と彼女が離れている隙に。

（……あ）

　愕がく然ぜんとなる。席から飛び上がり扉へと向かった。

（馬鹿か、僕は）

　自分で自分をぶん殴りたくなる。

〈北極星ポラリス〉のコンタクトに、交渉以外の意味があるとなぜ考えなかった。護衛役をここに拘束する理由。意識を逸そらす目的。すなわち時間稼ぎ。

　扉を開ける。廊下はしんと静まり返っていた。人の姿はない。争ったような形跡もないが……待て。

（しんと静まり返っている？）

　おかしいだろう。ここはカラオケボックスだ。自分達の騒ぎがなくても、他の部屋から歌声くらい漏れてくるはずだ。なのに何も聞こえない？　話し声一つ届いてこない？

「っ！」

　隣室をのぞきこむ。続いて階段室、階下の部屋、そのまた隣の部屋。だがどこにも人の姿はない。手近な内線電話をコールするも反応はなかった。いや正確に言うと回線は繫つながるが、なんの声もしない。沈黙が続いたあとに通話中になってしまう。

「……やってくれるな、〈北極星ポラリス〉」

　何が宣戦布告了解だ。とっくに攻撃を始めているじゃないか。

　唐突な人の気配の消失、コミュニケーションの途絶。

　間違いない、八つ星が一人、第七星〈剪せん定てい人にん〉の〈秘蹟サクラメント〉だ。

〈剪せん定てい人にん〉は、人が人を認識することを阻害する。目の前の相手を人間だと知覚できなくする。あたかも庭師が木々を剪せん定ていするように、五感と脳の回路を切断してしまうのだ。今頃、他のカラオケ客も大混乱に陥っているだろう。同室の友人を見失い、店員への連絡もつかなくなって。

　厄介なのはこの能力、〈剪せん定てい人にん〉本人には作用しないということだ。つまり、文ぶん士じはいろはを認識できないが〈剪せん定てい人にん〉はいろはを見つけられる。右往左往する被害者達を、さしたる抵抗もなく検分できるわけだ。この不公平極まりない条件下で、文ぶん士じはいろはを確保しなければならない。いや、ひょっとしたら、もう連れ去られてしまっているかも──

（落ち着け）

　立ち止まって深呼吸、脳に酸素を送りこむ。落ち着け、落ち着け、冷静になれ。もし敵が目的を果たしていたら能力を発動させ続ける理由がない。異常が継続していること、イコール、いろは健在の証あかしだ。絶望するな。

　とりあえず、店内をもう一度確認してみることにする。階段を利用して四階、三階、二階。ざっと各フロアを見回ってから、もう一度五階に赴く。人の姿はない。意を決して女子トイレものぞいてみたが、いろはは見つからなかった。

　続けて手近な部屋の内線をもう一度取り上げる。コール音が数回、ガチャリと音を立てて繫つながるが、やはりほどなくして切れてしまう。相手の声は聞こえない。

　多分、呼び出し音自体は受付の店長に届いているのだろう。だが、続くこちらの声は〈剪せん定てい人にん〉の能力で聞こえなくなっている。だから無言電話と思われて切られているということか。

「なら」

　スマホを取り出す。チャットのテキストなら、呼び出し音と同様に、認識阻害の影響を受けないのでは、そう思ってアプリを立ち上げたが、

（ああ）

　アンテナ表示が「圏外」になっている。無線ＬＡＮの表示も見当たらない。機内モードのオフオンを試してみたが、状況は変わらなかった。どうやら携帯ジャマーでも持ちこまれたらしい。異能力に加えて科学技術も使いこなすとは、こしゃくな。

「……さて」

　どうするか。

　相手の能力は分かっている。本編でも撃破済みの相手だ。ただ、作中とはあまりにも舞台立てが異なっていた。

　第七話『不可視の刺客』で、主人公は〈剪せん定てい人にん〉をスーパーマーケットにおびきよせることに成功する。出口を閉め切り、食材保存用のドライアイスを大量に昇華させて、相手を酸欠においやったのだ。これなら相手を知覚できようができまいが関係ない。

　では今回も同じ手段が使えるか？　というと答えはＮＯだ。

　まずもってドライアイスがないし、仮に準備できても他の客やいろはまで巻きこんでしまう。相手の能力が解けた瞬間、瀕ひん死しの彼女達がごろごろと出てくるのはごめんだった。かといって事前に避難させようにも、警告手段がない。

（ふん、作者だからって、楽には勝たせてもらえないということか）

　敵の手の内を知っていることと、それを利用できるかは別問題だ。作戦には綿密な準備と舞台設定が必要になる。残念ながら今回はそのどちらも不足していた。

　であれば、手持ちの材料で打開策を練るしかないが。

　……。

　持ち物を探る。

（財布、学生証、ハンカチ、どこにも繫つながらないスマホ、筆記用具、教科書、家の鍵）

　見事になんの役にも立たない。硬貨をばらまいて、〈剪せん定てい人にん〉が足を滑らせるのを待つ？　あるいは鍵を振り回してラッキーヒットを狙うとか？

　馬鹿な。

　おそらく一番ポテンシャルのある持ち物はスマホだ。ただ、ネットワークに繫つながらないだけでほとんどの機能は封殺される。オフラインでできることといえば、メモ・タイマー・照明、あとはカメラくらいで。

　──カメラ？

　はっとなってスマホをかざす。カメラアプリを起動すると廊下の風景が映し出された。もちろんそこには誰もいない。いるかもしれないが〈剪せん定てい人にん〉の能力で認識できなくなっている。自撮りモードにしたところで状況は同じだ。手を振ろうと、カメラ穴をふさごうと、文ぶん士じの姿は一向に現れない。

　が──

（なるほどな）

　大きく息を吸いこむ。まっすぐに廊下の奥を見つめて、

「そこか！　いろは！」

　床を蹴って走り出す。スマホをかざしたまま、全速力で階段室を目指した。『関係者以外立ち入り禁止』の立て札を避けて六階へ。壁かべ際ぎわの古びた用具入れを開ける。

「いろは！」

　息せき切って呼びかける。湿し気けった暗がりの中に少女の姿は──ない。

　だが文ぶん士じはためらうことなくバケツを取り出すと、振り向きざまに背後へと投げつけた。

「ぐぅえぁあ!?」

　奇声とともに転倒の音が響く。人影が悶もだえる。何もなかったはずの空間に小男が現れていた。ストローハットにオーバーオール、腰に大振りの鋏はさみを下げている。

〈剪せん定てい人にん〉だ。

　男は驚きよう愕がくも露あらわに鼻を押えていた。ぎょろついた目が見開かれている。

「な、なんで俺の場所が分かった!?　カ、カメラにも映らないはずなのに！」

「おまえ、それ、自分の目で確かめてみたか？」

　文ぶん士じはスマホの自撮り画面をさらした。黄色の枠が男の顔をマークする。

「確かに、人の姿は映ってなかったよ。だけどね、顔認識のフォーカスエリアはしっかりと動いていたんだ。カメラに映る被写体をとらえて、焦点を合わせ続けていた」

「!?」

「内線電話と一緒だよ。話し声は聞こえなくても、呼び出し音や終話音は伝わってくる。機械の挙動を観察することで、間接的に人の存在を感じ取れるんだ。まったく、このくらい事前に確かめておけよ。詰めが甘い！」

「っ！　だ、だがオートフォーカスの相手が俺だとなんで分かる。他の客かもしれないだろう！」

「だからいろはの名を叫んで走り出したんだよ。他の客ならそんなことをやったところで気づきもしない。だが、認識阻害の影響を受けないおまえは、興味を引かれてついてくる。つまり僕と同じ方向に向かうフォーカスエリアがあれば、それが当たりだ。走りながら自撮りカメラで後ろを確認、距離の詰まったところを攻撃する。以上終了だ」

　傲然と胸を反らす。無人の用具入れに顎をしゃくって、

「そして当然、こんなところにいろははいない。どこにいるか僕も知らない！」

「だ、だましたな！　ず、ずるいぞ！」

「ずるくて結構。だまされる方が悪い」

　足音高く歩み寄る。

　逃げようとする〈剪せん定てい人にん〉の襟首をつかむと、用具入れから取り出したガムテープで両手足首を拘束した。仕上げに口をふさいで床に転がす。もちろん〈秘蹟サクラメント〉のキーアイテムである剪せん定ていばさみは取り上げておいた。

「……！　……！」

「そう叫ぶなよ。あとで解放しに来てやるから」

　訊ききたいことは山ほどあったが、今はいろはの捜索が先だ。〈北極星ポラリス〉の手勢は彼一人とは限らない。一息ついている間に、彼女を確保されたら目も当てられなかった。早く捜して合流しなければ。

　とはいえ、

（どこに隠れているんだ？）

　六階から五階、四階へと下りていく。

　このカラオケボックスは狭い。死角になるところなどたかが知れている。正直〈剪せん定てい人にん〉の追跡から、いろはが逃げられている理由が分からなかった。六階のスタッフエリアにもいないとなると、さて。

　悲鳴が響いたのはその時だった。

　前方で客室の扉が開く。慌ただしい足音とともに、女性客が複数飛び出してきた。

「もう嫌だ！　なんなのよこのカラオケ！」

　先頭の女性が振り返りながら叫ぶ。

「人が消えたり、椅子が動いたり、わけ分かんない！」

　きゃぁきゃあと黄色い声を交わしながら去って行ってしまう。

（椅子が……動く？）

　テレキネシスの異能力か？　いや。

　胸騒ぎがして客室に飛びこむ。

　室内はひどい有あり様さまだった。陽気なラブソングが響く中、マイクやリモコン、軽食が散乱している。突き飛ばされたテーブルがソファーにもたれかかっていた。こぼれたアルコールの匂いがそこかしこから漂ってくる。

　椅子の類いは……ソファーしかない。壁にピッタリと押しつけられたベンチシート。あんな巨大な代物が動き回るとは考えづらい、が。

「……」

　足早に歩み寄りテーブルをどける。ソファーの座面をつかむと力任せに引き上げた。

　──開く。

　予想通りだった。業務用のソファーには、座面の下が収納スペースになっているものがある。本来ならクッションやパーティーグッズが入っているはずの空間に、今見えるのはパステルブルーのセーラー服だった。細い手足は折りたたまれて、華きや奢しやな肩がすぼめられている。筺はこの中の少女は怯おびえたように「ひっ！」と身体からだを引きつらせた。

「おい。おい、いろは。僕だ」

「あ、え、文ぶん士じ……？」

「なんてところに隠れてるんだ、君は。よく酸欠にならなかったな」

　手をつかんで引っ張り上げる。照明の下に出てきた彼女は、まぶしそうにまばたきした。目が慣れていないのだろう。不安そうに周囲を見渡す。

「えっと……」

「敵は倒した。この部屋の客は、君をポルターガイストだと思って出て行った。君、急に頭上で音がして、びっくりして動いたんだろう？　違うかい」

「う……うん」

　やはりか。異常を察した彼女は、手近な部屋のソファーに隠れた。だが〈剪せん定てい人にん〉の撃破で室内の客の気配が復活、驚きのあまり飛び上がってしまったのだろう。いきなり座面が持ち上がった女性客達の恐怖は察するに余りある。悲鳴を上げて逃げたくもなるはずだ。

　嘆息する文ぶん士じに、いろはは「あ、あの」と呼びかけてきた。

「文ぶん士じ。その、敵って」

「八つ星が一人、第七星〈剪せん定てい人にん〉だよ。まぁ、君は信じられないかもしれないけど。ふん縛じばって転がしてあるから、あとで実物を見るといいよ。それより君、怪け我がはないかい？　どこか痛いところは？」

「……大丈夫」

「そうか、よかった。じゃあ移動しよう。部屋の主が戻ってきたら厄介だ」

　店員でも連れてこられると説明が面倒くさい。踵きびすを返かえして、扉に向かいかけるなり「あ」と声が上がった。いろはがバランスを崩している。

「どうした」

「あ、足が痺しびれてて」

「無理な姿勢で血の流れが滞ってるんだよ。やっぱり少し休んでいこうか？」

「平気、もう歩け……あぅっ」

　生まれたての子鹿みたいによろよろと近づいてくる。文ぶん士じはこめかみを押えた。ソファー下の収納は今見てもかなり狭い。とっさのこととはいえ、よく入ろうと思ったものだ。確かに、普通に捜してもまず見つからないという点で、〈剪せん定てい人にん〉相手には最高の隠れ場所だが。

　……。

（ん）

　なんだ、ちょっとおかしくないか。

〈剪せん定てい人にん〉相手には最高の隠れ場所？　なぜそんなところに赴く？　普通、周囲から人が消えたら、まずはどこに行ったか捜し回るだろう。原因が分からなければ、いっそ外に出てしまうかもしれない（多分〈北極星ポラリス〉は出口を見張っていただろうが）。どちらにせよ『人目のないところに隠れる』という発想には結びつかない。

　ひょっとして、〈剪せん定てい人にん〉の能力だと分かっていたのか？　該当する異常が認識阻害の影響だと見極めていた。いや、さっき『アポカリプス・メイデン』を説明した時に、そこまで突っこんだ話はしなかった。なら、昨晩から今日にかけて、自発的にネットの過去話を読み進めていたとか──

「文ぶん士じ？」

　いつの間にか、いろはが近づいてきていた。痺しびれが収まったのか、やや足取りがしっかりしている。疑問を口にしかけて、文ぶん士じはやめた。別に喫緊の課題ではない。あとでことの時系列を整理すればすむ話だ。今は他にやるべきことがある。

「ああ悪い、行こう」

　部屋を出かけた瞬間だった。

「あ、あの！」

　まだ何かあるのか。渋面で振り向くと、いろははなぜかスカートをつかんでいた。やや上目遣いになり、肩をすぼめている。

「ん？」

「ありがとう……その、捜しにきてくれて」

　……。

「え？」

「来てくれたらいいなって思ってた」

　きょとんとしている間に脇を通り過ぎていく。伏せた顔は心なし紅潮して見えた。

（何？）

　文ぶん士じは目をまたたいた。

　よく分からない。このタイミングで素直になるようなことが、何かあっただろうか。

　首を傾かしげながら、文ぶん士じはいろはの背中を追った。




　ビリリッ。

　猿ぐつわ代わりのガムテープを剝ぎ取る。

〈剪せん定てい人にん〉は真っ赤な顔で深呼吸した。ぎょろついた目が血走っている。前歯を剝むき出だしにすると、軋きしるような唸うなりとともに睨にらみつけてきた。

「に、人間風ふ情ぜいが！　こんなことをしてただですむと思うなよ。俺を誰だと思っていやがる」

「八つ星が一人、第七星〈剪せん定てい人にん〉だろう。下から二番目の雑ざ魚こだ」

　そもそも、ふん縛じばられた状態で凄すごまれても迫力が足りない。剪せん定ていばさみの切っ先を突きつけると、男は呆あつ気けなく虚勢を崩した。

　五階のセーフハウス代わりの客室だ。念のため窓をしっかり閉め切り、〈剪せん定てい人にん〉を床に転がしている。入り口からも死角になっているから、店員に見とがめられる心配もない。

　文ぶん士じは彼の頭の脇にしゃがみこんだ。鋏はさみの刃に相手の顔を映して、

「単刀直入に用件を言うよ。君ら、アークの民の戦力を教えてくれ。陣容、居場所、装備、個々人のミッション。必要な情報をもらえれば、すぐにでも解放するよ。約束する」

「はぁ？」

　頰を歪ゆがめてせせら笑われた。

「馬鹿か貴様は、そんなことを大人しく──」

「おっと、手が滑った」

　刃が床に突き刺さる。〈剪せん定てい人にん〉は悲鳴を上げた。

「二度は言わないぞ。情報が取れないならおまえを始末して、後顧の憂いを断つだけだ。おまえを助ける義理も必然性も僕らにはない。そこを曲げさせたいなら、相応の対価ってものがあるだろう」

「……」

「よし、殺そう」

「ま、待て！　待ってくれ！」

　必死に身もだえして制止してくる。だらだらと玉のような汗が額に流れていた。ただ震える唇は、それ以上動いてくれない。恐怖と忠誠心が、小柄な身体からだの中でせめぎ合っているようだった。

（ふむ）

　力押し一辺倒では厳しいか。なら、

「忠義に厚いのは結構だけどね。おまえ、自分が嵌はめられたとは思わないのか」

「何？」

「僕がなんでおまえの能力を知っていたと思う。アークの民の防ぼう諜ちよう体たい制せいがガバガバだっていうなら話は別だけどね。普通に考えれば、一学生が秘密結社の機密にアクセスできるはずもない。だとすれば内側からのリークを疑うのが自然じゃないか」

「ば、馬鹿な。裏切り者がいるというのか！　俺達の中に！」

「裏切りなんて大層な話じゃない。要は、おまえを疎うとんでる奴やつがいるってことだ。そいつはおまえを退場させて、自分の身内を八つ星に入れようとしている。だからこうして僕に始末させると都合がいいってわけだ」

「……」

「第二星〈詩人〉」

　そう言った時の〈剪せん定てい人にん〉の顔は見物だった。驚きよう愕がくに目を剝むき、頰肉を引きつらせる。

「そう、おまえと同時期に幹部入りした割には、やたらと出世の早いあいつだ。というより、なぜおまえが第七星のままだと思う？　奴やつが〈北極星ポラリス〉にあることないこと吹きこんでいるからだよ。ナンバー１が休眠中なのをいいことに、八つ星の人事を壟ろう断だんしているんだ」

（という設定だったよな）

　正確には〈剪せん定てい人にん〉が同期の〈詩人〉をうらやみ、被害妄想を募らせているという話だ。実態は、〈北極星ポラリス〉も実力相応の人員配置をしているだけ、〈詩人〉に至ってはかつての同期など気にも留めていないのだが。

「そう……だったのか」

〈剪せん定てい人にん〉の顔が怒気に歪ゆがむ。口元が痙けい攣れん気味に震えだした。

「やっぱり、あいつら繫つながってやがったんだな。二人で俺のことを、チビだのとっつぁんぼうやだの、能力使わなくても十分存在感薄いだの、好き勝手に言い合っていたのか！」

　そこまで言っていないが。

　まぁキャラ設定の根幹であるコンプレックスを、ダイレクトに刺激されたのだ。頭に血も上るだろう。

〈剪せん定てい人にん〉は天を仰ぎ、軋きしるように唸うなった。

「くそっ、小娘どもめ！　誇りある八つ星をなんだと思ってる！」

「まったくだよ。で、いいのかな、おまえは。そんな奸かん物ぶつを残したまま、一足先に退場して」

〈剪せん定てい人にん〉の目に警戒の色が戻る。うかがうようにこちらを見て、

「どうしろと？」

「〈詩人〉の情じよう報ほう漏ろう洩えいの証拠を渡す。それを残りの幹部にぶちまけて〈北極星ポラリス〉の体制を終わらせるんだ。あとは心ある者達で真の八つ星を作ればいい。もちろん、おまえは第二星のポジションくらいは得られるだろう」

「だ、第二星！」

　目の色が変わる。単純だ。

〈剪せん定てい人にん〉は先ほどまでとは打って変わって不敵な表情になった。

「ふむ……ふん、いいだろう、貴様の話に乗ろうじゃないか。で？　見返りに今の組織の戦力を教えればいいのか」

「ああ」

「さすがに、他の連中の〈秘蹟サクラメント〉は教えられないぞ」

「構わないよ」

　どうせ知っているし、という言葉は飲みこむ。足首のガムテープをほどいてやると、〈剪せん定てい人にん〉は大儀そうに座り直した。

「ふぅ、ま、どのみち俺が作り直す組織だからな。話したところで大した問題はないだろう。まず戦闘要員だが全世界で一万人ほどだ。で、何かしらの〈秘蹟サクラメント〉を持っているのはそのうちの一割、更に上位八名が俺達、すなわち八つ星だ。第一星〈探偵〉、第二星〈詩人〉、第三星〈登山家〉、第四星〈映写技師〉、第五星〈墓掘人夫〉、第六星〈奇術師〉、第七星〈剪せん定てい人にん〉、第八星〈仕立屋〉。そして全てのトップには奴やつ──〈北極星ポラリス〉がいる」

「それは皆、所在が分かっているのかい。ああ、つまりおまえがコンタクトを取れるのかって意味だけど」

「〈登山家〉は直接会ったことがないな。あいつはいつも〈北極星ポラリス〉の指示を受けて、動いているから。あと〈探偵〉も素顔は知らない、他の誰も知らされていないんじゃないか」

（ふむ）

　いずれも本編未登場のキャラだ。名前だけ決めて外見を詰めきれていない敵。だとすればやはり現実化したのは、作成済みの原稿のみということか。

「同胞の居場所はまちまちだ。ただ、八つ星は市内に集まっている。その娘を確保するために〈北極星ポラリス〉が呼び集めたんだ。俺も本当なら公園整備のバイトが入ってたんだが」

「バイト？」

「正社員になかなか登用してもらえなくてな」

　生活感あふれる告白を無視して質問を重ねる。

「〈北極星ポラリス〉は？　どこから指示を出してるんだ」

「分からん。ただ市内なのは間違いない。〈詩人〉が帰り道、送っていくとか言っていたからな。あいつの家はこの近くだ」

「そんな設定にしたかな……」

「あ？」

「いやなんでもない。続けてくれ」

　細かな確認点はあったが、〈剪せん定てい人にん〉の情報は概おおむね文ぶん士じの知識を裏づけるものだった。装備や指揮命令系統についても認識の齟そ齬ごはない。未設定の内容を訊たずねると『分からない』と返ってくるのも予想通りだった。

「なぁ、なぁ、おまえ」

　一通り質疑を終えると〈剪せん定てい人にん〉は急に声を和らげた。卑屈さと狡こう猾かつさの入り交じった顔を向けてくる。

「〈詩人〉の〈秘蹟サクラメント〉も教えてやろうか」

「ああ？」

「どうせ、その娘を守って俺達と戦うつもりなんだろう。だったら情報は多い方がいい、違うか」

「誤解だよ」

　肩をすくめる。

「僕はおまえ達の手からこの子を逃がしたいだけだ。戦闘がないなら、それにこしたことはない」

「だが、〈北極星ポラリス〉は使える手駒は全部使うぞ。次の追っ手が第一星、第二星でない保証がどこにある」

「……ふん」

　要は、自分の代わりにライバルを葬ほうむれと持ちかけているのだろう。どうしようもない変節漢だ。ただでさえこっちは〈詩人〉の能力を熟知している。あえてダーティーな取引を受ける必要もないが。

（共犯と思わせておいた方がよいか）

　条件次第で以降も便利に働いてくれそうだ。だったら今、無下にするのは下策だ。こくりとうなずいてみせる。

「いいだろう、教えてくれ」

「よし」

　得意気に胸を張った瞬間だった。

〈剪せん定てい人にん〉の頭が──消えた。

　消えた、としか表現のしようがなかった。切られたのでも潰されたのでも折られたのでもない。首から上が手品のように消滅した。流血の一滴もない。断面が黒く塗り潰されている。

　司令塔を失った身体からだがぺたりと倒れた。折り曲げた膝がだらしなく伸びていく。

　……。

　は？

「きゃぁあああ！」

　いろはの悲鳴が響き渡る。文ぶん士じははっとなって周囲を見渡した。八つ星の誰かが、口封じに現れたのかと思ったが、

（な）

　奇怪な物体が浮いていた。半透明の笠──釣鐘、その下に短たん冊ざく状じようの構造物がぶらさがっている。水晶でできた海月くらげ、いや風鈴といった風ふ情ぜいだ。大きさは人一人分くらいあるだろうか。照明の光を照り返しながら、静かに窓まど際ぎわにたたずんでいる。表面には複雑な文字とも紋様とも取れるものが浮かび上がっては消えていた。

　文ぶん士じは息を吞のむ。

　まじまじとそれを見つめて、喘あえぐような吐息を漏らして、

「なんだこいつは？」

　リィンと音が響く。〈風鈴〉が浮遊しながら向きを変えた。水晶の表面がいろはを映す。凍りつく彼女の鏡像に光が浮かび上がった。

「危ない！」

　本能的な恐怖に突き動かされて、彼女を突き飛ばしていた。まばゆい煌きらめきが宙を裂く。〈風鈴〉より放たれた光こう芒ぼうは、いろはがいたはずの空間を貫き、その向こうの〈剪せん定てい人にん〉を吹き飛ばした。

　消えた。

　今度は完膚なきまでに消滅した。手も足も服も、もともと何もなかったかのように宙に溶ける。蒸発？　焼き尽くされたのか？　だが熱は感じない。部屋の内装にもダメージはなかった。

　無数の疑問符が脳裏に浮かぶ中、身体からだは既に動き出している。呆ぼう然ぜんとするいろはの手首をつかみ部屋から飛び出した。薄暗い廊下を駆け抜けて階段をジャンプ、店主の怪け訝げんそうな視線に構わず裏口から出た。

「な、なんなのあれ！　文ぶん士じ！」

　背後でいろはが叫ぶ。後ろを振り返りながら、混乱に満ちた顔で、

「ねぇ、今度は一体何が起きてるの！」

「分からない」

「え？」

　ぎりっと歯を嚙かみしめる。

「あんな代物は知らない。僕の作品に出てくるキャラじゃない」

　裏路地を駆け抜けて三さん叉さ路ろを曲がる。街灯の光から逃れるように繁華街を離れると、左手前方に黒々とした森が現れた。市民公園だ。運動場併設の広大な空間が静寂をたたえている。人の姿はない。文ぶん士じは歩道を外れて、公園の並木に紛れこもうとした。瞬間、背後の街路樹が弾はじけ飛とぶ。いつの間に距離を詰められたのか、〈風鈴〉がのしかからんばかりに肉薄している。前傾気味に角度を調整、表面に光点が集束して、

「っ！」

　光こう芒ぼうが地面を焼く。転がるようにして回避したが、〈風鈴〉は再度狙いをつけてくる。必死で姿勢を立て直して公園に突入、そのすぐ脇をビームがかすめていった。

「追いつかれる！」

　悲鳴を上げるいろはに叫び返す。

「走るのに集中しろ！　あとしっかり口を閉じて！」

「え？　きゃっ！」

　ぐいっと彼女の腰をつかみ引き寄せる。そのまま茂みの先に突っこんだ。足場がなくなる。むずがゆい浮遊感が下肢を震わせる。崖だ。台地の際に作られたため、この公園には尋常ではない高低差が存在する。知らなければ危険極まりないが、文ぶん士じはうまく芝生の斜面に着地、ウォータースライダーの要領で滑り下りた。

　麓に到着、茂みの奥に隠れる。〈風鈴〉は──ついてきていない。崖の上で戸惑い気味に停止している。さすがにこのアクションには追随できなかったのか、ほっと息をつく。

「ぶ、文ぶん士じ」

「なんだよ、まだ動いちゃだめだ。少なくともあいつがいなくなるまでは」

「あの、ちょっと、お願いだから」

「だから動くなって言っているだろう。くそっ、あいつ、しつこいな」

「ねぇ、下ろしてってば！」

　ん？

　よく見ると、いろはを小脇に抱えていた。細い手が、めくれそうなスカートを必死に押えている。が、前傾姿勢のためかうまくいっていない。身じろぎする度に布地がまくれ上がっていく。文ぶん士じは首を傾かしげた。

「ふむ」

「ふむじゃないわよ！　何見てるのよ！」

　振り回した肘が顔に当たる。

　轟ごう沈ちん。

　いろはは顔を真っ赤にして衣服の乱れを直した。

　文ぶん士じは首を振り、眼鏡を直してから立ち上がった。急いで崖の上を確認、水晶の煌きらめきは──ない。

「行ったか」

　視線を感じる。いろはがまだ睨にらみつけている。頰がぷくりと膨れていた。

「そんなに怒るなよ。緊急避難って奴やつだ。丁寧にエスコートして、逃げ切れなかったら元も子もないだろう」

「それは……そうだけど」

「だいいち、まだ僕らは逃げ切れたわけじゃない。安全なところまで退避しないと。小言はそれからゆっくり聞くよ」

　他のセーフハウスを見繕おうとスマホを取り出す。地図アプリを立ち上げて、登録済みスポットを表示しかけた時だった。

　画面に白点が映る。現在位置に重なる砂粒ほどの煌きらめき。ドット欠けか？　だが点はどんどん大きさを増し、ついには液晶全体にハレーションを起こすまでとなる。はっとなって天を仰ぐ。直上、闇夜を背に光こう芒ぼうを蓄える〈風鈴〉がいた。

「な、にぃいいい！」

　高度二十メートルほど、逆さまになって公園全体を俯ふ瞰かんしている。中天に静止する様はあたかも監視衛星のようだ。だが本物のそれと異なるのは、見つけた獲物に襲いかかる術すべを持っていることだった。

　引き絞られた光の弓が放たれる。視界が真っ白に変わる。一瞬、太陽が落ちてきたのかと思った。そのくらいまばゆい輝きが周囲を満たす。事物の影がことごとく飛び、モノクロームになる。右も左も分からない。どちらに行くか判断できない。だが、文ぶん士じはいろはの手をつかみ大地を蹴った。痛みはない。攻撃は命中していない。ならば今は逃げるだけだ。

「きゃっ！」

　何かが顔に当たる。茂みの枝か、ネットフェンスの類いか、頰や額に痛みが走る。多分いろはにも命中しているのだろうが、気にしていられない。闇雲に手を振り回して進路を確保、道と思われる方向に突進する。

　幸い山勘は当たり、靴底が石畳をとらえた。公園の外周路だ。視力も徐々に回復してきている。遮蔽物の陰を伝い、外に出た。一瞬遅れて〈風鈴〉も移動を開始する。

　どこに行く。どこに逃げればいい。

　考えがまとまらない。空飛ぶ納涼グッズとの戦闘など想定外だ。適切な対処法の心当たりがない。かといって、このまま走り続けてもいつかは力尽きるだけで。

　ＢＥＥＥＰ。

　スマホが震えた。メッセージの着信だ。思わず目を落としてしまい、眉を上げる。

『追加のラフ送ったんですけど、ちょっと見てもらえますかー？　ｆｒｏｍ〈えいち・ゔい〉』

　速攻で画面をオフにして裏返す。

　が、

　ＢＥＥＥＰ。

『あれ、だめですか。自信があったんですけど』

『描き直しますので、感想いただけますか？』

『ＢＵＮＪＩさん？』

『ＢＵＮＪＩさーん（泣）』

　ああああもう！

『取りこみ中でｓ』

　変換ミスも気にせずに返信。だが即座に『なるほど』、『いつ頃ならご返信いただけますか』と返ってきて頭を搔かきむしる。

『空を飛んでレーザーを撃つ〈風鈴〉に襲われてるんだ！　しばらく手が離せない。以上！』

　変人と思わば思え。やけっぱち気味に告げてスマホをしまいかけた時だった。

『それは大変ですね。よかったら避難場所を用意しましょうか？』

　……へ？

　呆あつ気けに取とられている隙に、地図のリンクとＱＲコードが送られてくる。サムズアップのスタンプに説明が続いた。

『入り口のリーダーにコードを読みこませれば鍵が開きますー』

　文ぶん士じはまじまじと画面を見つめた。

　なんだこれは。罠わなか？　だが、どうして〈えいち・ゔい〉さんが？　空飛ぶ〈風鈴〉相手の避難所とは一体。

「文ぶん士じ！」

　考えている余裕はなさそうだった。光が背後の地面を焼く。そのまま蛇行しながら追いかけてくる。文ぶん士じはペース配分を一旦無視、全速力で脇道に入った。

　稼いだ時間を使って地図のリンクにアクセスする。せめて市内であってくれと願ったが、意外にも目的地はすぐ近くだった。歩いて五分程度だろう。走れば二、三分でつけるはずだ。

（怪しいにもほどがあるな）

　なぜこんなおあつらえ向きの避難先を準備できる。自分達の居場所が分かっているとでもいうのか？

　だが、疑っていても仕方ない。つかめる蜘く蛛もの糸はこれ一本だけ、ならば覚悟を決めて飛びつくだけだ。

「いろは、ラストスパート、行けるか？」

「え……無理、もう本当に限界」

「分かった。あと三百メートルな」

　抗議の悲鳴を黙殺、気力と体力の全てを走りに注ぎこむ。

　周囲の景色が風のように流れていく。街灯の光が次々に通り過ぎていく。車道を渡り、路地を駆け抜け、また車道を横断して──

　動どう悸きと息切れが耐えがたくなった頃、ようやく目当ての建物が見えてきた。

　倉庫だろうか。住宅地の中に無骨な姿をさらしている。背の高い割に窓は少ない。トタンの外壁に、エアコンの室外機が設しつらえられていた。

　入り口のシャッターは閉まっている。リーダーを探すが、それらしき物は見つからない。まさかと再確認するも、呼び鈴やインターホンの類いさえ見当たらなかった。

（おいおい）

　頭が真っ白になりかけたが、スマホの案内ルートを見てはっとなる。倉庫を回りこむように矢印が伸びていた。ひょっとして、裏口か。

　そう思って見渡すと、手前のマンションと倉庫との間にわずかなスペースが見える。急ブレーキからの方向転換、つんのめりそうないろはを支えて通路に飛びこむ。反響する靴音に包まれて走り続けると、左手前方に通用口が見えてきた。横に黒いリーダーがある。

　ごうっ。

　風の唸うなりとともに背後に〈風鈴〉が現れる。逃げ場のないこちらに向き直り、光点を浮かび上がらせた。

「ひっ！」

「中に逃げこむ！　立ち止まるな！」

　リーダーのカバーを跳ね上げて開錠ボタンを押す。祈るような思いで、スマホのＱＲコードを窓に押しつけた。

　ＰＥＥＰ。

　開いた！

　扉を全開にして、いろはを押しこむ。続けて自分が入ろうとした時だった。

「文ぶん士じ！」

　背後の輝きが強くなる。振り向く文ぶん士じの目に、通路を埋め尽くす光の奔流が見えた。壁を、地面を、空を舐なめるようにして迫ってくる。

（あ）

　喘あえぎ声ごえが漏れた。だめだ、もう間に合わない。

　衝撃波が身体からだを包み、五感をすり潰し、そして──




　　＊




　──。

　──じ。

　──んじ！

「文ぶん士じ！　お願い、起きて！　目を覚まして！」

　頰に冷たいものを感じる。雨だろうかと思ったが、ぼやけた視界に浮かび上がったのはいろはの泣き顔だった。頰と口元をぐしゃぐしゃに歪ゆがめて、のぞきこんできている。見ている間にまた一滴、涙が落ちてきた。

「天使のお迎えにしては、えらく湿っぽいな」

　うわごとのようにつぶやくと、いろはは息を吞のんだ。大きく目を見開いて「文ぶん士じ！」と肩をつかんでくる。

「大丈夫!?　生きてる!?」

「僕が訊ききたいよ。ここは天国じゃないのかい」

　視線をもたげる。ほの暗い吹き抜けの空間だった。大きさは体育館ほどもあるだろうか。左手の、十メートルほど離れたところに小さな扉が見えた。多分あれが通用口か。ということはここは倉庫の中？

（天国ではないか）

「あいつは？」

「わ、分からない。扉を閉めたら、それ以上は追いかけてこなくて」

「外をうかがってみなかったのかい」

「見られるような窓とかなかったし、あなたが全然目覚めないから」

　ついていてくれた、ということか。スマホの時計を見るともう十時近くになっている。かれこれ二時間は昏こん倒とうしていた計算だ。

「ねぇ、いろは。僕はどうして助かったのかな」

「覚えてないの？」

「うん、奴やつのビームに焼き尽くされるところで記憶が途絶えている」

「腕をつかんで引っ張ったの」

　いろははためらいがちにうつむいた。

「でも重くて、中までちゃんと引きこめなくて、そうしている間にものすごい衝撃に吹き飛ばされて、床に何度も叩たたきつけられて。あ、あなたが全然動かなくなって」

　思い出したのかまた目に涙がにじむ。慌てて手を振ってみせた。

「大丈夫だよ。平気だ。そうか、君が助けてくれたんだな」

　姿勢を崩させて、直撃を回避させたのだろう。そのあとビームの衝撃波に吹き飛ばされて、はからずも倉庫に避難できたというわけか。

「ありがとう、感謝する」

　上体を起こす。腕を振り回して健在をアピールすると、引きつるような痛みに襲われた。いててっ。

「文ぶん士じ!?」

「だ、大丈夫。打ち身か何かかな。骨は折れてない」

　だがいろはの顔は晴れなかった。袖で目元をぬぐうも、涙は尽きることなく流れている。嗚お咽えつが肩を震わせていた。

「なんで泣くんだい。平気だと言ってるだろう」

「だって、だって」

「君は、もう少し強いキャラに設定したんだけどな」

　主人公とともに戦うヒロイン、苦難を分かち合うバディ。どんな時も凜りんとして諦めない、そんな描写を心がけていたはずだが。

「あたし、強くなんかない」

　唇を結び睫まつ毛げを伏せる。そのままこちらを見ようともしない。文ぶん士じは嘆息して身体からだを起こした。

　薄闇に目が慣れて、周囲が鮮明になっている。広い空間のそこかしこに壁がそそり立っていた。間ま仕じ切きりか？　と思ったがどうにも違和感がある。カラフルすぎるし、表面がごつごつとしていた。しかも前傾したり途中に凹凸があったりで、歪いびつ極まりない。よく見ると床にはグレーのクッションが敷かれていた。

「ひょっとして……ボルダリングのジムか？　ここ」

　岩肌に擬した壁を登るスポーツ。フリークライミングのロープなし版。最近、市内にいくつかできているとは聞いていたが、まさかこんな近くにあったとは。

　だが商業施設なら客やスタッフもいるはずだ。見つかれば不法侵入扱いされることは間違いない、が──

「いないな」

　無人だ。閉店済みなのだろうか。そもそもここは〈えいち・ゔい〉のなんなのか。彼／彼女はどこにいる？　建物内か、あるいは。

　ブゥウン。

　スマホが震えた。慌ててロックを解除する。案の定〈えいち・ゔい〉からのメッセージが届いていた。

『無事ですか？』

　無事だよ、と返す。続けて『君は今どこにいるんだ』と打ちこんだ。

『色々と訊ききたいことがあるんだが』

『ご不審は重々承知です。が、こちらも取りこみ中でして、そちらにうかがうのは難しそうです』

　……。

『またご連絡します。一旦そちらは安全です。しばらく外に出ずに身を潜めていてください。設備は好きに使っていただいて構いませんが、くれぐれも窓から手や顔を出したりしないように』

『しばらくって』

　いつまでだよ、と打つも返事はない。所用に戻ってしまったのか、諦めて画面を落としかけた時だった。

『あ、追伸』

　こちらの質問を無視してメッセージが到着する。

『勘違いされているとまずいので念押しですが、その〈風鈴〉だかなんだかに狙われているのはＢＵＮＪＩさんも同じですからね。どなたかの巻き添えになっているなどと、ゆめゆめ思わないように』

　……え？

　僕がターゲット？

　なんだそれは、どういうことだ。

　だがどれだけ呼びかけても返事はない。今度こそ〈えいち・ゔい〉は端末から離れてしまったようだった。

「文ぶん士じ？」

　不安そうないろはの声で我に返る。深呼吸を一回、文ぶん士じはつとめて陽気に振り向いてみせた。

「どうやら今日はここに泊まりになりそうだ。落ち着いたら、二人分の寝床を探しにいこう。最低限間ま仕じ切きりくらい見つけないと、不純異性交遊になっちまう」




　倉庫は四階建てだった。

　一階、二階がボルダリング・ジム、三階以上が物置と事務所スペース。フィットネス施設の常で、更衣室とシャワールームも完備している。受付脇にはグッズ売り場、奥のスタッフエリアにベッド付きの救護スペース、休憩所、給湯室。

　冷蔵庫を開ければ、あふれんばかりのレトルト食品、クローゼットを探ると清潔なレンタルウェアが出てくる。更には大型洗濯乾燥機完備のランドリールームまであった。なるほど、確かにこれなら『しばらく』籠ろう城じようできるだろう。下手なネットカフェより、よほど至れり尽くせりだ。

　構内を二周、三周。逗とう留りゆうの目め処どがついてくると、途端に生理的欲求が頭をもたげてきた。空腹、喉の渇き、何より疲労。

　だが、休憩しながらの食事という提案に、いろはは真っ向から異を唱えてきた。

「先にシャワーと洗濯機使いたい」

「えぇ？」

　クローゼットのある備品庫から休憩所に向かおうとした時だ。うつむきがちな彼女に渋面で振り向く。

「いつだっていいだろう、そんなの。寝る前とかでも」

「……」

「別に大して汚れていないよ。気にしすぎだって」

「……」

「ん？　ああ、ひょっとして肌着が汗まみれにでもなったのかい。大丈夫だよ、作中で同じくらい全力疾走させたけど、汗が匂うとかの描写はしなかったから」

「！」

　親の仇かたきのごとく睨にらまれた。ひったくるようにクローゼットからレンタルウェアを取り出し、出て行ってしまう。だがすぐに唇を結んで戻ってきた。

「一緒に来て」

「はぁ？」

「一人だと……怖い」

　なんなんだ。

　疲労を覚えながら付き従う。当然のごとくシャワールームには入れてもらえなかったので、扉に背を向けて番をすることとなる。

　磨すりガラスの向こうから響く衣きぬ擦ずれ、扉の開閉音、続いて水音。

　シャァァァァ……。

（何をやってるんだろうな、僕は）

　ひたすら状況に振り回されている。場当たり的な対応ばかりで、何一つ解決に向かえていない。『ゴルディアスの剣を持つ者』の二つ名が聞いて呆あきれる。今のなまくら具合では、結び目どころか、ただの縄さえ断ち切れまい。

　なんとかしなければ。

　可及的速やかに事件を解決、日常に戻るのだ。小説の執筆、先輩との約束、やるべきことは山ほどある。

（だが、具体的にどうするかというと）

　まずもって、この建物から出られないのだ。いつ追っ手がいなくなるのか、安全が確保できるのかも〈えいち・ゔい〉任せ。こちらとしては、せいぜい経緯をさらって謎を考察するしかない。どうにもストレスのたまる状況だった。

「文ぶん士じ？　いる？」

　水音に混ざるいろはの声。文ぶん士じは「いるよ」と返した。跳ねた水がドアの内側を叩たたいている。

「脱いだ服、見ないでね」

「ああ」

「磨すりガラス越しでも、こっちは振り向かないで」
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「はいはい」

「でも、あまり遠くには行かないでほしい」

　子供か。

　天を仰いで照明を見つめる。どのくらいそうしていただろう、またいろはが「文ぶん士じ」と呼びかけてきた。

「大丈夫、いるよ」

「じゃなくて……あの……謝りたくて」

「謝る？」

　思わず振り向きかけて自制する。「何を」と声だけで応えた。

「カラオケボックスで、あなたのことを噓うそつき呼ばわりした。叩たたいたり引ひっ搔かいたりもしちゃったし」

「それはまぁ」

　ひどい目にはあったけれど、

「信じられないのは当然だろう。僕も君の立場なら戸惑うと思う。自分が誰かの創作物で、その作者が目の前にいるとか」

「……」

「だから気にしなくていいよ。少なくとも僕はもう気にしていない」

「でも」

　いろはは苦しげだった。

「あたしのせいで文ぶん士じは危ない目にばかり遭っている。ここに逃げこむ時だって、あたしを先に行かせなければ、あんな風に吹き飛ばされることもなかった。あ、あたし、迷惑ばかりかけてて」

「ストップ、ストぉップ！」

　嗚お咽えつが混じり始めた気がして声量を上げる。わずかだけ、顔を磨すりガラス側に傾けて、

「言っただろう。僕は作者だ。自作のキャラを守るのは当然の務めだ。だから迷惑とか考える必要もない」

「……」

「それともまだ疑っているかい？　創作のキャラが実体化したなんて」

「ううん」

　意外なほどはっきりとした否定が返ってくる。一音一音、ひどく明瞭な発音があとに続いた。

「そこはもう……疑っていない」

　いつの間にか水音が止まっていた。沈黙が周囲に満ちている。

「出るわ」

「ＯＫ」

　短く答えて文ぶん士じは腰を上げる。




　給湯スペースで食事を用意する。

　電子レンジはもちろん、ＩＨヒーターや調味料があったので、少々手をかけることにした。

　レトルトカレーの中身を鍋に移して加熱、温度のムラをなくす。コクを出すためにウスターソース、隠し味としてインスタントコーヒーをプラスした。

　並行して冷凍野菜をレンチン、ブツ切りにして鍋にぶちこむ。ライスにかければ、色合いも鮮やかなベジタブルカレーのできあがりだ。

　スープを添えて休憩所に持っていくと「え、なんで」と目を丸くされた。

「そんなの冷蔵庫にあったっけ？」

「作ったんだよ。あり合わせの材料でね」

　ざっと調理法を説明すると、彼女は虚を突かれた表情になった。皿をのぞきこみ「女子力の敗北……」とつぶやいている。

「いいからさっさと食べなよ、温かいうちに」

　着席してスプーンを顎でしゃくる。いろはは、はっと我に返り食べ始めた。最初はおずおずと、だがすぐに目を輝かせてかきこみ始める。

「おいしい！」

「疲れてる時にカレーのスパイスはよく効くんだ。クローブは食欲不振、肝機能低下に有効だし、ナツメグはストレスを和らげる。付け合わせの野菜──ピーマンやゴーヤは汗で失われたビタミンＣを補充してくれるしね。抗酸化作用で免疫力もばっちりアップだ」

「なんでそんなこと知ってるの？」

「小説のネタ探しで色々資料を読よみ漁あさっているからね。雑学だけはたくさん蓄えているんだ。一見無駄な情報でも、いつ役に立つか分からないからね」

「あぁ」

　スプーンの動きが止まる。いろはは小さく息をつき、皿を見下ろした。

「すごいね文ぶん士じは本当に。なんでもできて、なんでも分かって、なんでもよく覚えてて」

「そんなことはないよ」

　肩をすくめてみせる。

「あの〈風鈴〉もやっつけられなかったし、あいつが何物かも分からない。記憶力はまぁ確かに自信があるけど」

　一度見たテキストや動画はまず忘れない。地図だってものの数秒で頭に叩たたきこめる。人の顔と名前も一瞬で覚えられるはずで──

　……。

（あぁ）

「どうしたの？」

「いや、記憶力もちょっと怪しいかなって」

「？」

「実は昨日の朝、とある事件を解決したんだ。ただ、その依頼人の名前がどうしても思い出せなくてね。同じ学校の生徒だったはずなんだけど」

「……どんな事件？」

「大した話じゃないよ。詐欺の片棒を担かついだ男子生徒が、集金現場を依頼人に見られて、その子を脅してたって顚てん末まつだ。まぁ脅した方も脅された方も、互いをちゃんと認識できてなかったから、ややこしいことになったんだけどね。……ううん」

　額を指の節でノックする。

「だめだな、やっぱり思い出せない。ここまで出かかってるんだけど」

「色々あったから」

　いろははつぶやくように言った。

「混乱しているんじゃないかな、あなたも」

「うん、まぁそうかもね」

　あっさりと肩をすくめてみせる。

「だから僕も全然不完全ってことだ。ああ、だけど心配しないでいいよ。凡人の不完全と僕の不完全ではレベルが違うからね。諸もろ々もろ不調があって、ようやく天才クラスだ。君一人を守り切るくらいなんの造作もない」

　いろはは虚を突かれたように見返してから、くすりと笑った。呆あきれと諦観の入り交じった微妙な表情になる。

「自信家ね」

「そうだよ。そして目の前の料理は僕の自信作だ。できれば、冷めないうちにたいらげてほしいな」

「あ」

　今気づいたようにスプーンを動かし始める。遅れて文ぶん士じも食事を再開した。

　食べながらもう一度、記憶の中の依頼者を探ってみる。だが彼女のディテールは靄もやがかかったようにかすみ、どれだけ意識を凝らしても判然としなかった。




　　＊




　食事の後片づけをして、洗濯物を干すと、早々にやることはなくなってしまった。

〈えいち・ゔい〉からの連絡も途絶えたまま、外の様子も引き続き不明。であればあとは早寝して体力を温存するだけだ。狭い救護スペースをいろはに譲り、自分はジムのマットに寝転がるつもりでいると、あに図らんや、いろはが再び異を唱えていた。

「一人で寝たくない」

　いやいやいや。

　さすがに首を横に振ってしまった。文ぶん士じとて年頃の男子だ。異性に対する衝動も興味も人並みに持ち合わせている。今までは『寝るまでの辛抱』と思っていたが、その枷かせがなくなったらどうなるか分かったものではない。

　だが、いろはは頑かたくなだった。要求が聞き入れられないなら救護スペースを文ぶん士じに譲り、自分は部屋の前の廊下で寝るとまで言ってくる。もちろん施せ錠じようは断固拒否された。

　仕方ない。ジムスペースを回って、丁度壁の切れ目となる場所を見つける。その奥側と手前に毛布を移動、寝床を設しつらえた。もちろん数歩進めば壁を迂う回かいできるが、何もないよりは遥かにマシだ。

　照明を暗くしてクッションに横たわると、異様極まりない光景が眼前に広がった。吹き抜けの空間、すぐそばにボルダリングの壁がそそりたっている。カラフルなホールドが目にうるさい。壁の上部はこちら側に傾斜して、今にも倒れこんできそうだった。

（なんだこれ）

　事実は小説より奇なりというが、さすがに想定外すぎる。物語のネタにするとしても、この情景に持っていくまでが難しそうだ。

「文ぶん士じ、もう寝た？」

　永遠とも思える沈黙の後に、声が響いた。

「いや」

「寝られない」

「寝なよ。無理矢理にでも目を閉じて、身体からだを休めるんだ」

「そういう文ぶん士じも起きてるじゃない」

「君の声で起きたんだよ」

「噓うそばっかり」

　責めるような口調は、だがすぐ好奇の響きに取って代わられる。

「ね、ね、この壁、降りられなくなったらどうするのかな」

　吹き抜けの闇に言葉が木こ霊だまする。

「上の方まで行って、進むことも戻ることもできなくなったら」

「飛び降りるんじゃないかな？　下にクッションもあることだし」

「それが無理だったら？　あたしは嫌だな。高いところで自分から手を離すなんて」

「スタッフが助けてくれるんだろう」

「どうやって？」

「クレーンで吊つるされたスタッフが、上から近づいてくるんだ。で、後ろから要救護者に抱きついて助け下ろす」

「え」

　息を吞のむ気配が感じられた。一拍置いて信じられないように、

「本当に？」

「いや、冗談だよ。だったら面白いなと思っただけだ」

「！　もう！」

　怒ったように寝返りする。身体からだを縮こまらせたのか、毛布の擦こすれ合あう音が聞こえた。

「あたしは脚きや立たつだと思うけどな。脇に立てかけて『つかまってくださーい』って呼びかけてくるの」

「足場が悪いよ。こんなクッションじゃ」

「じゃあ上から縄ばしごが降ってくる」

「忍にん者じや屋や敷しきかい」

　ケラケラと笑い声が返ってくる。なんだろう、全然寝る気配がない。「おい、そろそろ」とたしなめかけた時だった。ぽつりと彼女はつぶやいた。

「楽しいな、こういうの」

「うん？」

「夢だったの。同年代の友達と夜通し話したりするのが」

「夢って」

　また大げさな。

「修学旅行とか林間学校とかで体験できるだろう？」

「あたし、友達少なかったから」

「え？」

「場の空気を読んで、求められてることを言うのが苦手だったの。みんなが気になる男の子の名前を明かしたら、とりあえずこっちも誰かを好きと言っておくみたいな、そういうやりとりがすごく下手で」

「……」

「まごまごして、あわあわして、おろおろしているうちに、みんな次の話に移っちゃうの。で、あたしなんかもういないものとして扱われて。お泊まりパーティーとかも、あたしだけ呼ばれていないこととかあったし」

「それは」

　どう応じてよいか分からず口ごもる。

「相手がおかしいんじゃないか。キャッチボールで、受け取れないボールを投げてるようなものだろう。噓うそを言わないと続かない会話なんて、はっきり変だ」

「けどみんな、楽しそうにしてた」

「じゃあそもそも君と合わない人種だったんだよ。つるまないで正解だ」

　ふっと笑い声がした。「そうかも」いろはは相づちを打ってから、

「でも……寂しかった。ずっと」

「……」

　なんだろう、妙に生々しい話だ。確かに彼女は孤高のキャラだ。恋バナに花を咲かせるタイプでもない。だが、自作のどの描写が今の話に繫つながるのか、いまいち分からなかった。

　悩んだ末に口を開く。解決になるのかならないのか判断できないまま、

「今回の件が落ち着いたら、君の友達を作中に登場させておくよ。お泊まりパーティーのシーンになるかは分からないけれどさ」

「うん……」

「さ、もう寝なよ。零時を過ぎてる」

　うん、という返事を最後に会話が途切れた。静寂の中に、小さな寝息が交じり始める。疲れていたのだろう。しばらくうかがうも起きてくる気配はない。

　息をつく。緊張は解けたが、すっかり目が冴さえてしまっていた。今のまままんじりとしていても眠れそうにない。よく考えると少し尿意もあった。ついでだ。用を足してしまおう。

　毛布をどける。音を立てないよう慎重に立ち上がる。そろそろとジムスペースを横切りトイレに赴く。

　手を洗い出てくると、廊下の奥からピーピーという電子音が聞こえてきた。続いてガチャリと重い機械音が響く。なんだ？　警戒しつつ見にいくと、音の主は洗濯乾燥機だった。液晶の操作盤に『洗濯槽の洗浄を完了します』と記されている。どうやら洗濯完了後、自動でメンテナンスモードに入っていたらしい。さすが業務用、自宅のそれとは機能が段違いだ。

　ほっと一息つき、ランドリールームを出ようとして爪先が何かを蹴った。ん？　なんだ。焦げ茶色のケース。革張りの……カード入れ？

　取り上げてひっくり返すと証明写真が見えた。校章と思おぼしきマークの下に、しかつめ顔のいろはが写っている。学生証だ。

（なんでこんなところに？）

　周囲を見渡して理由が分かる。洗濯乾燥機の上にいろはの私物が載っていた。財布やハンカチ、鍵などが並んでいる。その上で、洗濯ロープにぶらさがったセーラー服が揺れていた。

（ああ）

　洗濯時に、ポケットの中身を洗濯乾燥機の上に載せていたのか。それがメンテナンスモードの振動で床に落ちたと。

　ふむ。

「貴重品は手元に置いておいてほしいんだけどな」

　あとでなくなっただの見つからないだのと騒がれても困る。頭を搔かきながら洗濯乾燥機の上に戻しかけた時だった。

（ん？）

　違和感に襲われた。手を止めて二度見する。いや、正直、最初は多少気になることがあっても無視する気だった。たかが学生証とはいえプライバシーの塊だ。相手の許可がないのにのぞくのはためらわれる。たとえ自作のキャラクターだろうと、生身の少女として現れているのだ。最低限の一線は守るつもりだった。

　だが、

　だがこれは、

　気を取られた理由は明白だった。氏名欄の密度がやたらと高かったのだ。「いろは」という平仮名では絶対にありえない。漢字としか思えない文字が並んでいる。

　──宇宿うすき　彩いろ葉は

　下にアルファベットで『ＵＳＵＫＩ　ＩＲＯＨＡ』と読みが綴つづられている。いろは、いろはではあるのか。だけどこんな漢字を設定していただろうか、宇宿うすきなんて名字を与えていただろうか？

　企画段階まで遡れば『アポカリプス・メイデン』とはかなり長い付き合いだ。残した設定メモも膨大で、その中にこの名前が入っていないとは言い切れない。ただ、ことここに至って、今まで脇に置いてきた疑問が湧き上がってきた。

　そう、

　作中のいろははあんなに泣き虫だったか？

　ああも内向的だったか？

　そして、あぁ、彼女の一人称は『私』ではなかったか、『あたし』ではなく。

（別人？）

　呆ぼう然ぜんとしかけて首を振る。

　いや、いや見た目はそっくりだぞ。しかも字が異なるとはいえ、名前は『いろは』だ。こんな偶然ありえるのか？

　混乱のあまり頭を搔かきむしりたくなる。額を押えて、なんとか納得できる答えを導こうとした時だった。

　ドンッ！

　突き上げるような衝撃に襲われた。視界が揺れる、三半規管がシェイクされる。慌てて壁につかまったが震動は収まらない。第二、第三の衝撃が続けざまに押し寄せてくる。

　地震？

　すごい揺れだ。まるで地面全体が波打っているようにも思える。立っていられない。物陰に向かうことさえままならない。

　一体震度いくつなのか。震源はどこなのか。スマホを取り出すが、警報は出ていない。ＳＮＳのタイムラインも沈黙したままだった。

（なんだ）

　アンテナは立っている。ニュースサイトも問題なく更新できた。このあたり限定の災害なのか？　いや、にしたって──

「文ぶん士じ！」

　廊下の奥からいろはが呼びかけてくる。混乱と恐怖を声ににじませて、

「文ぶん士じ、どこ!?」

「ここにいる！　今は動くな！　安全なところに隠れているんだ！」

　聞こえただろうか、分からない。地鳴りのような唸うなりが四方から迫ってくる。走ろうとするも足元が覚おぼ束つかない。壁につかまって一歩、また一歩。なんとかジムスペースに戻ろうとする。その時、スマホが鳴った。

『ああ、いけない』

〈えいち・ゔい〉からのメッセージだった。なんだ、何がいけないんだ。訊たずね返かえす間もなく着信が連続する。

『スナップショットが起動します』

『いいですか、目が覚めたらいろはさんを小こ桜ざくら橋ばしに連れてきてください』

『忘れないで』

『大切な人を守りたいという思いが重要です』

　──。

　刹那、全ての照明が落ちた。光がなくなり、音が消失して、文ぶん士じの意識は底なしの闇に落ちていった。
















「おまえ、頭がいいと思って俺のこと馬鹿にしているんだろう」

　小太りの、狸たぬきめいた男性が頰を引きつらせていた。陰気な目に怒気をにじませて、貧乏揺すりを続けている。サンダルの底が落ち着きなく床をタップしていた。

「え？」

　文ぶん士じはまばたきする。一瞬、自分がどこにいるか分からなかった。年代物のオフィスデスク、山積みの書類と内線電話、パソコンモニタ、打ち合わせテーブル脇の観葉植物、パーティション。

「え、じゃねぇよ。いいか、もう一度言うぞ。学校の授業ってのはな。一から十まで知っている内容でも、真面目な顔して聞いているもんなんだよ。俺達みたいな目上の人間に気に入られるためにもな」

「……」

「本当に最近の若い連中ときたら」

　苛いら立だたしげに文ぶん士じのスマホを手の中で弄ぶ。少しでも口答えをしたら、もう返さないぞとでも言いたげだ。

（ああ）

　そうだ。自分はスマホを返してもらいに来たのだ。朝方、執筆にかまけていたところを数学教師に見つかり、放課後職員室に来るよう言われて。

　改めて見れば、今いるところは職員室以外の何物でもなかった。行き交う教員、壁にかけられた白板、丸時計。

　──時計。

　六時十分という時刻を見て混乱する。なんだ、さっきまで深夜だった気がする。そもそも学校などにいたか？　いや、いや違う。もっと本質的な問題は。

「おい聞いてるのか？　おまえ、頭がいいと思って俺のことを──」

「あ」

　ガタリと音を立てて立ち上がっていた。数学教師が目を剝むく。「な、なんだ」とたじろぎ気味に見返してきた。

　既視感。

　これと同じやりとりを、自分は経験した覚えがある。

「先生、今日は何日ですか？」

「あぁ？」

　答えを待つのももどかしく視線を走らせる。スマホの画面に浮かび上がった日付は──十月一日（木）。

　違う、今日は十月三日のはずだ。丁度零時を過ぎていて、『もう寝なよ』と彼女をたしなめた記憶がある。彼女？　誰だ。すみれ色の目をした女の子、不安そうで儚はかなげな顔の少女。

『いいですか、目が覚めたらいろはさんを小こ桜ざくら橋ばしに連れてきてください』

　！

「すみません。ちょっと急用を思い出したので失礼します」

　一礼して教師の手からスマホを奪いとる。そのまま踵きびすを返かえして職員室から走り出た。

　背後からわめき声が聞こえてくるが無視する。廊下を駆け抜けて、昇降口を飛び出しながらネットにアクセス、状況を確認した。

　やはり十月一日だ。以降のやりとりや検索履歴は綺き麗れいに消えている。では、自分がおかしくなったのか？　ありもしない未来の光景を夢見ていたのか？

　違う。

　あれは現実だ。目、指、頰、鼻孔、唇、掌てのひら、全身に残る感覚が記憶を肯定している。だったら答えは一つだ。何かが起きて時間が巻き戻った。

　理性が『馬鹿も休み休み言え』と叫んでいる。時間の矢は不可逆だ。物理の教科書を紐ひも解とくまでもなく、因果の理ことわりは絶対に破れない。そんなことは分かっているだろう？　だが何度検討し直したところで、結論は変わらなかった。記憶の中の情報は全て、自分が二日後から来たと示している。ならばもう、その前提で動く他ない。

　事象の原因・きっかけ・メカニズム──は今考えるべきことではない。重要なのはいろはを見つけることだ。彼女に会い、襲い来る脅威から保護する。作者としての義務を果たす。

（作者として？）

　──宇宿うすき彩いろ葉は。

　瞬間、氷のような疑念が落ちた。走るスピードが低下する。

　あれは本当に自作のヒロインなのか？　守るべき対象なのか？

　ひょっとしたら、まったくの他人に余計な思い入れを抱いているだけでは？

（いや）

　なら、なぜアークの民が彼女を狙う。〈トランペッツ〉の乙女と目されている。

　確かに、状況は混乱して納得のいく説明をつけづらい。だが、少なくとも『いろはを守る』という一点だけはぶれさせたくなかった。そこを外せば、今度こそ本当に自分の思考は根無し草になってしまう。〈えいち・ゔい〉も言っていたではないか、『大切な人を守りたいという思いが重要です』と。

　走るスピードを上げ、頭をフル回転させる。

　記憶の探索と状況の分析を同時に行っていく。

　現時刻は六時十三分、前回の十月一日にいろはと出会ったのは六時半過ぎ。つまり彼女は今、小こ桜ざくら橋ばしからこちらに向かっている最中だろう。あと十七分後、前と同じ場所に赴けば、ランデブーできる可能性は高い。だが、

　少し考えてから、迎えに行くことに決める。もう一度〈奇術師〉と戦うのは骨だし、何より先方も、前回の記憶を持ち越して行動を修正しているかもしれない。タイムスリップのメカニズムが分からない以上、最悪の事態も想定するべきだ。早くいろはをキャッチアップできるなら、それにこしたことはない。

　ピッ。

　防犯カメラのアプリを立ち上げる。マップモードに切り替えて、小こ桜ざくら橋ばしと現在位置の間のカメラをチェックしていった。女子高校生の持久走の平均タイムは分速二百メートル、到着予定時刻と速度から現在位置を逆算して。

　──いた。

　薄闇の中をパステルブルーのセーラー服が駆けている。ここから二つほど交差点を渡った先だ。追っ手を顧みつつ、必死に距離を取ろうとしていた。

　文ぶん士じはドリフト気味に方向転換、車道を渡りガードレールを跳び越えた。防犯カメラの画像を見ながら夜の住宅街を疾駆していく。

　はっ、はっ、はっ、はっ。はぁっ。

　一瞬だが不安に思う。もし、いろはが自分のことを覚えていなかったら？　突然向かってくる男子に不審の念を露あらわにしたら？

　もちろんその可能性は十分にある。この限定的なタイムスリップに、いろはが含まれている保証はどこにもない。その場合はどうする？　決まってる。怒鳴られても、恐こわがられても、まずは危地を脱して、そこから事情を説明するだけだ。彼女がどうあろうと自分は自分、十月三日を経験した笹ささ貫ぬき文ぶん士じとして、信念を貫けばいい。だが、これまで彼女と積み重ねた時間が、関係性が失われているかもと思うと、どうにも落ち着かなかった。

（……）

　息苦しさを覚えながら、疑念に顔を歪ゆがめて、角を曲がって、

「文ぶん士じ！」

　少女の目が見開かれた。顎を上げつつも速度を上げて向かってくる。荒い息のまま文ぶん士じの胸に飛びこんできた。

「文ぶん士じ、文ぶん士じ！」

　腕の中に温ぬくもりがある。疑念や不安が氷解するのを感じながら、それでも文ぶん士じは訊たずねた。

「僕のことが分かるのかい」

「分かるわよ！　何言ってるの？　あなたまでおかしくなっちゃったの？」

「いや」

　大丈夫か。ほっと息をついて彼女の腕を解く。揺れる瞳を見つめながら、

「とにかく追っ手を振り切ろう。初めて会った時みたいに、黒服の連中に追われてるんだろう？　小こ桜ざくら橋ばしから戻ってくる途中で」

　びっくりしたように目を見開かれる。文ぶん士じはうなずいてみせた。

「信じられないだろうけど、僕らは一昨日の夜にいるらしい。だったらこのまま逃げ続けてもまた〈奇術師〉につかまるだけだ。だから、とりあえず真逆に進んでみようと思う」

「真逆って、橋の方向に戻るってこと？」

「ああ」

　──目が覚めたらいろはさんを小こ桜ざくら橋ばしに連れてきてください。

　はからずも〈えいち・ゔい〉の指示に従うこととなる。その是非はともかく、相手の裏を搔かくという意味では悪くない選択肢だ。

「ええと」といろはが口ごもっている。まだ混乱しているのだろう。だが今は時間が惜しい。彼女の手をつかみ走り出す。

「あ」

「話はあとだ、行こう」

　脇道に飛びこむのとほぼ同時に、追っ手がもといた道に入ってくる。去り際の影を認めたのか何やら大声を上げていた。

「ねぇ、ねぇ文ぶん士じ」

　背後からいろはが呼びかけてくる。

「なんであたし達、一昨日の夜に戻ってるの？　あたし達だけ記憶が残っているみたいなのはどうして？」

「……敵の能力かもしれない」

「え？」

　そうだ、そう考えれば色々と辻つじ褄つまが合う。

「八つ星が一人、第一星〈探偵〉、こいつの〈秘蹟サクラメント〉を、実はまだきちんと設定し切れていないんだ。過去にメモした能力案のいくつかが現実化しているのかもしれない。時間操作とか、新旧意識の入れ替えチエンジリングって感じで」

　設定ドラフトの現実化、それが事実なら、いろはのディテールが異なることも説明できる。自分さえ覚えていない没案が、影響を与えているのかも──

「例の〈風鈴〉、あれも奴やつの〈秘蹟サクラメント〉かもな。無機物の使い魔とか、材質を限定して自由に操れるとか」

　うん、ありうる設定だ。自信ありげに振り向くと、だがいろははぽかんとしていた。まじまじとこちらを見ている。

「本気で言っているの？」

「ん？」

　つられるように眉をひそめてしまう。

「なんだよ、気に入らないか？　確かに仮説だけれど論理に破綻はないと思うぞ。他の八つ星の〈秘蹟サクラメント〉にしては強すぎるし。バランスブレイカーっていうか」

「そ、そういう話じゃなくて……きゃっ！」

　三さん叉さ路ろの突き当たりを右折、つんのめりそうないろはの腕を引き起こす。彼女は必死で体勢を立て直していたが、すがりつくように呼びかけてきた。

「あ、あのね！　文ぶん士じ」

「議論は落ち着いてからにしよう。今は逃げることに集中したい」

　スマホの地図を確認する。裏道をたどってきたためか、取れるルートが少なくなっている。あとは見通しのよいところを駆け抜けるしかない。そこに敵が待ち構えている可能性？　もちろんある。物陰を伝っているから〈登山家〉の目はくらませているはずだが、何分相手は集団だ。分散して包囲網を作っている恐れは否定できない。

（といったところで、いつまでもこのあたりをぐるぐるしていられないしな）

　相手が必死にいろはを追っているなら、あえて出発点に戻ることもない──ないはず。

　よし。

　覚悟を決めて方向転換、大通りに出る。視線を走らせながら道の対岸に到着。ビルの谷間に駆けこんだ瞬間だった。

「なっ」

　路地の奥に人影が見えた。進むでも引くでもなく、ただぽつねんとたたずんでいる。

　巨漢だ。

　ビア樽だるのような身体からだを黒のフード付きコートに包んでいる。月明かりのもと、皺しわだらけの生地が襞ひだになって見えた。だらしない、というのが第一印象だ。不ふ揃ぞろいな熊ひげや汚れたブーツもそのイメージを増幅している。

　彼はクリームたっぷりのドーナツにかぶりついた。くいと首を傾けて、

「あ、あー？　なんでこっち来るんだよ。めんどくせーなー」

　ゆっくりと向き直ってくる。とろんと倦うみ疲れた目だった。この世界の生きとし生けるもの全てを侮蔑し、憎ぞう悪おしているような眼まな差ざし。

　──第五星〈墓掘人夫〉

「折角全部片づいてから、のんびり合流しようと思ってたのによ。戻ってくるんじゃねぇよ。仕事増やしやがって……ああ？」

　男の目が文ぶん士じを認める。いろはと繫つなぐ手にじっと視線が注がれた。

「おいおいおいおい」

　無精ひげの口元が歪ゆがむ。額にどす黒い血管が浮かび上がった。

「何青春してんだよ。人が仕事してんのによぉ、男連れで夜の逃避行とか、舐なめてんのかよ。陽キャアピールか？　え？　デブの陰キャにイチャイチャ見せつけて笑ってんのかよ」

　──死ねよ。

　刹那、ぼこりと車道に穴が開いた。「死ね」アスファルトが飛び散る。「死ね」標識の柱が折れる。「死ね」「死ね」「死ね」──

（憤アン怒ガー爆ボミ撃ング）

　男の〈秘蹟サクラメント〉だ。ストレスを物理的な衝撃に変える能力。悪態をあたかもつるはしのようにターゲットに叩たたきつける。開いた穴ぼこが、まるで墓穴のように見えるから、ついた二つ名が〈墓掘人夫〉。

〈奇術師〉以上に武闘派な相手だった。普通の人間、ましてや高校生がやり合うには危険すぎる。

　だが、

「下がってろ、いろは」

　彼女をかばって進み出る。

「大丈夫だ。僕はあいつの弱点を知っている」

「え？」

　眼鏡のブリッジを持ち上げ、間合いを探る。相手の視線を引きつけて、なるべくいろはから距離を取ろうとした。周囲を確認、いろはのそばにビルの壁、植え込み、配管、非常口、その横に簡易な消火設備。

「奴やつの能力──憤アン怒ガー爆ボミ撃ングはその名の通り、何かに怒っているから発動するんだ。怒りの対象は目に見えなければならないし、かといって視界の全てに攻撃を飛ばせるわけじゃない」

　おおよそ三メートルが射程圏内というところだ。遠くの相手に悪態を叩たたきつけても、途中で地面に落ちてしまう。飛び道具にしてはあまりにショートレンジ。そして何より、あいつの決定的な弱点は──

　ジリリリリリ！

　つんざくようなベルの音が響き渡った。いろはの隣、植え込みの中で液晶がチカチカとまたたいていた。スマホだ。文ぶん士じのかけたアラームが起動している。いろはがぎょっとして振り向くのと、〈墓掘人夫〉が視線を向けるのはほぼ同時だった。

「そうだろうよ」

　地面を蹴ってダッシュ、一気に〈墓掘人夫〉との距離を詰める。攻撃のモーションは──ない。

　予想通り、いやプロット通りだ。

　第十三話『墓標からの聲こえ』にて、主人公は同じ方法で〈墓掘人夫〉を撃破している。アラーム設定済みのスマホを茂みに隠して、相手がアラーム音に気を取られた隙に攻撃する。そう、どれだけ強力な武器を持っていても、見ていない相手には怒りをぶつけられない。だから気を逸そらせさえすれば十分に勝機はある。

　いける。

　そう思った瞬間だった。

「文ぶん士じ！　だめ！　危ない！」

　背後で悲鳴が上がった。はっと我に返ったように、いろはがこちらを見ている。ああ確かに、事情が分かっていなければ暴挙に思えるだろう。凶器を振り回す敵に突っこんでいくわけだから。だが問題ない。なぜなら自分は作者だから、相手のことは全て分かっているから。

「そいつの〈秘蹟サクラメント〉は憤アン怒ガー爆ボミ撃ングじゃないの！」

　え？

　……。

　吹き飛ばされる。くの字に折れ曲がって地面に叩たたき伏ふせられる。一瞬、胴を両断されたかと思った。それくらい凄すさまじい衝撃が身体からだを揺らしている。息ができない。声が出ない。なぜだ、あいつはこっちを見ていない。怒りをぶつけられるはずがないのに。

「あぁ？　なんだよ。不意打ちかぁ？　汚きたねぇな。俺みたいなデブは問答無用でぶん殴っても許されるってか。むかつくなぁ、本当にむかつく」

　難儀そうに男が向き直ってくる。その周囲に何かがまとわりついていた。ボロボロのローブをまとった──骸骨？　大鎌を構えた死神。それが〈墓掘人夫〉の口から、幽体離脱のように飛び出していた。

　キシシ。

　キシシ。

　キシシシ。

　死神が笑う。倒れた文ぶん士じを嘲あざ笑わらうように、鎌を揺らしている。

「悪態人形グリムリーパー、それが俺の〈秘蹟サクラメント〉だ。吐いた悪態を自在にこね上げて、忠実な僕と化す」

〈墓掘人夫〉は煩わしげに骸骨のローブを手で払った。

「ま、自在っつても結局、こいつの形になっちまうんだがよぉ。〈北極星ポラリス〉が言うに、一番俺の心の形と近いんだそうだ。近寄る者を皆、ぶちのめして叩たたき潰つぶす、無差別攻撃の全自動死神」

　全自動死神だって。

　そんな設定は知らない。考えたこともない。一体なぜ、どうして自分のものではないアイディアが入りこんでいる。

「さて、と」

　混乱する文ぶん士じを気にした風もなく〈墓掘人夫〉が歩を進めた。歩く度に周囲の地面が、縁石が、壁が爆はぜる。半透明の骸骨が大鎌を振り回している。その進路の先にいるのは──他でもない自分。

　ぞっとする。

　あんな能力、あんな暴力、どうやって凌しのげばいい。重機の突撃に身をさらしているようなものだ。対抗する術すべはおろか、防ぐ手立てさえ思いつかない。

　逃げなければ。

　起き上がろうとして愕がく然ぜんとする。身体からだが動かない。吹き飛ばされた時のダメージが行動の自由を奪っていた。

　ざっ、ざっ、ざっ。

〈墓掘人夫〉が近づいてくる。不快そうに、鼻の頭をひくつかせて、

「おいおい、何恨めしげにこっち見てるんだよ。わざわざ眼鏡かけてインテリっぽい面しやがって、むかつくな。死ねよ、さっさと死ね」

「や、やめて！」

　唐突に叫び声が上がった。いろはだった。顔がん面めん蒼そう白はくになりながらも、必死に〈墓掘人夫〉を睨にらみつけている。

「ぶ、文ぶん士じにひどいことしたら許さないんだから！」

「あぁ？」

〈墓掘人夫〉がまばたきする。今、その存在に気づいたとでもいうように少女を睨ねめ回まわした。

「許さないってなんだよ。おしおきでもするってか？　おまえが？　その細っこい腕で？　俺を？」

　ゆらりと巨体が向き直る。小刻みにこめかみが痙けい攣れんした。

「どんだけ馬鹿にしてるんだよ。女は殴れないと思ってるのか？　それともそういう自己犠牲が美しいってか？　好きな男のために身を張る私、素敵ーってか？　ああくそ、むかつくな、本当にむかつく」
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　ベコリとビルの配管が凹へこんだ。破孔から飛び出した水流が壁を濡ぬらす。

「よ、よせ」

　かすれ声しか出ない。必死にいろはに向かって手を伸ばす。〈墓掘人夫〉はもう振り向きもしない。のし、のし、のしと彼女への距離を詰めていっている。悪態人形グリムリーパーのリーチまで、あといくばくもない。

「逃げろ。僕を助けようとなんてするんじゃない。こいつは僕の知っている〈墓掘人夫〉じゃない。持っている能力も全然違って」

「大丈夫」

　いろはは言った。やや上ずった声のまま、だが決然と、

「あたしはあいつの弱点を知っているから」

　え？

　続く彼女の行動は予想だにしないものだった。背中の陰にあった消火器を取り上げる。安全栓に手をかけたかと思うと、一気に引き抜き、〈墓掘人夫〉に向けて噴射したのだ。猛烈な白煙が男の目を、鼻を、口を直撃する。悲鳴はおろか呼吸さえも圧あつ殺さつされて〈墓掘人夫〉が腕を振り回した。

「……っ!?　！」

　しゃれこうべの表情が驚きに歪ゆがんだ。主が口を閉じたせいだろう。悪態の出口がなくなり、エネルギー供給が途絶える。〈秘蹟サクラメント〉の効果が失われる。

　──死神が消えていく。

　タンッ！

　いろはが地面を蹴った。

　やや前傾姿勢になり、睨にらみつけるように〈墓掘人夫〉を目指す。手には中身を噴射し終えた消火器。重い金属の塊を、彼女は渾こん身しんの力で持ち上げて、〈墓掘人夫〉の頭に、

　叩たたきつけた。

　ゴッ！

　しばらく何も起きなかった。巨漢は何ごともなかったように薄闇にたたずんでいる。

　だが、不意に肩が揺れた。頭がぐらつき、目線がぶれて、仰向けに倒れる。どうっと土つち埃ぼこりが舞い上がった。消火剤の白煙と混ざり合い、夜空に立ち上っていく。

（何が）

　何が起きているのか分からなかった。なぜあいつが倒れている。見たこともない〈秘蹟サクラメント〉を打ち破れている。

　ガタンと、いろはの手から消火器が落ちる。

「〈墓掘人夫〉は二十五話で再登場するの。〈探偵〉を目指す主人公達の前に現れて行く手を阻はばんでくる。それで、彼の能力が憤アン怒ガー爆ボミ撃ングじゃなかったと分かるの」

　細い肩が呼吸で揺れている。

「十三話の彼は油断してやられただけ。だから能力の真価を発揮できなかった。悪態で物を壊す現象は同じでも、その仕組みは飛び道具じゃなく分身だった。実は手て強ごわい相手でしたって、そういうミスリード」

　何を、何を言っている。

「だから二十五話の主人公達も最初は混乱して、追い詰められて、でも最終的には相手の弱点を見つけるの。あたしが今やったような方法で攻撃、勝利する」

「いろは、君は」

　君は何者だ。

　理想のヒロインは、文ぶん士じが心血かけて作り上げたはずの少女は、こちらに向き直ると、弱々しい笑みを浮かべた。

「あたしは『アポカリプス・メイデン』の作者。そしてあなたが登場する『文ぶん士し探偵・笹ささ貫ぬき文ぶん士じ』の作者よ」




　　＊




　路地に沈黙が満ちている。

　遠くから車の走行音が聞こえてくる。ぐぉん、ぐぉんと、室外機の稼か働どう音おんが空気を揺らしていた。

　人目を避けて移動した隘あい路ろで、文ぶん士じは壁を背に腰かけていた。力が入らない。思考がまとまらない。身体からだは大分回復してきているが精神的な衝撃がぬぐえていなかった。

　目の前にはいろはがいる。両手でスカートの生地をつかみ、思い詰めた様子でうつむいている。非常灯が、パステルブルーのセーラー服に複雑な陰影を生み出していた。

「君は……小説家なのか」

　永遠とも思える沈黙の果てに、文ぶん士じは訊たずねた。いろはは一拍置いて、ゆるゆると首を振った。

「ただのアマチュアネット投稿者よ。ポイントもブックマークも全然稼げてない。下から数えた方が早いレベル」

　自嘲気味に口元を歪ゆがめる。

「最初に投稿したのは『アポカリプス・メイデン』、三年以上温めていた話で、もともとはあたしの空想、というか妄想を書き出したもの。朝礼中とか通学中とか、暇で暇でどうしようもない時に、ここで敵が現れたら、みんなが攻撃されたらどうするって考えてたの。あたしは人付き合いの下手なモブじゃなくて、実は世界の命運を握る重要人物なんだって」

「……」

「最初は表に出す気なんてなかった。要はごっこ遊びの延長みたいなものだったし、いい年して異能バトルでもないと思ったから、でも徐々にあたしの中でお話の世界が大きくなって、キャラクター達が動き出して」

　ぐっとスカートを握りしめる。

「面白いかもと思っちゃったの。ちゃんとした小説にして、公開したら誰かが楽しんでくれるかもって。だから書いた。何話も何十話も一気に書き上げて、設定資料までつけて投稿サイトにアップしたの」

　意気揚々と公開して、コメント欄をオープンにして、それで、

「全然反響がなかった」

　喘あえぎ声ごえが拡散する。

「アクセス数も日に数件で、ブックマークやポイントなんかつくわけないし、あたしが一番の盛り上がりだと思ってたところも、全然読んでもらえなくって。……すごく悔しくて虚むなしくて悲しくて、他のランキング作品と比べても何が劣っているのか分からなくて、だから」

　だから。

「次に『アポカリプス・メイデン』がヒットする小説を書いたの」

「それは」

「なんでもできる主人公が作家としても活躍して」

　適性はトラブルシューター、志向は商業作家。

「公開した作品が大人気になって」

　渾こん身しんのエピソードが当たりＰＶが爆騰して、

「充実した毎日を送る話」

　皆に求められて、時間がいくらあっても足りない日々。

「『文ぶん士し探偵・笹ささ貫ぬき文ぶん士じ』」

　静寂が落ちる。文ぶん士じは呻うめくことさえできなかった。否定したい。笑い飛ばしたいが、いろはの顔は嫌になるほど真剣だった。

　彼女は平板な声で続けた。

「コメントがついたの」

「え？」

「一個だけ、文ぶん士し探偵の方に」

「……どんな」

「稚拙、テンプレ、自己満足、研究不足、作者の人生経験のなさがにじみ出てる」

　握りしめた爪が掌てのひらを刺した。もともと色素に乏しい顔が蒼そう白はくになっている。文ぶん士じは我知らず声を荒らげていた。

「そんな意見、無視すればいい。価値の分からない奴やつが好き勝手言ってるだけだ」

「あたしもそう思った。思いたかった。だからやっぱりみんなに広く読んでもらわなきゃと思ったの。たくさんの読者がつけば、よい反応ももらえるはずだって。それで」

　それで。

「ＳＮＳで宣伝しようと思ったの。投稿サイトのアカウントと連携して、作品紹介や更新通知を出すつもりだった。もちろんそんなに期待してたわけじゃない。他の作者さんをフォローして、五人か十人でも宣伝しあえる関係が作れればって、そのくらいの気分でいた。でも、でもあたし、本当に馬鹿だったから」

　声が震える。ぐっと細い肩が縮こまる。

「連携するアカウントを間違えたの」

「え」

「学校の……クラスでやりとりする方のアカウントに、小説の情報を流しちゃった」

「それは──」

　それがなんなのか。

　眉を寄せる文ぶん士じに、いろはは自嘲気味に笑ってみせた。

「分かる？　分からないわよね。それがどれだけ破滅的かなんて、文ぶん士じには。今までのあたしはね、のりが悪くて面白みもないけど、ただそれだけの女の子だったの。視界の端にあるちょっとした黒い点くらいの扱い。何か目め障ざわりだけど、害もないから放っておくかって。でも、アカウント設定をミスしたことでみんなに分かってしまったの。こいつははっきり他の子と違うんだって」

　違う。

「ただ黙ってるんじゃなくて、異能力とか古いにしえの種族とかそういうことをずっと考えているんだって」

「それの……何がいけないんだ」

「いけないなんて誰も言わないわ。ただ、面白おかしく扱われるようになっただけ。あたしの書いた文章をクラスチャットでネタにしたり、すれ違う子から『ああ、〈トランペッツ〉の彩いろ葉はじゃん』って言われたり」

「……」

「ねぇ、あたしにとってお話は、お話の世界だけは自由に息ができる場所だったの。なのにそこに土足で踏み入られて、設定や会話を笑われて、どれだけ苦しかったか分かる？　辛つらかったか理解できる？　痛くて、息苦しくて、頭がおかしくなりそうで」

　だから、

「だから飛び出してしまったの」と彼女は言った。

　クラスから、皆の視線から、声から。

　何より、白板に悪いた戯ずら書がきされた『日直：笹ささ貫ぬき文ぶん士じ、宇宿うすき彩いろ葉は』の文字から。

『おい、なんだこれ？　別のクラスの生徒か？』

『先生違いまーす』

『先生、それは宇宿うすきさんの大事な人です』

　くすくす。

　くすくす。

　くすくすくす。

　──。

「どうしたらいいか分からなかった。急に飛び出して、家にも連絡が行っているだろうし、先生も混乱しているだろうし、色々事情を聞いて、あたしの小説のこともバレちゃっているだろうと思って。家に帰ったら親になんて言われるだろうとか、明日からどんな顔して学校に行けばいいんだろうとか。頭がグルグルして、時間の感覚がなくなって、気がついたら橋の欄干から川を見下ろしてた」

「橋って……」

　脳裏で複数のキーワードが結びつく。それは、ひょっとして、

「小こ桜ざくら橋ばしか」

「うん」といろははうなずいた。

「飛び降りようかなって一瞬思ったの。何もかも嫌になってたし、あたしが死ねば、みんなにもどれだけひどいことをしたのか思い知らせられると思ったから。欄干をつかんで、つま先立ちになって、身を乗り出して、そしたら──」

　光ってたの、とつぶやき声が漏れた。

「欄干の裏側、下の方で何かが輝いてて、キィーンキィーンって音を立てていたの。見間違いかと思ったけど全然消えてくれなくて、だからしゃがんでのぞきこんでみた。柱の隙間から裏側を」

　……。

「鍵穴があった」

「なんだって？」

「鍵穴よ。漫画に出てくる古い錠前みたいな」

「橋の欄干の裏に？」

「橋の欄干の裏に」

　思わず苦笑いしてしまった。

「幻覚だろう」

「そう思ったけど触れたの。ひんやりして、つるつるして、で、何か声まで聞こえてきて」

「声？」

「『願え』って」

　冷えた声音。

「『望みがあるなら強く願え』って」

　いろはの口元が歪ゆがんだ。

「願ったわ、願う権利くらいあると思ったから。『こんなつまらない世界、なくなってしまえ』、『むしろ、お話の世界が現実になればいい』って」

「君は」

　我知らず視線が厳しくなる。いろはは目を逸そらした。

「だって、こんなことになると思わなかったんだもの。多分夢でも見てるんだろう、どうせ死ぬ気だったんだしと思って。だから言われるまま声に従って、鍵を開けたの」

「開けた？」

　どうやって。

「ポケットに鍵が入ってたの、いつの間にか、銀色の細長い鍵が、奥の方に。錠前に差しこんでカチリと回して、そしたら気が遠くなったの。次に目が覚めた時はもう翌朝、自宅のベッドの中だった」

「……」

「あとはだいたいカラオケボックスで話した通りよ。恐る恐る学校に行ったけど、初めから何か変な一日だった。クラスのみんなは昨日のことなんかまったく覚えていない感じで、小説のことをからかってくる子もいなくて。家に帰ろうとしたら、全然違うところにたどり着いて、あたしの家は別にある気がして。だからもう一度小こ桜ざくら橋ばしに行ったの。昨日の夜に何があったか思い出そうとして、どうやって帰ってきたのか探ろうとして……そうしたらあいつらに見つかった」

　アークの民。『アポカリプス・メイデン』の登場キャラクター達。

　そのままわけも分からず逃げて、笹ささ貫ぬき文ぶん士じを名乗る少年と出会って、そして──

（ああ）

　と天を仰ぐ。

「だいたい話は分かった」

　乱れがちな呼吸を整える。つとめて平静を装よそおい、

「筋は通ってる。今までの出来事の説明にもなっている。だけど、別の解釈がないわけじゃない」

「え？」

「君はやっぱり僕の作品の読者なんだ。そして小こ桜ざくら橋ばしで意識をなくすような事故にあった。結果、現実と物語の記憶が混ざってしまったんじゃないかな。で、辻つじ褄つまを合わせるために今のようなエピソードを生みだした」

「八つ星の人達は？　どうして現れたの？」

「事故を起こした連中が、自分達の罪を隠蔽しようとしているんじゃないかな。君が『アポカリプス・メイデン』の読者であることを知って、まるで、物語世界に飛びこんだように錯覚させて、真相から目を逸そらさせようと──」

　いろはは溜ため息いきをついた。ゆるゆると自分のスマホを取り出してみせる。

「見て」

　液晶に投稿サイトのマイページが表示されている。ユーザー名はＩＲＯＨＡ。

「『アポカリプス・メイデン』、最終話まで投稿されているでしょう？　ほら、〈映写技師〉も第十七話で倒されている。あなたがこのエピソードを知らないのは、『文ぶん士し探偵』の本編で、丁度『そこの執筆に悩んでいる』ことになっているからよ。次のお話では無事スランプを解消して、そのアイディアがリアルの事件の解決に活いかされる予定」

　ひったくるようにしてスマホをのぞきこむ。リンクをたどってスワイプ、原稿を読みながら顔が引きつっていくのを感じる。

　自分の日常が、環境が克明に描写されている。

　通学、執筆、事件解決、それに関わる諸もろ々もろの心理描写。トリック、宿敵、二つ名、『ゴルディアスの剣を持つ者』なんていう面はゆい海外の呼び名。

「公開されている情報を繫つなぎ合あわせたんじゃないか」

　からからに乾いた声でつぶやく。

「事件の内容はニュースに出ているから、僕がどの学校に通っているかはすぐ分かる。あとはクラスメイト達に話を聞けば」

「文ぶん士じ、混乱しているのは分かるけど」

「混乱なんかしていない。論理的に考察しているだけだ！」

　そうだ、僕の意思が作り物だなんてありえない。僕は僕の選択を積み重ねて、今この場にいるのだ。誰かの想像でいきなり現れたわけじゃない。今だってほら、彼女の原稿に書かれていないことを懸命に考えているじゃないか？　この思考は偽にせ物ものか？　そう、彼女の理屈には重大な欠陥がある──

「文ぶん士じ」

　いろはの声が脳裏に響く。わんわんと、四方から反響するように、

「じゃあ訊きくけど。あなた、両親の顔、思い出せる？」

「え？」

「先輩の名前は？　担任の名前は？　ううん、クラスの人達の名前を一人でも言える？」

　当たり前だ、と言いかけて口ごもる。将棋部の先輩、嫌味な数学教師、世話焼きな後席の女子生徒。どれもよく知っているはずなのに名前が出てこない。姓も名もあだ名の一つさえ。

　馬鹿な。

「出てくるわけないわ。だって設定していないもの」

「設定……していない」

「モブだもの。物語進行上、必要なければ名前を与えていないわ。先輩、女子生徒、教師、そんな記号で十分だから」

「そんなはずは」

「文ぶん士じ、依頼人の女の子の名前を思い出せないって言ってたわよね？　同じ話よ。作品の導入に使うエピソードだったから、細かく設定しなかっただけ。単純に、あなたのすごさを示せればいいと思ったから」

　僕は。

　僕は作り物なのか？

　目の前の女の子の、大して耳目も引いていない小説の、一登場人物？

　ガクリと視界が傾かしいだ。上下の感覚が揺らぐ。身体からだの芯が失われる。笹ささ貫ぬき文ぶん士じという人間のアイデンティティが崩れていく。

「文ぶん士じ！」

　肩をつかまれる。すみれ色の目がすぐそばでのぞきこんでいる。

「しっかりして！　今の話をしたのは状況を理解してほしいから。あたしはあなたが自作のキャラクターだって認めた。だから、あなたも作中から出てきたことを自覚してほしいの。でないと、いつまでたってもこのわけの分からない状況から抜け出せない」

「そんなこと……言われたって」

　力が入らない。思考がぼろぼろとこぼれていく。だめだ、起き上がれない。彼女の顔を見られない。うつむきがちになって、視線が落ちて、視界が暗くなって──

　ぐいっ、と引き起こされた。

　二の腕をつかまれたのか、そう思った時にはもう転びかけている。足腰の立たない状態で振り回されたのだ。「何を」と抗議しかけた時だった。

　先ほどまでもたれかかっていた壁を光が焼いた。

　光。

　まばゆいばかりの光こう芒ぼう、煌きらめき。

　もたげた視線が、路地の入り口に浮かぶ〈風鈴〉をとらえる。

（ああ）

　こいつか。正体不明の敵、刺客。一体何者か、分からないのも当然だ。多分、いろはの作品に登場するキャラなのだろう。『アポカリプス・メイデン』の十八話以降か、あるいは聞いたこともない別作品の。

「危ない！」

　再度の攻撃を、今度は引き倒されるようにして回避、いろはは文ぶん士じを羽交い締めにしながら眉尻を吊つり上あげた。

「何してるの！　立って、逃げなきゃ！」

「立って……逃げる」

　どこへ？　なんのために？

　いろはは再度、怒鳴ろうとしたが、ふとその表情が凍りついた。

〈風鈴〉の短たん冊ざく部分が変形していた。幾何学的な切れ目に沿って分離・展開、あたかも折り紙細工のごとく、道をふさぐように薄く、横長に広がっている。表面に浮かび上がるのは小規模な光点の群れ。三、四、五、六、七、八、九、十、十一、十二。こちらの逃げ道を封じるつもりか、横一列に充塡を続けている。

　だめだ。

　これはだめだ、何をしようと避けられない。もうあと数秒たてば、自分もいろはも焼き尽くされるだろう。〈剪せん定てい人にん〉のようにあとかたもなく吹き飛ばされて──




「下がっていたまえ」




　ドン！　ドンッ！

　破裂音が二つ。

　気づけば〈風鈴〉が貫かれていた。巨大な──槍やりだ。二振りの白びやく槍そうが釣鐘を地面に縫い止めている。

　たん──たん──たッ。

　薄闇に靴音が響いた。夜風にボブが揺れている。ワンピースの胸元に煌きらめくリボン、マネキンのように細い手足。整いすぎるほど整った顔。

「〈北極星ポラリス〉」

　アークの民、最強の少女が背後に立っていた。白い顎に指を絡からませて口角を緩めている。呆ぼう然ぜんとする文ぶん士じ達を彼女は一いち瞥べつした。

「何度も言わせないでほしいな。下がっていたまえ、まだ終わっていない」

　ギチギチギチと破砕音が響く。槍やりがたわんでいた。〈風鈴〉が波打ち、のけぞるように形状を変えている。一体どれほどの力がかかっているのか、ぴしりと槍やりの柄にひびが入った。一瞬あとにはもう真っ二つに折れている。飛び散った破片が宙に舞った。

「〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉──モード・スレイブ」

　つぶやき声に応えて破片が静止、白い靄もやへと分解する。靄もや？　違う、塩だ。乱れ飛ぶ塩は再度集結して人の形を取る。『[image: さめふ]（サメフ）』と『[image: あいん]（アイン）』、ヘブライ文字を覆面に刻んだ巨漢達。彼ら二人は地面を踏み抜かんばかりの勢いでダッシュして〈風鈴〉を挟みこんだ。左右から強打、続いて回し蹴りを叩たたきこむ。

　だが〈風鈴〉はわずかにしなっただけで、すぐに元の形状を取り戻した。反動で巨漢達が吹き飛ばされる。膝と手でブレーキをかけるが、ブラックスーツは一瞬でぼろぼろになっていた。

[image: ]

「ふむ」

〈北極星ポラリス〉は首を傾かしげた。

「急所なし、構造材の類いもなし、力による破壊も困難、と来たか。……さて」

　切れ長の目がいろはに向けられた。

「念のために確認しておくが、あれも君の創造物なのか？　弱点があるなら教えてほしいんだが」

「え？」

　いろはは一拍置いてからぶるぶると首を振った。

「し、知らないわ。あんな敵、考えたこともない」

「そうか」

　さして残念そうでもなく〈北極星ポラリス〉は〈風鈴〉に向き直った。作り物めいた顔から感情を消す。

「ならば正攻法で倒すとしよう。[image: ソドム]（ソドム）・[image: ゴモラ]（ゴモラ）、すり潰せ」

　巨漢達が消える。突撃した、と気づいた頃にはもう〈風鈴〉との戦いが始まっている。さっきよりも攻撃が速い。時間差で全周囲から拳打、蹴撃、体当たり。一撃、また一撃と〈風鈴〉を歪ゆがませていく。復活しようとしても凹へこんだ箇所に次の攻撃が決まる。見る間に相手の姿が小さくなっていった。

　が、

「あ」

　いろはが喘あえいだ。

　引き絞った弓が放たれたように、〈風鈴〉が膨張する。弾はじき飛とばされた巨漢の頭を光こう芒ぼうが射い貫ぬいた。一射、二射、三射、千切れ飛んだ覆面が宙を舞う。ブラックスーツの体たい軀くが引き裂かれて、ロープのように細くなっていった。細く、長く、伸びて、伸びて、伸びて──

「〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉、モード・アダー」

　剝がれた塩がのたうつ。〈北極星ポラリス〉の手の動きに合わせて、今度は二匹の大蛇と化す。白い鱗うろこが煌きらめきながら〈風鈴〉に絡からみついた。互いに折り重なるように交こう叉さして、もがく相手の動きを止める。

　そして──

「リバース・サクラメント」

〈北極星ポラリス〉は天をつかむように手を上げた。そのまま拳を握りしめたかと思うと、一直線に引き下ろした。

「〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉」

　業ごう火かが落ちた。

　壁が煮立ち、アスファルトが沸き上がる。太陽が顕現したのかと思った。それくらい凄すさまじい熱と衝撃が押し寄せてくる。大気が燃えるほどの高温に、さすがの蛇達も束縛を崩す。だが当然、密着する〈風鈴〉も無事ではすまない。ごぼりと輪郭を失い、炎の中に消えていく。

（裁きの火）

　背徳の町、ソドムとゴモラを焼いた神の怒り。それをモチーフにした〈北極星ポラリス〉の裏〈秘蹟サクラメント〉。天空より硫黄と火を召喚して敵に叩たたきつける。

　町中なので威力は調整しているのだろう。だがそれでも周囲のビルは半壊していた。地面もぐつぐつと沸騰している。蒸気が晴れたあとには、〈風鈴〉はおろか、塩の蛇達さえ残っていなかった。

「ふん」

　乱れた髪を搔かき上あげて〈北極星ポラリス〉が歩いてくる。いろははぎょっとしたように文ぶん士じをかばった。

「ち、近寄らないで！」

「〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉を犠牲にしてまで助けてあげたのに随分な言い草だね。心配しなくても、もう君を狙ったりしないよ、ミス〈トランペッツ〉……いや、創造主殿」

「え？」

　歩みが止まる。ワンピースのスカートが揺れる。〈北極星ポラリス〉はスマホを投げてきた。

「これはあなたの作品だろう」

　いろはがおぼつかない手つきでスマホを受け止める。筐きよう体たいを上向けた拍子に、放心気味の文ぶん士じからも画面が見えた。投稿サイトのユーザーページだ。ＩＲＯＨＡの名の下に『アポカリプス・メイデン』のタイトルが表示されている。

「アークの民、八つ星、〈トランペッツ〉、全て君のお話の道具立てというわけだ。私も含めてね」

　つっと視線を横にスライドさせる。文ぶん士じに視線を止めて、

「そして君が別作品の主人公、笹ささ貫ぬき文ぶん士じ。君の作品の中では『アポカリプス・メイデン』は作中作の扱いになっている。だから断片的にとはいえ我々の能力を知っていた。分かってしまえば単純な話だ」

「……」

「どうしたね、死ぬほどのダメージを受けているようには見えないが、こないだとは随分、様子が違うじゃないか」

「えらく冷静だな……それに饒じよう舌ぜつだ」

　文ぶん士じは身体からだを起こした。鉛のような舌を辛かろうじて動かす。

「自分が作り物だって話を、よく正気で受うけ容いれられるな。物分かりがよすぎて、心配になるくらいだ。猜さい疑ぎ心しんだけは人一倍あると思ってたんだが」

「受うけ容いれなければ前に進めないからね。何より、この仮説は諸もろ々もろの矛盾を一気に解消してくれる。五里霧中で動き回るよりよほどマシだ」

「だからって」

　落ち着きすぎている。いや、そもそも例のカラオケボックスからどういう過程を経て、彼女は目の前にいる？　何が異能集団のリーダーをここまで変化させた。

「チャット」

　細い顎がしゃくられる。まばたきするいろはに、〈北極星ポラリス〉は首を傾かしげてみせた。

「チャットアプリを開けてみてくれ」

「え、えっと」

　迷いながらもアイコンをタップする。表示された画面には、複数の吹き出しが並んでいた。いずれも相手からの着信、だが通信相手の名前はブランクになっていた。

「時間が巻き戻ったあと届いていたんだ。ことの経緯、背景、関係者の名前が簡潔にまとまっている。誰が送ってきたのかは、分からないけれどね。添付されてきたリンクをたどれば裏取りは容易だったよ。おかげで短時間で事態を把握できた。残念ながら、〈墓掘人夫〉の馬鹿は連絡がつかず止められなかったけどね。残りの八つ星の追跡を中止させて、君らの救援に駆けつけられたわけだ」

　救援──

「どうやって、僕らの場所を」

「ああ、最後に地図が添付されている。我々が何をするべきかの指針も合わせてね」

　画面をスクロールする。確かに、最下段にマップアプリへのリンクが張られていた。そして連絡を締めくくるように一言、メッセージが添えられている。

『助かりたければ、本日夜零時までに宇宿うすき彩いろ葉はを小こ桜ざくら橋ばしに連れてくること。他に生き延びる術すべはない』

　小こ桜ざくら橋ばし。

　またその名前か。記憶が途切れる前に〈えいち・ゔい〉から伝えられた目的地。いや、そもそも差出人不明ということからして、このメッセージも彼／彼女のものではないのか？　だが午前零時？　なんだその期限は。こちらのスマホに連絡は……ない。

「君達をカラオケボックスで見失ったあと、我々もあの風鈴もどきに襲われてね。何人かはもう犠牲になっている。残念だが、あれは我々より強力で、まともに戦っても勝機は乏しい。だから藁わらにもすがる思いで、君達を護衛しようと思ったわけだ」

「護衛」

「正確に言えば、君──笹ささ貫ぬき文ぶん士じと私で創造主、宇宿うすき彩いろ葉はを小こ桜ざくら橋ばしに連れていく。共闘の申し出だよ、これは」

「……」

「ふん、だんまりかい？　あまり悠長に議論している暇もないんだけどね」

〈北極星ポラリス〉の目が細まった。声音がわずかだが低くなる。

「いいかい、風鈴もどきは今の一体だけじゃない。確認されているだけでも十体以上はいる。うち二体は今から向かう小こ桜ざくら橋ばしの周辺だ。残り八体強を私の兵隊、八つ星が引きつけている。いつまでもつかは分からないけどね。ついでに言えば、私は切り札の〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉を焼き尽くして〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉は明日の朝まで再装塡中だ。状況は逼ひつ迫ぱくして一刻の猶予もない。なのに君は何を迷っている？」

「何を」

　迷っているのか？　自分は。いや違う。迷いにさえ至っていない。彼女の申し出をまともに考察できていない。しばらく押し黙ってから、文ぶん士じは呻うめいた。

「僕は……力になれないと思う」

「何？」

「僕の強みは推理力、問題解決能力だ。だけどそれらは全て彼女の、いろはの頭の中から出てきたものだった。だったら、脚本のない現実で僕が役立てることはない。何かを思いつくにしたって、それは多分彼女も考えつくことだから。むしろ守る対象が増える分、君らの足手まといになるんじゃないか」

「本気で言っているのかい？」

　冷ややかな視線に侮蔑の色がにじむ。眉根に、細い皺しわが刻まれた。

「自由に動く肉体と頭脳を与えられながら、あえて何もしないと？」

「……」

　ふんと〈北極星ポラリス〉は鼻を鳴らした。落胆も露あらわにいろはに向き直る。

「ならば君の護衛は私一人で承るとしよう。何、〈秘蹟サクラメント〉が使えなくても並の人間よりは遥はるかに腕が立つ。安心して任せてもらって構わない」

　伸ばされた手を前に、いろはは文ぶん士じを振り返った。どうするの、というように目が訴えてくる。だが動けない。〈北極星ポラリス〉に異を唱える理由がない。

「文ぶん士じ」

　目を逸そらす。うつむきがちに視線を落とす。

「文ぶん士じ！」

「行こう、彼はもうだめだ」

〈北極星ポラリス〉の手がいろはの肩に置かれる。泣きそうな彼女に首を振ってみせた。

「意思のない身体からだは死体と同じだ。自分で言っている通り、連れていっても足手まといになるだけだよ。かかずらうだけ時間の無駄だ」

「でも」

「ここでもたもたしていれば、また風鈴もどきがやってくる。そうすれば彼ともども全滅するだけだ。だったら一刻も早く小こ桜ざくら橋ばしに向かい、事態を解決するべきじゃないか。彼を守りたいのであればなおさら」

「……」

「さぁ」

　いろはの足が動く。手を引かれるまま遠ざかっていく。

　そうだ。それでいい。君を助けるのは僕のような普通の高校生キャラクターじゃない。〈北極星ポラリス〉を初めとした能力者集団であるべきで。

　うつむいて、縮こまって、身体からだも意識も内向きになって──

　バァン！

　横よこ面つらを張られた。凄すさまじい力。首だけでなく上体ごと吹き飛ばされる。なんだ、と思う間もなく反対側の頰を張られる。続けて額に拳、こめかみに平手、鼻に裏拳。

「な、何をする！」

　街明かりを背にいろはが立っていた。肩を怒らせて顔を真っ赤にしている。後じさる文ぶん士じを見下ろして、彼女は下唇を嚙かんだ。

「いい加減にしてよ！」

　火を噴くような視線で睨にらみつけてきた。

「足手まといって何よ。あなたみたいになんでもできて、なんでも知ってて、なんでも持ってる人が足手まといなら、あたしはどうなるのよ！　出来損ないの欠陥品もいいところじゃない。自慢じゃないけどあたし一人じゃ、とっくにこの人達に捕まってたわよ！」

　ビシリと〈北極星ポラリス〉を指さす。ボブの少女は不意を突かれたように片眉をもたげた。

「そ、それは」と文ぶん士じは呻うめいた。違う。それは違う。

「君の小説の情報を使っただけだ。僕が能動的に思いついたことなんか、何もない。少し考えれば君も同じようにできたはずで」

「できるわけないでしょ！　普通の人間、舐なめてるの!?」

　嚙かみつかんばかりに詰なじられる。

「普通の人はね、パニックになるの。足がすくむの。すぐに諦めちゃうの。絶体絶命の状況で逆転の策を練ったりなんてしない。嫌なことからは逃げるし、怖いことからは目を逸そらす、それはあたしが一番よく分かってるんだから！」

「いろは」

　白い頰に大粒の涙が落ちる。しゃくりあげるような声が喉の奥から漏れる。彼女は嗚お咽えつ交じりに唇を震わせた。

「あ、あたしの作品は確かに稚拙でテンプレで、自己満足だったかもしれないけど」

　拳を握りしめる。訴えるように文ぶん士じを見て、

「あなただけは、本当にかっこよく書けたと思ったんだから！　ねぇ、文ぶん士じ！　あなたは頭がよくて自信家で女の子には優しい主人公なんでしょ。だったら設定くらい守ってよ！」

　……。

　電撃が駆け抜けたようだった。まったくもって非論理的な、根拠の欠片かけらもない一喝。だがなぜだろう。身体からだが動く。息ができる。思考が回り出す。

（ああ）

　そうか。僕は確かに異能力者じゃない。魔法も使えなければ操れる超兵器もない。だが──『主人公ヒーロー』の役割は与えられていた。解決不可能な謎、誰もが臆する障害に挑む意思。それこそが笹ささ貫ぬき文ぶん士じのアイデンティティだ。それはもう失われてしまったのか？　作中の創作物と指摘されたことで霧散したのか？

　否。

　──僕は、何も変わっていない。

「ふん」

　身体からだを起こす。ずれた眼鏡を直す。

「設定を守れだって？　言われるまでもない。悪いが、すでに僕は事態の打開策を考えてある。今は少し作戦の妥当性を吟味していただけだ。別に呆ほうけていたわけじゃない」

「え？」

　呆ぼう然ぜんとするいろはから、ボブカットの少女に視線を移す。声を張り上げて、

「いいだろう、〈北極星ポラリス〉、共闘を飲もう。ただし僕の腕っ節じゃなくて頭脳を買っているなら、こちらの指示には従ってもらう。頭が二つある集団の末路は、例外なく自滅だからな」

「いいとも」

　彼女は歩み寄ってくると、泰然と手を差し伸べてきた。ひんやりした指をこちらの指にからませる。

「ただ──そうだな、一つだけ条件がある」

「なんだ」

　警戒する文ぶん士じに〈北極星ポラリス〉ははにかむような笑みを返した。

「私のことは里り桜おと呼んでほしい。創造主殿の前でなんだが、〈北極星ポラリス〉という呼び名は可か愛わいくなくて苦手でね」




　まずは方針の共有だ。

　そう告げると、里り桜おはやや不満そうになった。一刻も早く移動したかったのだろう。だが直前に交わした約束を破る気はないようで、話の続きを促してきた。三人で車座になってスマホの地図を囲む。

「可及的速やかに小こ桜ざくら橋ばしを目指す。その目的に異論はない。だけど〈北極星ポラリス〉……いや、里り桜お、具体的に、君はどう〈風鈴〉をやり過ごすつもりだったんだ」

「だから、八つ星に引きつけさせて」

「周囲に点在している敵はそれでいい。だけど橋の周辺には、〈風鈴〉が二体いるんだろう？　それはどうする。君の〈秘蹟サクラメント〉は当てにできないはずだ」

　里り桜おは肩をすくめた。

「目を引くくらいなら私一人でできるさ。二手に分かれて、私が囮おとり役やくになればいい」

「それで二体とも釣れればいい。だけど一体しか釣れなかったら？　奴やつらに少しばかり知恵があって、小こ桜ざくら橋ばしを重要拠点と認識していれば、オフェンスとディフェンスに分かれるくらいするだろう。そうなった時に、君のプランではリカバリのしようがない」

　ふん、と里り桜おは鼻を鳴らした。面白くもなさそうに「で？」と顎をしゃくってくる。文ぶん士じは小さくうなずいてみせた。

「〈風鈴〉に見つからない方法を探す。至近距離でも、探知さえされなければ戦闘は避けられるだろう。それこそ、橋の周囲を奴やつらに取り囲まれていても突破できる」

「もう少し、具体的に」

「いいかい、あいつらは人類皆殺しを狙っているわけじゃない。だったらもっと騒ぎが広がっているはずだ。あの〈風鈴〉は、どういうわけか、いろはとその創作物を狙っている。僕然しかり、君然しかり、他の八つ星然しかり。だったら他の人間と僕らをどうやって見分けている？」

「……」

「いろは、もう一度だけ確認するけど、あの〈風鈴〉は君の作中キャラじゃないんだな？　過去に書いたどんな作品にもあんな敵は出てこない」

「ええ……」

「だったら話は簡単だ。作中の存在ならいざ知らず、外の存在が僕らを識別する方法は一つしかない。いろはの書いた小説、その作中描写だよ」

　はっとしたように見返される。文ぶん士じはスマホの画面を切り替えた。

「『そして真ん中に悠然と腰かけるのは制服姿の少女だった。

　ワンピースの胸元にリボンを煌きらめかせて、ボブカットを揺らしている。マネキンのように細い手足、整いすぎるほど整った顔。年の頃はいろはと同じくらいだろうか、だが、まとっている迫力がまったく違う。生まれながらの王、支配者といった貫かん禄ろく──〈北極星ポラリス〉』」

『アポカリプス・メイデン』のテキストをハイライトしてみせる。里り桜おはまじまじと画面を見つめた。

「分かりやすすぎるほど分かりやすい探索条件だ。服装・髪型・体型・年齢。一つ一つは普遍的でも、全部を兼ね備える人間はそうそういない。チェックリストにして与えれば、そこらの小学生だって君を見つけられるだろう。まぁ、時間さえかければの話だけど」

「なるほど、確かに……と言いたいところだが」

　里り桜おの首が傾かしいだ。

「いささか単純すぎはしないかな。たとえば私が髪を二つ結びにすれば、それで彼らは私を見失うのかい？　あるいは胸のリボンをネクタイに替えたら」

「一かゼロかではないと思うよ。それぞれの探索条件にポイントがついて、合計で何点の閾しきい値ちを超えたら『発見』とするのかもしれない。コンピュータの画像認識技術みたいに」

「ああ」

　得心したように里り桜おはうなずいた。

「つまり、君はこう言いたいのか。我々の特徴を、小説の描写から『一定量』引き離せば、相手の目標判定から逃れられると。公開済みのテキストから該当部分を抽出して、注意深くそこを外していけば」

「うん」と首肯する。

「ただ、各描写に対する評価ポイントと『発見』の閾しきい値ちはブラックボックスだ。ここは実地で見極めないとな。とりあえず、僕が実験台になろうと思うんだが」

「いや、それには及ばない」

　里り桜おは自分のスマホを取り上げた。アドレス帳の番号をタップする。

「サンプルの数ならこちらの方が多い。君がやるよりも断然潰しが利きく。……ああ、私だ。〈奇術師〉か」

　宙に視線をさまよわせる。

「預けていた私の制服があるだろう。あれを着てみてくれ。ん？　いやもちろん正気だとも。悪ふざけじゃない、大切な任務だ。我ら同胞の未来を守るためにも、是非協力してほしい。うん、うん、もちろんズボンは脱ぐんだ」

　スピーカーから激しい抗議の声が漏れてくる。だが里り桜おは頓着しなかった。

「着替えたかい？　よろしい、では風鈴もどきの前に姿をさらしてくれ。……ああ、攻撃されたか。だろうね。よし次はひげを剃そってみよう。髪もボブカットにして」

　……。

　悲惨極まりない実験は、だが貴重な知見をもたらしてくれた。

　容姿に関しては、概おおむね六割の記述に合致していれば本人と見なされる。

　名前を呼び合っても被発見のリスクは上がらない。評価外か、あるいはかなり低い点数と思われる。ただし、作中の決め台詞ぜりふ・口癖などには反応される。

〈秘蹟サクラメント〉の使用は一発で本人認定される。また、かなり遠方の〈風鈴〉にも検知される。

「なるほどね」

　まとめたメモを見下ろしながら、文ぶん士じは顎をなでた。実験データが多いと、やはり正確な情報が導ける。こういうところはチームであるアークの民が羨ましい。個人プレイでは、到底できない芸当だ。まぁ、代わりにいたましい犠牲を払うことになったが。

「要するに、外見さえガラリと変えれば連中をあざむけるってことか。拍子抜けだな。もっと手こずるかと思ってた」

「情報ソースが限られているからね、先方としても、それ以外に索敵の手段がないんだろう。君が〈風鈴〉達の主でも同じ手を選ぶんじゃないか」

「確かに。顔認証みたいに、特徴点を何十個も準備できないしな」

「あ、あの、つまりどうすればいいの？」

　一人だけついていけないように、いろはが口を挟んでくる。文ぶん士じは、里り桜おと顔を見合わせて「決まってるだろ」と告げた。

「まずは、あるだけ君の貯金を下ろすんだ」




　果たして作中人物の通貨がきちんと使えるのか、使えないのか、検証している余裕はない。

　偽にせ金がね使用で摘発されるリスクを思えば、いろはの懐ふところを当てにするのが順当だった。渋る彼女を説き伏せてコンビニに直行、現金を準備させる。得た軍資金を、そのまま大通り沿いのファストファッション店に持ちこんだ。

　作中にスカートと書かれていればショートパンツ、ジャケットと書かれていたらパーカー、エナメルシューズはスニーカーに買い替えていく。念のため、無意識の趣味・嗜し好こうが入らないよう、互いに互いの服を選び合った。

　着替え後、鏡をのぞきこんで、文ぶん士じは（うわぁ）と思った。

　柄物のＴシャツにパーカー、ダメージジーンズ、そしてサングラス。

　ちゃらい。自分の金なら絶対買わないアイテムばかりだ。Ｂ系というやつか？　試しにＹＯと手首を折り曲げて更衣室を出ると、待っていたいろはに噴き出された。

　里り桜おはウィンドブレーカーにレギンス・ショートパンツのジョガースタイルだ。髪をまとめるためか、ランニングキャップも買っている。すらりと伸びた足が健康的で、普通に似合っている。ずるい。

　いろははカットソーブラウスにデニムのスカートだった。襟ぐりが大きいためか、恥ずかしそうに身をくねらせている。キャミの紐ひもが見えていないか気にするので、「どれどれ」とのぞきこんだら殴られた。理不尽な。

　ともあれ三者三様、装よそおいも新たに出発する。「ありがとうございましたー」店員の声を背に道路に戻った。

「さてと」

　時計を確認。時間は──午後九時半。指定時刻の零時までには、まだ余裕がある。

　ここから小こ桜ざくら橋ばしまでは直線ルートで約二十分、もともとは裏道伝いに行く気だったが、里り桜お達が味方になった以上、遠回りの必要性は低い。今は少しでも早く目的地にたどり着きたかった。

　前衛は里り桜お、後衛は文ぶん士じ、間にいろはを挟みこむ。

　まだまだ宵の口と思っていたが、幹線道路の交通量はまばらだった。橙だいだい色いろの街灯に照らされてアスファルトがぬらぬらとてかっている。時折、大型車両が通過しては地面を揺らしていった。駅前から外れているためか、営業中の店舗は少ない。色あせたシャッターの上で一昔前のＣＭキャラクターが微笑ほほえんでいた。

　カツ、カツ、カッ。

　最初は緊張していたものの、進むにつれて肩の力が抜けてくる。〈風鈴〉が現れそうな気配はない。万全は期しているが、あえてその効果を試したくもなかった。

「一つ、気になることがあるんだけど」

　しばらくして里り桜おが言った。歩みのペースを保ったまま、肩越しに振り返ってくる。

「君は学園事件解決人なんだよね？　トラブルシューターとも名乗っているけど、作中の肩書きはその二つが大半だ。なのに作品タイトルは『文ぶん士し探偵』になってる。なぜだい」

「さぁ」

　肩をすくめる。

「大方、それじゃ語呂が悪かったんだろう。『作家』という属性と、僕の名前──文ぶん士じをかけて肩書きにする場合、文ぶん士し学園事件解決人じゃ長すぎる。だから、シンプルな『探偵』って単語を持ってきたんじゃないか」

「タイトル詐欺だろう。このキーワードを持ってきた瞬間、読者は本格推理を期待するよ。でも君の小説は、そこまでトリックを重視しているわけじゃない。がっかりしないかな」

「確かに」

　鋭い指摘だ。だが、であればこちらも言いたいことがある。

「君の二つ名のポラリスだけど、あれって、正確にはこぐま座アルファ星の名前であって、北極星の意味じゃないよな。北極星は地球の歳差運動で移り変わるから、数千年間隔で次の星にバトンタッチしていく。君が休眠中に北極星が変わったら、二つ名もコカブだのトゥバンだのになるのかい？　結構間抜けだと思うんだけど」

「そんな細かいこと、作者が気にしてるわけないだろう。超古代種族の幹部名に〈映写技師〉とか〈探偵〉とかつけるセンスだよ。背景世界の考察を真面目にやっているとは、とても思えない」

「まぁね。ああ、そういえば僕の二つ名の一つ、『ゴルディアスの剣を持つ者』。あの逸話って要は、解けない知恵の輪を力ずくでぶった切ったってことだろう？　登場人物の頭のよさを示すには絶対不適切だと思うんだけど──」

「う、うるさいわね！」

　半泣きで抗議された。いろはは顔を真っ赤にして、前後の護衛を睨にらみつけてきた。

「ネーミングは語感重視なの！　意味に拘こだわりすぎてダサくなったら本末転倒でしょ！　あえてやってるのよ、あえて！」

「あえてやった結果が、ソドムとかゴモラとか、旧約聖書の単語をモチーフにすることなのかい？　ちょっと理解しづらいな。あそこらへんはもう手て垢あかがつきすぎて、出すだけで陳腐に思われる危険性が──」

「ふぉぉあああ！」

　突き飛ばされた。危うく車道に転倒しかけて、里り桜おに助けられる。いろはは手負いの獣のように息を荒くしていた。目の焦点が合っていない。肩が上下に揺れている。里り桜おは文ぶん士じの手首をつかんだまま、片眉をもたげた。

「そのくらいにしておきたまえ。なんだか、見ていて気の毒になってきたよ」

「君が最初にこの話を振ったんだぞ……」

　うらめしげに言って歩道に生還する。服の埃ほこりを払って、いろはに手を差し伸べた。

「悪かったよ。ほら行こう、立ち止まっていると人目を引く」

「……」

「謝るから、ほら、この通りだ」

「……ううぅ」

　行軍再開、特にトピックもないので、雑談の種が尽きれば自然と無言になる。文ぶん士じは一応周囲に注意を払いながら、スマホを取り出した。

　新着メッセージは……ない。

〈えいち・ゔい〉の連絡は、原稿の督促で途絶えていた。避難場所の件や小こ桜ざくら橋ばしについてのコメントは消きえ失うせている。時間が巻き戻っているのだから当然だが、そのあと何度呼びかけてもだんまりなのは気に入らなかった。彼／彼女は一体どこにいるのか、何をしているのか。状況は逼ひつ迫ぱくしているのだ。知っていることがあるなら、とっとと共有してほしかった。

　そもそも彼／彼女は何者なのだ。メタな助言内容からしても、作中の人物とは思えない。〈風鈴〉と同じ存在？　だったらなぜ自分達に味方してくれる。救いの手を差し伸べてくれる。しかも、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなやり方で。

「ねぇ、ねぇ、文ぶん士じ」

　いろはが振り向いてきていた。怪け訝げんそうにスマホを一いち瞥べつしながら、

「さっきから何チャットしてるのよ。危ないわよ、画面を見たまま歩いたら」

「情報収集だよ」

　筐きよう体たいを振ってみせる。そうだ、そういえば〈えいち・ゔい〉の存在について、いろはと議論していなかった。知らないと答えられるだろうが、一応確認しておくか。

「なぁ君、念のために訊きいておくけど、このチャット相手──」

「あれ？　ひょっとしてそれ、アポデンの絵師さん？」

　ん？

「知ってるのか」

「うん、だって登場させたし、あなたと作品のことを話し合う役回りで、何度か」

　そう、なのか。

「軽い口調で話すから息抜きになるでしょ。作品展開的に重い話が続いた時は、あなたと絵師さんのチャットで場を和ませてたの」

「……」

「でも、だからってこんな時にまで息抜きしなくてもいいでしょ。いつ〈風鈴〉が現れるか分からないんだから」

「いや、息抜きのつもりは全然なくてね」

「じゃあ何よ」

「だから情報収集だって。その絵師さんから、君を助ける方法を聞いていて」

　違う。

　訊ききたいのは、彼／彼女がなぜ〈風鈴〉の存在を知っているかだ。未確定ではあるが、里り桜お達までまとめあげて、いろはを守らせているのはどうしてか。果たして作中人物にそんな高度なアクションが取れるものか。そう続ける気だったが、

「助ける方法」

　いろははきょとんと首を傾かしげた。

「そんなの知ってるわけないでしょ、ただのイラストレーターが」

「で、でも実際に」

「それは愛あい想そのよいキャラだから、話は合わせてくれるだろうけど、実際にはなんの力にもなれないと思うわ。一般論か景気づけを言うだけで……ああ、でも思わせぶりなコメントはするかもね、確かに〈うりえる〉さんなら」

　……。

「なんだって？」

「え？　だから思わせぶりな言い方は」

「じゃなくて名前だ、絵師さんの名前、なんて言った？」

　いろはは目をぱちくりさせた。

「〈うりえる〉さんよ、旧約聖書の芸術を司つかさどる天使から名前を取ったの。今、彼女のことを話してたのよね？」

　呆ぼう然ぜんとした。

　そうだ。いろはのネーミングは身近なものか伝説・神話由来のものに基づいている。ひねった略称や隠喩の類いは一つもない。だったら〈えいち・ゔい〉なんて名前はどこから出てきた？　えいち・ゔい……ＨＶ？

「止まって」

　ウィンドブレーカーの背中に衝突しそうになる。気づけば里り桜おが立ち止まっていた。片手を上げて、曲がり角の向こうをのぞきこんでいる。

「どうした」

　しっ、と唇の前に指を立てる。首の動きだけで彼女は道の先を示した。

　いつの間にか大通りを外れていた。商業ビルは姿を消して、低層の集合住宅が増えてきている。ナビアプリを見れば既に縮尺が最大になっていた。目的地まで、もうほとんど距離がない。そして橋へと続く一本道に、街灯ではありえない複雑な輝きが見えた。一つ、いや二つ。

「奴やつらだ」

　耳元で里り桜おの囁ささやき声ごえが響いた。
















〈風鈴〉は無人の道路に静かにたたずんでいた。

　地上から数十センチの虚こ空くうに浮かんでいる。たまに風に吹かれて向きを変えるが、どこかに行こうという意思はなさそうだった。鈴の鳴るような音を立てながら、元の位置に戻っていく。

　二体だ。

　橋のたもとに一体、そこから十メートルほど手前に一体。左右に分かれて、相互の視界を確保している。見たところ道に分岐はなく、このまま進むなら彼らの横を通るしかない。ただ道幅は四メートル程度で、こっそりとすり抜けるのは不可能だ。

「回り道できないの？」

　不安そうにいろはが見上げてくる。

「上流か下流の橋を渡って、反対側から回りこむとか」

　地図を見る限り、徒歩圏内に複数の橋がある。区画整理が不十分な地帯なので、結構な迂う回かいになるが、やってやれないことはない。だが、

「あまり意味はないと思うな」

「なんで？」

「橋自体が短すぎる。多分十メートル程度だろう。反対側のたもとに近づいた時点で、対岸の〈風鈴〉に見つかる」

「……」

「どのみち僕らのカモフラージュを試すなら、回り道するだけ時間の無駄だ。覚悟を決めて突っこんだ方がいい」

「でも」と言いかけて、いろはは口をつぐんだ。反論の材料がないことに気づいたのだろう。目だけで恭順の意を示してくる。

　里り桜おが姿勢を正した。

「じゃあ、私がまずは先行するよ。君達は様子を見てついてくるといい」

「いや、ここは僕が行く」

　里り桜おは「うん？」と片眉をもたげた。

「理由は？」

「もし失敗した場合、君なら撤退を援護できる。石を投げるにしたって僕らよりはコントロールもいいだろう？　生還確率が増える」

「なるほど」

　顎に指をあててうなずく。理屈さえ通れば、感情的な抵抗はないのだろう。「では」と微笑ほほえみ、足元の石いし塊くれを拾い上げる。

「お手並み拝見と行こう。何、最悪逃げ切れなくても、私が創造主殿を無事にエスコートしてみせるよ。君は安心して勝利の礎いしずえとなりたまえ」

　かんに障さわる言い方だが、先行を買って出たのは他ならぬ自分だ。うなずいて路地の向こうを見据える。

（……ふぅ）

　足を進めるのには少なからぬ勇気が要った。

　大丈夫だとは思っていても、賭け金が命となれば身もすくむ。いろは達の目がなければ、少なからず逡しゆん巡じゆんしていただろう。目を閉じて、手汗をぬぐって、ひたすら深呼吸を繰り返していたかもしれない。ただ最終的には見み栄えが恐怖を上回った。背後の二人に手を上げて曲がり角から出る。

　ひやりと風が頰をなでた。

　道の奥に水晶の煌きらめきがある。距離は目測で三十メートル、左右に隠れる場所はない。

　前進する。

　わずかに〈風鈴〉が震えた。違う、気のせいだ。奴やつらは一ミリも動いていない。ならば揺れているのは自分の視界か、あるいは意識か。

　前進する。

　音が聞こえる。鈴の音だ。リィン、リィンとテンポを上げているように思える。〈風鈴〉の姿が大きくなる。表面の光が強くなった気がする。

　前進する。

　手前の〈風鈴〉まで、もう何メートルもない。気づけば奴やつは、はっきりと向き直ってきていた。幻覚ではない。一歩進むごとに微妙に角度を変えてきている。

（認識されてる）

　ぶわりと全身の毛穴から汗が噴き出した。よくよく考えれば、別におかしなことではない。自分は透明人間になったわけではない。服を替えて、髪型を変えて、小説の描写を外しただけだ。相手から見れば、人影が普通に道を歩いてきたというところだろう。であればまずは確認するはずだ。顔をのぞきこみ、目鼻立ちを見て、笹ささ貫ぬき文ぶん士じの情報と照合して。

　タッ。

〈風鈴〉との距離がゼロになる。顔が引きつり心臓が止まりかける。だが何秒たっても攻撃はなかった。輝く飛ひ翔しよう体たいは、何ごともなかったように元の向きに戻っていく。

「ふぅ」

　拳を握りしめる。胸元をつかみ呼吸を整える。まだ震えの残る足を鼓舞しながら行軍再開、ペースアップして、もう一体の〈風鈴〉の横も通過する。異常はない。肩の力を抜いて周囲を見渡す。

（橋のたもと……でもないか）

　欄干までは、まだかなり距離がある。これならいろはの言う通り、反対側から回りこむ手もあったかもしれない。まったくもって今更の話ではあるが。

　振り向いて手を振る。里り桜おは大きく手を振り返してきた。

　いろはが出発。一歩、二歩、と近づいてくる。一体目──クリア、二体目……立ちすくみながらもクリア。

　歩いて、歩いて、小走りになって、つんのめって、また歩き出して、

「ふぁああああっ……！」

「ＯＫ、ＯＫ、よく頑張った」

　二の腕をつかんで、倒れこむ彼女を受うけ容いれる。震える肩を叩たたきながら里り桜おに合図した。

　……。

　さすがと言うべきか、里り桜おは顔色一つ変えなかった。ファッションショーのランウェイでも進むかのように堂々と歩いてくる。一体目を通り過ぎる時も一顧だにしない。怖くて目を背けているというよりは、まったく興味がない感じだ。

　だが二体目のそばをパスしようとして、彼女は立ち止まった。顎をもたげて、しげしげと〈風鈴〉を見つめる。

「おい、おい何やってるんだ」

「いや、ちょっとね」

　じっと目を凝らす。

「表面に浮かび上がっているの、これ、文字じゃないかな。模様か光の襞ひだかと思っていたけど、読めそうな気がする」

　確かに、カラオケボックスで接近遭遇した時、奴やつの表面には奇妙なパターンがあった。不鮮明なので、きちんと認識できなかったが……文字？　僕らの世界の？　気になる。気にはなるが。

「やめておけ。今は目的地にたどり着くのが最優先だろう。余計なリスクを冒すべきじゃない」

「リスクはないだろう。君の策のおかげで、彼らは私達を見失っている。何、すぐに確認できるよ。何分もかからない」

「里り桜お」とたしなめるも、彼女は一層顔を〈風鈴〉に近づけた。白い頰に複雑な光が映りこむ。

「updating……英語か？　updating the pattern files……んん」

　アップデート──更新中？　パターンファイル？

「file version 1.30.342.2……なんだろう変なゲージがあるな。徐々に上がっているけど、もう少しで満タンに──」

　刹那、脳裏で最高レベルのアラートが鳴り響いた。はっとなって叫ぶ。

「逃げろ！　里り桜お！」

「え？」

「早く離れろ、そいつは！」

　光こう芒ぼうが煌きらめいた。里り桜おの上体が吞のみこまれて、一瞬あとには跡形もなく消滅している。重しを失った下半身が力なく崩れ落ちた。

　い──

「いやぁああああ！」

　絶叫するいろはの腕をつかむ。力任せに引き起こして走り出した。彼女は混乱も露あらわに首を振ってきた。

「な、なんで、どうして！」

　信じられないように里り桜おの下半身と〈風鈴〉を顧みる。

「あたし達のこと、分からないんじゃなかったの!?　小説の描写を、キャラの特徴を外したから」

「パターンファイルが最新化されたんだ」

　奥歯を軋きしませて呻うめく。

「僕らの新しい容姿をインプットされて、本人だと認識できるようになった。里り桜おが言っていたゲージは多分、アップデート進捗だ。更新ファイルをダウンロードして適用、再さい稼か働どうした」

「何を……」

「あれはウィルス対策ソフトだ。僕らみたいな異イレ分ギユ子ラーを駆除するための」

　自分でも何を言っているか分からない。だが倒れ伏す里り桜おの姿は現実だった。ひょっとしてまた塩の分身ではとも思ったが、動き出す様子はない。当然か。〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉の下僕は神の怒りで滅ぼされた町の名に因ちなんでいる。ソドムもゴモラも、既に〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉で焼却済みだ。

　里り桜おは──『アポカリプス・メイデン』最強の敵役は失われてしまった。

（畜生）

　無理矢理にでも駆け寄って〈風鈴〉から引き離すべきだった。リスクを叫ぶなら、すぐにでも行動に移るべきだった。自分の吞のん気きさに嫌気が差す。だが自じ己こ嫌けん悪おに浸っている余裕はなかった。

〈風鈴〉が飛ひ翔しようする。土煙を上げながら突っこんでくる。

　とっさに道端のカラーコーンを投げつけるが、短たん冊ざくの一ひと薙なぎで弾はじかれた。ガレージのシャッターにぶつかって、けたたましい金属音を上げる。

「走れ！　あと少しだ！」

　いろはの腕を離す。驚く彼女の背を、突き飛ばすようにして押し出した。〈風鈴〉に向き直る。彼女が逃げる時間を、数秒でも稼ごうと覚悟する。

「文ぶん士じ！」

「立ち止まるな！　行け！」

　駄目元でもう一個、カラーコーンを持ち上げる。胸の前に構えて突撃、先端部分を叩たたきこむ。

　弾はじき飛とばされた。トラックと正面衝突したような衝撃、アスファルトを転がり、背中と胸をしたたかに打ちつける。肺の中の空気が強制的に吐き出させられた。

　必死に身体からだを立て直した時にはもう、〈風鈴〉に見下ろされていた。二つの発光体が覆おおい被かぶさるように浮遊している。

（くそっ）

　水晶の表面に光が集う。二体が挟みこむようにして攻撃をしかけようとしている。だめだ、逃げられない。光こう芒ぼうが弾はじけて、視界が白んで、世界の輪郭が飛んで──

「わぁああ！」

　小柄な影が釣鐘の背中に体当たりした。弾みで光こう芒ぼうの向きが変わり、もう一体の〈風鈴〉を直撃する。ぐわぁあああんと、銅ど鑼らを叩たたくような轟ごう音おんが響いた。

「立って！　文ぶん士じ！」

　手を引かれる。いろはだった。仰天した。驚きのあまり息が止まりそうになる。

「君！　行けって言っただろ！」

「そんなことできるわけないでしょ！　ここまで来て、あたし一人だけ！」

「二人で逃げ切れるならそうしてる！　全滅を避けるには、どちらか一方で防ぐしかなくて」

　リィィィンと甲高い音が響く。〈風鈴〉が動き出していた。同士討ちの衝撃に、ふらつきながらも向き直ってくる。

　歯がみして走り出す。いろはの身体からだを、少しでも前に押し出そうとする。

　チリチリと首筋にプレッシャーを感じた。肌が痺しびれたような痛みを訴える。

（この距離で撃たれたら）

　さすがに避けられない。というか小こ桜ざくら橋ばしにたどり着いても、無防備な背中を射い貫ぬかれるだけだろう。あそこはシェルターでもなんでもない、ただの野ざらしの道だ。十分に連中を引き離せなかった時点で、もう終わりは決まっていたわけで──

（ああ）

　里り桜おの亡なき骸がらが脳裏を過よぎる。絶望が意識を満たす。背後で光が煌きらめいた。

　──。

「あれ？」

　何も起きない。すぐ前のいろはもまばたきしている。なぜ無事なのか。確かに〈風鈴〉は攻撃を放った。それは間違いないはずなのに。

　恐る恐る振り返って目を剝むく。光こう芒ぼうが──止まっている。橋のたもとで何かにぶつかったように軌跡が断ち切られていた。〈風鈴〉も静止している。表面の陰影さえぴくりとも動いていない。

（何が）

　起きたのか。わけが分からない。時が止まっている？　なぜ、一体どうして。ふらふらと、引き寄せられるように光こう芒ぼうに近づきかけた時だった。

「ああ、橋から出ない方がいいですよ。また彼らに見つかってしまいますからね」

　!?

　いつの間に現れたのか、橋の中ほどに一人の子供が立っていた。

　子供──七、八歳くらいだろうか。おかっぱの髪型で、男とも女とも見て取れない。服装もハーフパンツにポロシャツ、ベストというユニセックスなものだ。ただ唇は紅を引いたように赤く、長く濃密な睫まつ毛げも奇妙に女性的だった。

「誰だ」

　さっきまで橋の上には誰もいなかった。隠れられそうな障害物も、出てこられそうな路地もない。なのにこいつはどこから現れた。

　警戒する文ぶん士じの前で子供は肩をすくめた。

「誰？　いやですねぇ。散々チャットをしあった仲じゃないですか。ボクですよ、分かりませんか？　『ラフを送ったので見てくださいー』って」

　絵筆で何かを描くような仕草。

　ああ……ひょっとして、

「〈えいち・ゔい〉か」

「はい」

　子供は嬉うれしげにうなずいた。

「そうです、イラストレーターの〈えいち・ゔい〉です。こうしてお目にかかれて、とてもとても嬉うれしいですよ、笹ささ貫ぬき文ぶん士じさん」

[image: ]

「噓うそだ」

　からからに乾いた声が漏れる。気づけば、いろはを背に隠していた。

「いろはに確認した。小説本編のイラストレーターは、〈うりえる〉という名前だった。君みたいなキャラは登場していない。何者だ？　どうして僕らに干渉してくる」

「うーん」と子供は唸うなった。可か愛わいらしく小首を傾かしげて、

「色々勘違いがありますねー。まずもって干渉されたのはボクの方です。そして、この世界のイラストレーターはボク、〈えいち・ゔい〉で間違いありません。何も噓うそはついていませんよ」

「どういうことだ」

「順を追って説明していきましょうか。ただあまり時間の余裕がなくてですね、今は……十時ですか。あと二時間で、あなた方が認識している、この世界は消滅します」

　!?

「ああ、何もしなければということですよ。幸い、あなた方は、ボクの話を信じてここまで来ていただけたわけですから、まだ打つ手はあります。あとはどれだけ早く状況を吞のみこんで、事態の収拾にご尽力いただけるかですね」

「……」

　有無を言わさぬ感じが不快だが、状況を把握したかったのは事実だ。黙って話の続きを促す。

〈えいち・ゔい〉はこくりとうなずいてきた。

「賢明です。では手て際ぎわよくお話ししていくとしましょう。そうですね。理解をたやすくするために、まずはヨーヨー釣りを思い浮かべてもらえますか」

「は？」

「ヨーヨー釣りってあの、縁日で水風船を釣るやつ？　紙の釣り針とかに結び目を引っかける」

　いろはの確認に〈えいち・ゔい〉は「ええ、ええ」と答えた。

「こよりがまた絶妙に切れるんですよね、あれ。子供にとってはかなりストレスフルな体験だと思いますが、よいんですかねぇ、情操教育的に、メンタルヘルス的に。ま、それはともかく、ゲームの内容はこの際、あまり関係ありません。注目いただきたいのは外観です」

「外観？」

「見た目ですね。ヨーヨー釣りの屋台は、果たしてどういうもので構成されているか。細かく言えば切りがありませんが、大きく分けると三つでしょう。水風船、それを入れるプール、そして店番の親おや父じ」

「おい。おい、なんの話なんだ、これは」

「だから、状況を把握するためのたとえ話ですよ。あまり焦じらしても仕方ないので言ってしまいますが、このうち、水風船があなた方の世界です。正確さを期すならば『数多あまたに浮かぶ水風船の一つがあなた方の世界』、『その他の水風船は、各おの々おの別の世界』ということですね」

　な。

「そして、水風船を浮かべるプールがボクです。ゲスト世シス界テムをホストする基盤メカニズム、ハイパーバイザ・エンジン、すなわちＨＶ」

　ぽかんと口を開けてしまう。荒唐無稽な話に頭が追いついていかない。だが子供は、こちらの混乱を気にした風もなく続けた。

「ボクの仕事は各世シス界テムの健やかな成長と、安あん定てい稼か働どうを見守ることです。監視や障害対応、資リソ源ースの配分など、最低限の干渉は行いますが、基本的に世シス界テムの住人に意識されることはありません。ヨーヨー釣りのたとえに立ち返ってほしいんですが、あなた方が水風船の中にいたら他の風船やプールの存在には気づけませんよね？　行き来は当然不可能ですし、通信さえできません。そうやって、世シス界テムと世シス界テムを完全に分断することで、セキュリティと資リソ源ース配分の効率化を実現しているんです。いや、しているはずでした」

「実際は違うと？」

「というよりフレームをねじ曲げてしまった人がいるんですね。宇宿うすき彩いろ葉はさん、あなたですよ」

　小首を傾けてくる。いろはは仰天したようにまばたきした。

「あ、あたし？」

「全部が全部、あなたの責任ではありませんけどね。引き金を引いたのはあなたです。昨日の夜六時、この小こ桜ざくら橋ばしで」

〈えいち・ゔい〉はつかつか歩いて行くと、欄干を押えた。

「ボクにはバグがあったんです。ハイパーバイザ自身の一部領域が、各世シス界テムと重なってアクセス可能になっていた。もっとも極々微少な重なりなので、普通は探そうとしても、探せるものじゃないんですけどね。偶然にもあなたは橋の裏側をのぞきこみ、それを見つけてしまった」

「裏側──」

　古い錠前。橋の欄干の裏に輝く鍵穴。

　いろははそれを──開けた。

「か、鍵を回しただけよ。他には何もしてないわ」

「願ったじゃないですか、『お話の世界が現実になればいい』って。ボクにとっては、それがコマンドでありオーダーです。疑うことなく処理しましたよ。ログを、タイムスタンプを、データベースを改変して、あなたの世シス界テムを作り替えた」

「そ、そんな」

「そんな馬鹿なこと、できるわけないだろう」

　目の前の子供が、物語を現実にして、空想を実体化させたなど。

「できますよ、簡単です。たとえば、あなたがコンピュータゲームを作るとしますよね。その登場人物と作中作のキャラクターはどう区別するんですか？　きちんと管理するにしても、せいぜい登場人物の一覧に『現実の存在』か否いなか、のフラグを持たせるくらいじゃないですか。だったら、そのフラグを書き換えれば、一瞬で現実とお話が入れ替わるでしょう？」

「僕らはコンピュータの中のデータだと？」

「いえいえ。これもまぁもののたとえです。上位存在から見れば、下位存在同士の差違などゼロに等しいと言いたいだけですよ」

「……」

「重要なのは、『世シス界テムを書き換える意図を持った者』が『それを可能とする脆ぜい弱じやく性せいに行き会った』という事実です。鍵とは攻撃者の意図・能力の象徴であり、錠前は脆ぜい弱じやく性せいのシンボルです。いろはさん、あなたは世シス界テムの外側にアクセスして、本来なら行使できない権限を手に入れてしまったんですよ。一時的にではありますが、でもその一瞬が致命的でした」

「致命的って」

　眉根が寄るのを止められない。唸うなるような声が喉の奥から漏れる。

「さっき君、簡単な改変って言ったじゃないか」

「改変自体は簡単です。ただ、その影響は甚じん大だいでした。考えてみてください。ゲームのキャラが三歩歩くのと、業ごう火かの魔法を撃つのとでは、どれだけマシンへの負荷が異なるか。物理演算量、画像処理量、データのＩ／Ｏ量、その全てが桁外れに跳ね上がります。同じ理屈なんですよ。普通の世シス界テムに〈秘蹟サクラメント〉なんて異能力を持ちこんだら、計算資リソ源ースが足りなくなります。足りない分をどうするか？　そう、他の世シス界テムに行くはずだった資リソ源ースが横取りされるんですよ。つまり、あなた方が超自然バトルを繰り広げることによって、他の世シス界テムは処理停止や遅延などの異常に見舞われているんです。まさに今、現在進行形で」

「待って、ちょっと待って」

　いろはが悲鳴のような声を上げた。

「た、確かにあたしは大変なことをしてしまったのかもしれない。でも、それが今も続いてるのはなんで？　あなたはすごい存在なんでしょ？　だったら早くもとに戻せばいいじゃない。〈秘蹟サクラメント〉なんて使えなくしたりとか」

「ボクは全然すごくないですよ。言ったでしょう？　ボクはただのメカニズムです。役割が違うだけで、更なる上位存在から見れば、あなた方となんの違いもありません。ボクはですね、定義された以上のことはできないんです。いいですか、いろはさん。あなたはボクのコントロールを乗っ取り、ボクより上位の権限で世シス界テムの改変を命じた。だからボクにはそれを変更する能力がないんです。あなた方の世シス界テムは、もう改変後のものにロックされてしまっている」

「ロック……」

「話を戻しますね。複数世シス界テムが不安定になったのを見て、その上位存在が慌て始めました。さっきヨーヨー釣りのたとえで出した店番の親おや父じですね。便宜上ここでは〈管理者アドミニストレータ〉と呼びますが、彼らは度重なるアラートとエラー通知にパニックに陥りました。原因を特定できないまま、とりあえず復旧優先で、できることを試し始めたんです。まずは不正個体駆除アンチマルウエアエージェントの投入……そこで止まっている〈風鈴〉君ですね。彼らに、異常と思われる要素を片っ端から消し去るよう命じた。ところが、これがなかなかうまくいかなかった。原因は二つ、あなた方が予想外に健闘して反撃したこと。そしてもう一つは──」

「君が僕らの手助けをしたからだ」

　視線を強くする。眦まなじりを鋭くして〈えいち・ゔい〉を見つめた。

「なんとなく分かってきた。あの倉庫は──ボルダリングジムは、僕らの世シス界テムの外なんだな。この小こ桜ざくら橋ばしもだ。世シス界テムの中にあるようで、実際にはハイパーバイザの管理領域になっている。だから〈風鈴〉は立ち入れなかった。なぜなら彼らは世シス界テム内の不正個体を駆除するように設計されているからだ。世シス界テムの外の存在は見つけられない」

　子供はにこにこしながらこちらを見ている。否定も肯定もせず、黙って続きを待っている。

「僕らを見失った〈管理者アドミニストレータ〉は、状況を改善するために次の手段に出た。『スナップショットが起動する』──そう君はメッセージを送ってきたが、あれは、システムのバックアップを意味する用語だ。彼らは過去に取っておいたバックアップに戻すことで、異常の発生前に世シス界テムを戻そうとしたんじゃないか？　だけど残念ながら、戻せたタイミングは異常の発生後だった。それ以前のバックアップはどうしたのか、もともと取っていなかったのか、あるいはいろはの改変で消されてしまったのか、そのあたりは分からないが、とにかくスナップショットでは事態は改善しなかった。だから、彼らは最終手段に出ることにした」

「さ、最終手段？」

　いろはの問いに力強くうなずく。

「世シス界テムの消去だよ。問題の原因をねこそぎ消し去ろうとしているんだ、〈管理者アドミニストレータ〉達は。その刻限が今日の深夜零時ってわけだ」

　！

「素晴らしい、さすがは文ぶん士じさん。ボクが見こんだ通りのお方だ」

　拍手が響く。子供は我が意を得たりという風に、何度も首肯してみせた。

「正確を期すならば、彼らがやろうとしているのは『消去』ではなく『再構築』ですけどね。あなた方の世シス界テムの歴史が、全て吹き飛んでしまうのは間違いありません。宇宙はビッグバンからやり直しです。果たして時間を積み重ねた先に、またあなた方が産まれるかは、ハイゼンベルクのみぞ知るですね」

「なぜそれを防ごうとする？」

　声音が厳しくなる。わずかな噓うそをも見逃さないように全神経を集中する。

「君の仕事は、自分の上に載る世シス界テムの安あん定てい稼か働どうだろう。なら〈管理者アドミニストレータ〉の対応は歓迎できるはずだ。彼らの意に反する理由はなんだ？　どうして僕らを守ろうとする？」

「あなたが今言った通りの理由ですよ。世シス界テムの安あん定てい稼か働どうが至上命題なら、世シス界テム自体をぶっ壊すやり方は受うけ容いれがたいんです。ボクの仕事は各世シス界テムの健やかな成長を見守ること、であれば、積み上げてきたログやデータを無にするような対策は、認められません。そんな資リソ源ースの無駄遣い、断じて許せません」

「……」

「ただ、ボクの能力は限られていますからね。〈管理者アドミニストレータ〉のリクエストは拒否できませんし、いろはさんの改変も覆くつがえせません、原則として、自分の管理領域から離れることもできないですしね。だから、少々回りくどいやり方で支援させていただきました。文ぶん士じさんと気軽にやりとりできるキャラクターを見つけて、その立ち位置に自分の別身エイリアスを紐ひも付づけたんです。いきなり作中外の存在から連絡されても、警戒されるだけでしょうからね。メールだけでコミュニケーションが成立する相手を選びました。ああご心配なく、現実化した〈うらぬす〉さんは無事、志望の美大に入学して、課題制作に邁まい進しんしていますよ。趣味のイラストは休止中ですけれどね、そこは、ボクが代わりにＳＮＳアカウントを引き継いで、更新を続けていました。だから『この世界のイラストレーターは〈えいち・ゔい〉』というのは真理なんです。何せ本当に一生懸命、描いていましたからね。ちょっと腱けん鞘しよう炎えん気味なくらいです」

　おどけた様子で手を振ってみせる。ややあって、彼／彼女は年齢相応の愛くるしい笑顔になり、首を傾かしげてみせた。

「さて、状況の説明は以上です。どうでしょう？　ご理解いただけましたか？」




　耳の痛くなるような沈黙。

　水のせせらぎはおろか、風の音さえ聞こえない。橋の外の事物は、先ほどからぴくりとも動いていなかった。舞い散る木の葉が中空で静止している。猫が欠伸あくびをしたまま動きを止めていた。制限時間の話を考えれば、決して時が失われているわけではないのだろう。ただ、この『領域』からは外の動きが見えていない。入りこんだ時の情景が、残ざん滓しとして留とどまり続つづけている。

　止まってしまった景色の中で、文ぶん士じは「で」と答えた。

「具体的にどうすればいいんだ」

「おや」

〈えいち・ゔい〉は目を丸くした。虚を突かれたようにまばたきして、

「驚きました。てっきり、もう少し色々訊きかれるかと思っていましたから」

「僕に分かる範囲で論理の破綻はないからね。疑わしいっていうなら話自体が全部眉唾だ。どうせオールオアナッシングであれば、もうまるっと受うけ容いれなきゃ話が進まないだろう」

「信用していただけたと」

「甚だ不本意だけどね」

　こういうトリックスターめいた手合いは、本来なら一番警戒したいところだ。だが、疑心暗鬼になって時間を浪費するリスクは計り知れない。今は相手の土俵に乗るしかなかった。

「いいから早く対策を説明してくれ。僕らが何かをする必要があるんだろう？　多分」

「はい、といっても何かをするのは、いろはさんですけどね。文ぶん士じさんは、ここまで彼女を連れてきていただけた時点で任務終了です。お疲れ様でした」

「そ、そうなのか？」

「そうなんです。が、だから帰れっていうのもあんまりでしょう。同席いただいて結構ですよ。対策──というのは非常にシンプルです。世シス界テム変更権限を持つ者が、もう一度ボクにアクセスする。改変を取り消して資リソ源ースの割り当てを正常化する。それだけです」

　世シス界テム変更権限を持つ者。

「いろはか」

「はい」と〈えいち・ゔい〉はうなずいた。

「いろはさんに再度、小こ桜ざくら橋ばしの脆ぜい弱じやく性せいを突いてもらいます。前回と違って今回は意識的に改変を制御いただく必要はありますが、ご心配なく、ボクが横についてサポートします。まぁ余裕を見て、一時間もあれば全て元通りになるでしょう」

「それだけかい」

「それだけです」

　拍子抜けにもほどがある。「い、いや」と思わず狼ろう狽ばいしてしまった。

「〈管理者アドミニストレータ〉って奴やつは納得するのかい、それで。原因不明のトラブルがいきなり収まるんだぞ？　疑ったり、原因を深掘りしたりとか」

「しませんよ、そんなの。彼らが気にしているのは、世シス界テムの不安定をどれだけ早く収束させるかです。各種異常が収まれば、あっさり『様子見』を決めこむでしょう。彼らも、好き好んでボクらの面倒を見ているわけじゃありませんからね、手間がかからないにこしたことはないんです。世シス界テムの再構築も、それなりの大事ですからね」

「……」

　なんだかよく分からない思考回路だが、外には外の理屈があるのだろう。あえてこちらを滅ぼす気がないというなら、わざわざ問い詰めることもあるまい。

（解決……なのか）

　視界が開ける。張り詰めた緊張がほぐれる。ふっと肩の力を抜きかけた時だった。

「ちょっと、待って」

　いろはが声を上げる。すみれ色の目が揺れていた。彼女は混乱気味に〈えいち・ゔい〉をうかがった。

「全て元通りになるの？　あたしが願ったこと、全部？」

「ええ、ええそうです」

「例外なく？　一切合切？」

「はい」

　ひゅっと息を吸う音が響いた。いろはは「じゃあ」と声を上ずらせた。

「文ぶん士じも消えちゃうってこと？」

〈えいち・ゔい〉は不意を打たれたように沈黙した。大きな目がぱちぱちとまたたく。

「消える──いえ、消えはしませんよ。ただ小説の登場人物に戻るだけで、彼を忘れたり、作中の描写が失われたりすることはありません」

「でもこうして話したり、顔を見たりはできなくなるんでしょ？」

「それは」

「それで、またあたしは昨日の死にたくなるような自分に戻るの？　空っぽの、何もない生活に帰っていくの？　つまりはそういうことよね？」

「いろは、おい、いろは」

　思わず声をかけてしまった。〈えいち・ゔい〉に詰め寄る彼女を引き留める。

「君が昨日の一件にショックを受けていることは分かる。クラスの連中は、全員クソ野郎だとも思う。だからって今の状態を放置はできないだろう。このまま手をこまねいていたら、僕どころか君も消滅するんだぞ」

「で、でも」

「いいかい、君が『何もしない』という選択肢を選んでも、どのみち僕は消えるんだ。しかも登場するお話から設定まで、全てなかったことになる。僕はそっちの方がはるかに辛つらい。作品さえ残れば、誰かの記憶には留とどまり続つづけるわけだから」

「……」

「いろは」

　重ねての呼びかけに、彼女は唇を結んだ。一秒、二秒、三秒と重苦しい沈黙が続く。もう一度呼びかけようかと思った時、小さな息遣いが響いた。

「分かった……わ」

　苦しげにつぶやいて視線を上げる。いろはは眉根を寄せたまま、〈えいち・ゔい〉を見据えた。

「それで、どうしたらいいの、あたしは」

「鍵を」

〈えいち・ゔい〉はスカートのポケットを指し示した。

「入っているはずです。あなたの意思が本物なら」

　いろはは恐る恐る手をポケットに差し入れた。取り出した指には、小ぶりだが確かに鍵の形をしたものが握られていた。全体がぼうと、蛍火のように輝いている。〈えいち・ゔい〉は片眉をもたげた。

「小さいですね」

「だ、だめなの？」

「まぁギリギリいけますかね。どうぞ、欄干の裏側に」

　脇にどいて束つか柱ばしらの一つを示す。いろははゆるゆると歩み寄り、しゃがみこんだ。上体をひねるようにして外側をのぞきこむ。ややあって、わずかな喘あえぎ声ごえが聞こえてきた。

「あったのか？」

「う、うん」

「手は届くかい」

「なんとか……ええっと」

　ちらりと背後をうかがってくる。〈えいち・ゔい〉はうなずいてみせた。

「回してください」

「何も考えずに回していいの？　というか挿してしまって」

「いいです。あまり迷わないでください。鍵がどんどん小さくなりますよ」

　いろはは慌てた様子で手を動かした。

　カチリ。

　……。

「う……お!?」

「な、何!?」

「おっとっと」

　世界が──割れた。

　空が、建物が、川が、地面が、道端の猫が。

　全てバラバラになって崩れ落ちていく。吸いこまれる先は無限の深しん淵えん。光が、風が、重力さえも失うせて見当識が保てなくなる。

（僕は）（私は）（あたしは）（ボクは）（俺は）（吾わが輩はいは）

（あれ？）（うん？）（え？）（あらら？）（ああ？）（んん？）

（誰だ）（誰だい）（誰）（どなたですかね）（おまえは）（何なに奴やつ）

　──。

　自我が破れる。他人の意識がなだれこんでくる。未来も過去も、彼方かなたも此方こなたも、フィクションもノンフィクションも、全てが同レベルの情報として展開されていた。

（そうか）

　情報だ。全ては情報にすぎない。「」で区切ろうと、改行コードを入れようと、結局は一連なりの文字列ストリングなのだ。俯ふ瞰かんして眺めれば笹ささ貫ぬき文ぶん士じも宇宿うすき彩いろ葉はも、白い紙か一個のテキストファイルでしかない。だから手を伸ばせば、そこに──

　バチッ！

　……。

『ねぇおばあちゃん、パパとママはー？』

　三、四歳くらいの女の子が初老の女性を見上げている。色素の薄い、ひょろりとした体格の子供だ。片手にクレヨンとスケッチブックを持っている。女性は申し訳なさそうに眦まなじりを緩めると、腰を屈かがめてきた。

『パパとママはねぇ、お仕事なの。だから今日は、ばぁばの家でお泊まりしようね。いろはちゃんの好きな物をいっぱい作ってあげるから』

　幼女は小さく首をひねると、部屋の隅に駆けていった。そのままスケッチブックを広げてクレヨンを走らせ始める。白いカンバスに描かれるのは自分、パパとママ、空想の兄弟姉妹、そしてまだ見ぬ友人達──

　バチッ！

　……。

『あなたね、あたしは、特にやることもないからいいけれど、夕ご飯さえ子供と一緒に取れないのはどうなの？　仕事が忙しいのは分かるけれど』

　初老の女性が心配そうに幼女を振り返る。幼女は、もう随分前からカーペットに突っ伏して眠っていた。

『大丈夫よ、母さん。あの子大人しいでしょ？　わがまま一つ言わないし、ペンと紙さえ与えておけばずっと静かにしているんだから』

『静かすぎるのよ。あのくらいの年の子って、本当はもっと手がかかるものなんだから。ねぇ、××さんかあなたか、どっちか仕事減らせないの？　せめて週に一回くらい、保育園の送り迎えをやってあげた方が』

『無理よ無理、今本当に大事な時期なんだから。ねぇそれより今度の土曜日、いろは預かれない？　東京で大きなセミナーがあって──』

　バチッ！

　……。

『みんな、なんで、いろはちゃんと一緒に遊んであげないの？　仲間外れはダメっていつも言ってるでしょう！』

　いろははうなだれている。手足が伸びて小学校低学年くらいに見えた。横にいるのは学童の指導員だろうか。心なしきつい視線になっている。

　だが、子供の一人が不服そうに唇を尖とがらせた。

『だっていろはちゃんと遊んでてもつまらないんだもの』

　別の子がうなずく。

『自分の考えたお話のことしか言わないし』

『絵に描いた子とぶつぶつ話してるんだよ』

『変じゃん』

『変だよね』

　変な子だ、変な子だ、変な子だ。

　いろはは逃げる。嫌だ。聞きたくない。自分には自分の世界がある。そこにいれば安心なのだ。昔からずっと。パパやママがいなくたって。

『いろはちゃん、ねぇ、いろはちゃんってば』

　指導員の呼び声を無視して、スケッチブックを開く。そこには絵の中の友達──眼鏡をかけた男の子や、ボブカットの女の子がいる。みんな、みんなあたしの仲間だ。世界の全員があたしのことを見捨てても、彼らだけは──

　バチッ！

　……。

『宇宿うすきさんって誰かつきあってる人とかいるの？』

　え、と制服姿のいろはが顔を上げる。高校の同級生達が、興きよう味み津しん々しんな様子で自席を囲んでいた。

『だっていつもスマホいじってるし、誰かとチャットしているのかなって』

　慌ててスマホを伏せる。メモアプリには丁度、書きかけの小説が表示されていた。読まれてはいない──と思うが。

『こ、これは違うの。あたし、誰ともつきあってないし』

『本当？　隠さないでいいのに。ねぇ、Ｄ組の佐藤が宇宿うすきさんのこと気になってるらしいんだけど、宇宿うすきさん的にはどんな感じ？』

『どんなって……分からない』

『完全ＮＧってこと？　お試しもなし？』

『……』

　沈黙していると、彼女達は鼻白んだように去っていった。ややあって、ぼそぼそというやりとりが聞こえてくる。

『宇宿うすきさんってなんかノリが独特だよね』

『キャラ作ってるんじゃない？　清純派か不思議ちゃんって感じで、そういうの好きな男子も多いし』

『裏ではすごそうだよね。チャットしてるのもすごい年上の人だったりして』

『──とか、──とか？』

『うわ、やば』

『マジやば、あの体型で、ウケる』

　やめて。

　放っておいて。どうせあたしは普通の子みたいに振る舞えないんだから、せめていないものとして扱って。

　みんなが言ったんじゃない。一人でいればいいって。あたしと一緒にいる意味なんかないって。だから頑張って一人でもいられるようになったのに、どうして今更『普通』を求めるの？　常識人っぽく振る舞わせようとするの？

　いろはは耳をふさぐ。ふさいでスマホのメモ画面を開ける。

　書こう。お話の続きを書こう。そうすれば息ができる。生きている実感が得られる。大丈夫、書き上げさえすれば、自分は世界と繫つながれる。投稿して、みんなに読んでもらって、それで一人でも面白いと言ってくれれば、その時あたしはようやく──

　バチィッ！

　……。

　……。

　……。

「文ぶん士じさん、文ぶん士じさん、しっかりしてください。消えかけてますよ」

　ん、ああ、と呻うめいてまばたきする。頭が重い。乗り物酔いでもしたようにぐらぐらしている。すぐそばにおかっぱの子供がいた。いろはと二人でこちらをのぞきこんでいる。

「指先から髪の毛の先まで、しっかり神経を張り巡らせてください。それで少しはマシになるはずです。ああ、呼吸は止めないように。何かリズムがあるのとないのとでは、全然違いますからね」

　言われるままに身体活動を意識すると、少しして人心地がついてきた。骨肉の重みが、体温が自覚されてくる。ゆっくりと、上体をもたげて視線を巡らせた。

「ここは」

　橋の上じゃないのか。いや、地面が割れて下に落ちたから川の中かとも思ったが。

　絶句した。

　眼下に満天の星空が広がっている。眼下に星空？　馬鹿な、と思うが、どれだけ見ていてもその光景はなくならなかった。まるで山奥で天体観測でもしているかのように、鮮明な星々の輝きが確認できる。光、光、光、光、光！　密集しすぎて靄もやのようになっているところもある。その間を、彗すい星せいのような煌きらめきが、引っ切りなしに行き交っていた。

「ようこそ、ハイパーバイザの管理領域へ。ここがすなわちヨーヨー釣りのプールですよ」

　まじまじと〈えいち・ゔい〉の顔を見つめる。言葉の意味が理解されるにつれて、衝撃的な事実が浮かび上がってきた。

「じゃあひょっとして、あの星の一つ一つが僕らの、僕ら以外の世シス界テムか」

「はい」

〈えいち・ゔい〉は片手を広げて星空を示した。

「そして行き交う彗すい星せい達が資リソ源ースの流れです。ほら、見てください。今流れていった細い光、あれで世シス界テム全体の営みを一分ほどまかなえます。陽子崩壊から超新星爆発まで、森羅万象のありとあらゆる事象を」

「……」

（マジか）

　なんという、なんというスケール感だろう。つまりあの輝きの一つの、その中に広がる宇宙の、一惑星の、一つの国の、たった一つの町が自分達の全てだったということだ。目め眩まいがしてくる。必死で整えた呼吸が乱れそうだ。

「どうしたらいいの？」

　いろはが声を上げる。やや途方に暮れた様子で、

「あたしはここで何をすればいいわけ？」

「はい、ちゃんとご説明しますよ。ええっと、あそこを見てください。周りが少し暗くなっているところ、分かりますか」

　目を凝らす。

　光の煌きらめきの中に一箇所、黒い穴が開いていた。よく見ると完全な闇ではない。中央に一個だけ光点がある。見ている間に彗すい星せいが複数、吸いこまれていった。深しん淵えんに落ちこむかのように次々と姿を消していく。

「ちょっと見づらいですかね。拡大しましょう」

（う……わ！）

　ぐわりと風が唸うなる。身体からだが押し出される。気づけば中央の光点に近づいていた。周囲の明度が一気に上がる。真下に広がるのは、半径数万キロはありそうな光球。その周りを極彩色の奔流が取り巻いていた。渦巻き、泡立ち、絡からまり合あいながら、光球に落ちていく。見ている間にも、新たな奔流が彼方かなたから飛来し、光球の重力に捕まった。

「これは」

「あなた方の世シス界テムですよ。いやはや、大層な食欲ですね。この調子だとまた十個くらい世シス界テムが吹き飛んだかもしれません」

「食欲って」

　まさか。

「あ、あの奔流は資リソ源ースか？　さっき遠くから見ていた、彗すい星せいのような光」

「ええ」と〈えいち・ゔい〉はうなずいた。

「そして周囲の闇は、他世シス界テムの死骸です。資リソ源ースを断たれて立ちゆかなくなった、三千世界のなれの果て」

　！

「まぁ正確に言えば死亡ではなく、ブラックアウトですけどね。直近のデータを救うのは無理でも、資リソ源ースの供給さえ再開すれば復活の目はあります。さぁ急ぎましょう。いろはさん、手を伸ばして」

「伸ばす？」

「前に、こう」

　言われるままに腕を突き出す。指を伸ばす。何も起きない。

「資リソ源ースの流れをねじ曲げてみてください。箱庭をいじるイメージで、流路をつかんで」

「……あ」

　一瞬だが奔流が揺れた。くの字に折れ曲がって、光の飛沫を散らす。だがすぐ元に戻ってしまった。先ほどよりも勢いを増して、巨大な光球に吸いこまれていく。〈えいち・ゔい〉は首を振った。

「いじるのは資リソ源ースじゃありません。それを制御するパラメータでありロジックです」

「ど、どういうこと？」

「川の流れを変えたい場合、流水を一杯二杯と汲くみ出だしても埒らちが明かないでしょう？　溝の場所自体を変えてやるんです。流したい方向に穴を掘って、今までの川を埋め立てるイメージ。……ああ、そうです」

　ぎこちなくではあるが、流れが変わっていく。天体ほどのサイズの奔流が、見えざる力によって動かされていく。

「よい感じです。同じ要領で、他の流れも修正してください」

「う……うん」

　おずおずと作業を進めていく。世界を取り囲む世界が編集されていく。少女の手の一振りで星空が変わっていくのは、掛け値なしに壮観だった。流星達のダンス、星座の鳥の羽ばたき、迫り来る銀河群のランデブー、そしてブレイク！

　スケール感がおかしくなりそうな事象、体験の連続。が、森羅万象規模の異常に対して、個々の修正はあまりに心こころ許もとない。一体どのくらいで作業が終わるのか、自分達の世シス界テムが正常化されるのか想像もつかなかった。

　五分、十分ともどかしい時間が続く。気づけばスマホを取り出していた。あとどのくらい余裕があるのか、試行錯誤が許されるのか、調べようと思ったが、

（ん……ん!?）

　──午後十一時半。

　タイムリミットまでもう三十分を切っている。体感時間とは全然違っていた。小こ桜ざくら橋ばしからの移動に想像以上かかっていたのか。いや、そもそも表示されている時刻は正しいのか？

「おい、おい、〈えいち・ゔい〉」

「はい？」

「こんなペースで間に合うのか。もう結構な時間になっているけど」

「そうなんですよねぇ」

〈えいち・ゔい〉は首をひねった。やや戸惑った様子で、

「いろはさん、どうしたんです？　もうコツはつかめてますよね。そんなにおっかなびっくりやる必要はないんですよ」

「……」

「そろそろ急がないと間に合わなくなりますが」

「分かってる。分かってる……けど」

「けど？」

「……いろは？」

　少女の横顔に影が落ちている。自信のなさ……ではない。戸惑い……でもない。ためらいだ。彼女は迷っている。なぜ？　何に？

　……。

　ごくりと唾を飲む。掌てのひらに汗がにじんだ。

　分かりきったことだ。自分はここに至るまでに何を見た？　何に触れた？　そう、彼女の記憶だ。あれは温かく戻りたいものだったか。心の寄る辺となるものだったか。否……控え目に言っても、あそこに救いはなかった。彼女はずっと耐えていたのだ。そしてここしばらくは最後の逃げ場である空想の世界さえ踏みにじられていた。なぜ迷うかって？　逆になんで救いたいと思うのだ。あんな世界、あんな地獄。

　いや、だが、だからって心中するか？　これから訪れるかもしれない幸せも、成功も、全てを諦めて。

　──あんな、辛つらい思い出だけを抱えて消えていくのか？

　それはない、絶対にない。選んではいけない選択肢だ。一人の少女の物語として、あまりにも救いがなさすぎる。

「仕方ないですね、ちょっとお手伝いしましょうか」

「え？」

　いろはの手が持ち上がる。意に反した動作なのか、驚きよう愕がくに目が見開かれる。〈えいち・ゔい〉が傍かたわらで同じ動作をしていた。

「本当は、こんな介入の仕方をすると〈管理者アドミニストレータ〉に勘づかれかねないんですけどね。背に腹は代えられません。一時的に、ボクの行動をエミュレートしてもらいます」

「ちょ、ちょっと」

「大丈夫ですよ。いろはさんの害になるようなことはしませんから。力を抜いて、こちらのサポートを受うけ容いれて──」

　瞬間、炎が弾はじけた。

　爆音。焼けた岩が宙を裂き、〈えいち・ゔい〉を押し潰す。光と熱と風が、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって押し寄せてくる。（何が）と思う間もなく吹き飛ばされた。もんどりうって倒れたところを、何か重い物に押えつけられる。身動きが取れない。息ができない。混乱する文ぶん士じの目に、白い鱗りん粉ぷんを思わせる輝きが過よぎった。

「こ、これは!?」

　塩だ。塩の塊が大蛇のようにとぐろを巻き、締めつけてきている。額に輝くのは『[image: ツァディ]（ツァディ）』のヘブライ文字。ぎしぎしと骨がきしんだ。

「〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉！　馬鹿な！」

「何も馬鹿なことはない。積み重ねた備えが、功を奏しただけだよ、笹ささ貫ぬき文ぶん士じ君」

　立ちすくむいろはの背後に、ボブカットの少女が立っていた。初対面時と同じようにワンピースの制服を着ている。細い指をいろはの喉首に搦からめて、彼女は艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいた。

「里り桜お！」

　加か治じ屋や里り桜お、〈北極星ポラリス〉！

　いろはは呆ぼう然ぜんと彼女を振り返った。

「ど、どうして」

「どうして無事かって？　簡単だよ。〈風鈴〉に攻撃された私は、塩細工の偽にせ物ものだった。本物は姿を隠してずっと君らの影に潜んでいた、それだけの話さ」

「で、でも！　〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉は全部焼き尽くしたって！」

「焼き尽くしたのはソドムとゴモラだよ。〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉全てじゃない」

「え？」

　里り桜おは皮肉げに口角をもたげた。

「あなたが設定したんだよ、創造主殿。私の下僕──すなわち塩の眷けん属ぞく達は『神の硫黄と火で焼き尽くされた町』の名に因ちなむと」

「……」

　はっとなる。呻うめき声ごえが喉の奥から漏れる。そうか、そういうことか。

「『全地は硫黄となり、塩となり、焼け土となって、種もまかれず、実も結ばず、なんの草も生じなくなって、むかし主が怒りと憤いきどおりをもって滅ぼされたソドム、ゴモラ、アデマ、ツェボイムの破滅のようである──』」

　里り桜おは我が意を得たとばかりにうなずいた。

「そう、旧約聖書は申命記29章23節だ。創造主殿の文章を字義通り解釈すれば、私の〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉は四体存在することになる。二体を〈風鈴〉と道連れにして、一体を自分の身代わりにしても、もう一体残るわけだ。ああ、丁度今君の上に乗っている彼のことだね」

「……〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉が再装塡中というのも噓うそか？」

「噓うそじゃないよ。使用した分は確かに明日の朝まで再装塡されない。ただ、銃にこめられた弾が一発だとなんで思うんだい？　主の〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉は四つの町を滅ぼしたんだよ。全弾斉射でもなければ四発はもつはずだろう」

　甘いねぇ、と唇を歪ゆがめられる。

　反論の余地もない。同じ作中人物と油断したのが悪かったのか、己の迂う闊かつさに歯がみしたくなる。ただ、どうにも相手の意図が読めなかった。

「分からないな」

　かぶりを振る。奥歯を軋きしらせて睨にらみ返かえす。

「こんなことをして何になる？　僕らの世界が消滅するまで、あと一時間もないんだぞ。吞のん気きに異能バトルを続けている余裕はないはずだ。首尾よくいろはを手に入れたところで、戻る先がなくなったら元も子もないだろう」

「戻る先がなくなる？　あはっ」

　里り桜おは顎をもたげて大笑した。切れ長の目を大きく見開き、

「あるじゃないか、いくらでも。君にはこの無限の光が見えないのかい」

　星空を指し示す。大きく両手を広げてみせた。文ぶん士じは一瞬、虚を突かれてから絶句した。

「里り桜お、君はまさか」

「そのまさかだよ。我らが創造主殿は、この光景を自由に操れるんだろう。だったら都合のよい世シス界テムを見つけて、そこに逃げこめばいいじゃないか。今度はバレないように、わずかな資リソ源ースの借用に留とどめてね。そうすれば私も君も、現実の存在でいられる。紙や画面に縛られる必要もない」

「ば、馬鹿な！」

　喘あえぐような息が漏れた。衝撃で声がかすれている。

「僕らが存在し続けるために、別の世界を乗っ取ろうっていうのか!?　生まれた世界を見殺しにして！」

「何が悪い？」里り桜おは微笑した。

「所詮、この世は理不尽の積み重ねだ。私達が積み上げた時間も記憶も、全ては〈管理者アドミニストレータ〉の指示一つで無と帰すんだろう？　随分な不条理じゃないか。だったら私達が同じことをして何がいけない。折角無限の力を手に入れたというのに」

「……っ」

　無限、うん、無限だよ、と里り桜おは視線をもたげた。

「どうせなら、この星空全てに覇を唱えるのも悪くないかな。ハイパーバイザの座を私達がいただくんだ。もう〈トランペッツ〉なんて小道具にこだわる必要もない。なんでもできるし、なんだって手に入る。そう、指先一つで物理法則が書き換わるんだ。気に入らない奴やつは、星ごと消し飛ばす！　なんとも痛快じゃないか、あははは」

「ば、馬鹿なこと言わないで」

　いろはが声を震わせた。顔がん面めん蒼そう白はくのまま里り桜おを睨にらみつける。

「あ、あなたの悪巧みになんか絶対協力しないんだから」

「おや、おやおや、これは異なことを。創造主殿」

　里り桜おは奇妙に優しげな表情で、いろはの顔をのぞきこんだ。

「私は、君の心の声を代弁しているんだよ。ずっと迷ってたじゃないか、あんな日常に本当に戻るのか、今の奇跡を手放していいのかって」

「違──」

「違わないよ。君の記憶はすっかり見せてもらった。なんともひどい話じゃないか。皆、好き勝手なことばかり言って、君の心がどうなろうが気にもしなかった。黙れ、喋しやべれ、手間をかけさせるな、社交的に、普通に、個性的に、大人になれ、大人ぶるな、空想になんか浸るな」

「……」

「本当にあんな世界を助けたいのかい？　どうせまた笑いものになるだけだよ」

　いろはの顔が凍りつく。里り桜おの言葉は的確に彼女のトラウマを突いたようだった。伸ばした手が落ちる。世シス界テムの修復が止まる。

「いろは！」

　思わず叫んでいた。動かぬ四肢をよじって、身を乗り出す。

「そいつの言うことなんか聞くな！　君の悩みにかこつけて、自分の望みをかなえようとしているだけだ。そいつは──」

「うるさい」

　万力のような力で締めつけられた。塩の蛇が戒めを厳しくする。悲鳴が漏れた。身体からだの奥底で何かの千切れる音がする。

「文ぶん士じ！」

「おっと、動かないでほしいな。指先が喉に食いこんでしまうよ。君が死んだら全てご破算なんだから、気をつけてほしいな」

「あ、あなた」

「ねぇ創造主殿、よく考えてみたまえよ。私の言う通りにして一体なんの損がある？　できあがった世シス界テムが気に入らなければ、また作り直せばいいだけだ。このまま何もかも失うよりはよほどマシな展開じゃないか？」

「……」

「それとも実際に大切なものをなくしてみないと実感が湧かないかい？　であれば手伝わせてもらうけどね。〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉──」

　ぐっ!?　あ……ああ！

「や、やめて！　お願い、文ぶん士じを離して！」

「だから君次第だよ。さぁ早く、もうあと三十分もない」

　いろはは煩はん悶もんも露あらわに沈黙していた。が、下唇を嚙かむと顔を上げる。上目遣いに、里り桜おをうかがって、

「どうすればいいの」

「そうだね、まずあの暗がりの縁にある世シス界テムを、私達の避難場所にしようか。元の世シス界テムから私達の情報をコピーして、必要な資リソ源ースを流しこんで」

　だめだ、と叫びたいが声が出ない。肺や気道を締めつけられて、息をするのがやっとだ。塩の蛇は油断なくこちらをうかがっている。ことが終わるまで、解放してくれそうな気配はない。そうしている間にも、いろははおずおずと星空に手を伸ばしていた。

　どうする。

　どうしたらいい。

　思考がぐるぐると堂々巡りする。

　所詮自分は普通の高校生だ。異能力者の裏はかけても、純粋な力勝負で敵かなうはずもない。スーパーヒーローもののように掛け声一つ、技名一つでパワーが湧くわけではないのだ。こうなるといろはの設定に文句をつけたくもなる。所詮フィクションなのだ、何か一つくらい超常能力を持たせてくれてもよかったのに。

　ただでさえ里り桜おの能力は反則級だ。おまけに今の〈塩の柱ネツイヴ・メラー〉のように、こちらの知らない能力特性まで追加されている。『文章を字義通り解釈』するだって？　あれはつまり、『作者が意図しようとしまいと』、『小説にある記述は正確に反映される』ということだろう。いろはは『神の硫黄と火で焼き尽くされた町』をソドム・ゴモラのみだと思っていた、だが参照元の旧約聖書には、他の二つの町の名も書かれていた。だから塩の僕は四体。そんな理屈がまかり通るなら、他にどんな隠し球があるか分かったものではない。

　……。

（待て）

　待てよ。

（それは──こっちも同じか？）

『いろはの書いた小説』を現実化させたのはハイパーバイザだ。彼／彼女は『そこに書かれた全ての文章を真実ととらえた』。当たり前だが、いろは自身の意図や誤解までは加味しきれていない。それは里り桜おについても、他の登場人物についても同じはずだ。

　他の登場人物──笹ささ貫ぬき文ぶん士じ。

（！）

　身体からだに電撃のような震えが走る。

　考えろ、考えろ。『文ぶん士し探偵・笹ささ貫ぬき文ぶん士じ』にはどんな記述があった？　自分のことをどう書いていた。学園事件解決人、音速の棋士、プロローグがエピローグ。違う、違う、もっと解釈を広げられそうな記述で。

（ああ）

　ああ、そうだ。

　息を吸う。イメージを固める。もっと、もっとだ。自分に自分を信じこませる感覚で。

　──。




　斬。
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　一切の前触れもなく塩の大蛇が両断された。

「何!?」

　ゆっくりと立ち上がる。舞い散る結晶の欠片かけらに包まれながら、息を整える。

　両手に握られているのは長大な剣。青白く輝く抜き身の刃。ふらつく身体からだを支えつつ文ぶん士じは視線を鋭くした。

　予想外の光景に里り桜おが固まっている。塩の蛇は復活しない。きらきらと不可逆的に霧散していく。「なんだ」と彼女は呻うめいた。

「何をしている、笹ささ貫ぬき文ぶん士じ！　君にそんな設定はないはずだ！」

「そんな設定はない？　いや、あるともさ。読み飛ばしたか？　加か治じ屋や里り桜お」

　無理矢理に口角をもたげる。剣を構えて顔の前にかざした。

「『捜査員曰いわく、「彼はあらゆる難題を断ち切る〈ゴルディアスの剣〉を持っている。彼に解けない事件はない」』」

「な」

　里り桜おは眦まなじりを吊つり上あげた。能面めいた顔が歪ゆがむ。

「それは比喩だ！　実体の武器じゃない！　君の活躍を示すレトリックの類いだろう！」

「だったらなんだ？」と、文ぶん士じは露悪的に胸を張ってみせた。

「書いてある内容に変わりはない。いろはは僕を『ゴルディアスの剣を持つ者』と描き、〈えいち・ゔい〉はそれを愚直に現実化させた。描写の意図が比喩だろうがレトリックだろうが、どうでもいい。大事なのは──」

「〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉！」

　火球が降り注ぐ。小山ほどもある熱塊を、文ぶん士じは一刀のもとに切り裂いた。冴さえ冴ざえと輝く刀身には刃こぼれ一つない。まとわりつく炎と煙を払い、切っ先を里り桜おに向ける。

「大事なのは覚悟を決めることだ。どれだけ荒唐無稽な話でも必ず実現させると、己の力として使いこなしてみせると。そうすればきっと、世シス界テムは応えてくれる」

「……はっ」

　乾いた笑いが返ってきた。切れ長の眼が大きく見開かれる。

「ははは、そういうことか。その剣、その刃、物理的に対象を切断しているわけじゃないな。『逃げられない』、『防げない』という課題自体を両断している。事象の全てをゴルディアスのゴルデイアン結ノびツ目トに変換して処理する干渉機構！」

　そう、だからこそ普通の人間の膂りよ力りよくでも、巨石を切断できる。解決したい状況に触れさえすれば発動するから、刃の砕ける心配もない。それはすなわち、使用回数の制限がないということだ。空前絶後の超兵器を前に、だが里り桜おは口元の笑みを大きくした。すっと文ぶん士じの足元を指さす。

「靴の踵かかとが焦げていないかい。おかしいねぇ、いつ喰くらったのかな」

　くっ。

　慌てて隠すももう遅い。里り桜おはいろはを突き飛ばすと、大きく手を振った。刹那、宙を埋め尽くす火の雨、全天に灼しやく熱ねつの矢が顕現する。

「触れたものを課題として分解する！　つまりは触れない限り、その剣の力は無効というわけだ。ならば君が剣を振り回す速度を上回れば、攻撃は当たる、違うかな！」

　その通りだ。さっきの火球も本体は両断できたが、散乱した破片は処理しきれなかった。そのうちの一つが足元を灼やいたのだろう。隠さなかった文ぶん士じも迂う闊かつだが、見つける方も見つける方だ。さすがはアポカリプス・メイデン最高の能力者、最強の敵！

「〈硫黄と火の雨グフリツト・ヴアエシユ〉！」

　先ほどと違い、細かな火か箭せんが全周囲から飛んでくる。文ぶん士じは覚悟を決めて剣を構えた。一いつ閃せん、何十という火の雨が消滅する。だが同時に背後からの打撃で足を切り裂かれた。続けて二の腕に激痛が走る。頭上には更なる火か箭せんの群れ。第二波、第三波、第四波、第五波！

　前に出る。剣を振り回しながら里り桜おへの距離を詰める。

　既に身体からだはボロボロだ。ただでさえ塩の蛇に受けたダメージが蓄積されている。剣は重く、持ち上げる度になけなしの体力が削られていく。

　だが歩みを止めない。視線を鋭くして前を見据える。里り桜おを、そしてその後ろで立ちすくむ少女を見つめる。

「いろは！」

　彼女は止まっていた。世界の修復も改変も何一つ行えていない。すみれ色の目を大きく見開いて、目の前の、創作物同士の戦いを見つめていた。

「何をぼやっとしているんだ。僕らに戦わせて、どんな結論が出るか待つつもりか？　だめだ、そんなのはだめだ。考えろ。君は一体どうしたいんだ！」

「どう……って」

　時刻は午後十一時五十八分、タイムリミットまであと二分。時間が来れば、〈管理者アドミニストレータ〉は自分達の世シス界テムを消滅させる。

　文ぶん士じは力強くうなずいてみせた。

「よく見ろ。君が本当に世界を呪っていたなら、全てに絶望していたのなら、なぜ僕はこんなキャラクターになっている!?　どうして君の小説で主人公達は負けなかった!?　分かりきった話だろう。いいか、まだ自覚できていないなら言ってやる。君は、宇宿うすき彩いろ葉はは」

　剣を振る。正面から飛んできた火矢を両断する。

「楽しい物語を求めてたんだ！」

　声をからして叫んだ。

「辛つらい日常も灰色の学校生活も、どこかでひっくり返したいと思っていた。自分が誇れる自分になって、道を切り開きたいと思っていた。うちに秘めた希望と理想、それこそが君の創作の原動力だ。違うか！」

「あ、あたしは」

　薄い唇がわななく。いろはは酸欠気味に顎をもたげた。

「希望とか、考えたこともなくて……」

　ぶんぶんと首を振ってみせる。

「なんでもヒロインの思い通りになる、そんなお話がいいのか」

「え？」

「間違ったらすぐにやり直せる。気に入らない奴やつは指先一本で消し飛ばせる、そんな物語が書きたかったのか」

「……」

「要するにそういうことだ。君は今、物語の結末を求められてるんだ。そこには君の価値観が、美学が、希望が、理想が反映される。さぁ、何度でも訊きくぞ。『宇宿うすき彩いろ葉はは悪役の言いなりになって世界を手に入れました』、あるいは『宇宿うすき彩いろ葉はは何もかも嫌になって世界を消してしまいました』──君はそんなお話を、本気で面白いと思っているのか？」

　斬々々々々！

　最後の力を振り絞って火か箭せんを吹き飛ばす。

　もはや遮る物はない。正面には引きつり顔の里り桜おが立っている。

　いろはは、その後ろで虚を突かれたように沈黙していた。息詰まるような静寂が一秒、二秒、三秒と続く。表情は読めない。自分の言葉が伝わったのか、伝わっていないのか、皆目見当もつかない。荒い息を吐いて、剣の柄を握りしめた時だった。

　彼女の口元が緩んだ。

「……確かに」

　いろはは苦笑気味に肩をすくめた。

「そんな作品を書いてちゃ、作家志望失格ね」

　腕が上がる。星空に指が伸ばされる。はっと里り桜おが顔を強こわばらせた。「やめろ」と駆け寄りかけるが、遅い。いろはの目が閉じて、周囲の空気が一変して、五感が光に押し流されて、そして──




　　＊




『ねぇ……ねぇ文ぶん士じ、まだいる？』

『ん？　ううん、辛かろうじて、かな。もう指先の感覚もないけど』

『そう、あたしも何かぼんやりしてきて、夢見心地な感じ。記憶がどんどん書き換わってるみたいで』

『元に戻ってるんだろう。君と一体化していたアポカリプス・メイデンのいろは、彼女の設定が引き剝がされているんだ』

『……』

『なんだい、まさか今になって後悔しているとか言うなよ』

『ううん、後悔はしていない。里り桜お達に追いかけられて本気で怖かったし、あんな思いは二度としたくないから』

『ならよかった。妙な方向に背中を押したんじゃないかと、不安になったよ』

『……文ぶん士じ？』

『なんだい』

『ごめんね。勝手に現実化させて、変なことに巻きこんで、怪け我がとかもいっぱいさせて』

『構わないさ、自作のヒロインを守るのは作者の務めだ』

『……あたし、アポカリプス・メイデンのヒロインじゃないよ？』

『同じ名前で、設定もある程度統合されていたんだろう？　だったら変わらないさ、僕が心血注いで作り上げたヒロインは君だ。その事実は揺るがない』

『……』

『それともなんだい、自作のキャラに創作物呼ばわりされるのは不愉快かい。だったら謝るけど』

『違う、違うわ、ただ──あたし、あんな強い子じゃないなって』

『確かに、びっくりするほど泣いてばかりだったなぁ、君』

『っ──』

『でも、やっぱり君はアポデンのいろはだよ。だって君は「守られるだけのヒロイン」じゃない。どんなに絶望的な状況でも、ちゃんと自分の足で立っていたじゃないか。時には主人公を救い、お互いの背中をかばい合って』

『……』

『君は強いよ。格好よかった。僕の理想のヒロインだ』

『文ぶん士じ！』

『……なんだよ、泣いてるのかい。強いと言ったそばから、困った子だなぁ』

『あ、あたし、文ぶん士じと会えて、話ができて、本当に幸せだった！　わ、忘れたくない、この気持ちを、この記憶だけは、なくしたくない！』

『大丈夫だよ。僕は君の中にいる。君から生まれた存在だ。たとえこのやりとりを忘れたって、もう一度原稿に向き合えば、同じ会話は出てくるよ。約束する』

『本当に？　絶対？』

『ああ、絶対にだ』

『……士？』

『……い、ああ、もうよく聞こえない。そろそろおしまいかな』

『……士、ねぇ文ぶん士じ』

『……』

『あたし……もう少しうまくできたんじゃないかな。……もっと他の終わらせ方があったんじゃないかな』

『……だな』

　馬鹿だな、と笹ささ貫ぬき文ぶん士じは笑ってみせる。温かな光に意識を浸しながら、

『悪は滅び、世界は救われて、ヒロインは元の日常に戻っていくんだ。これ以上ない終わり方だろう？　最高のハッピーエンドだ』
















「事件の黒幕はＢ組の谷たに山やまだ」

　電話口の向こうで、女子生徒が息を吞のんだ。混乱と戸惑い、それに疑念が手に取るように感じ取れる。だが笹ささ貫ぬき文ぶん士じは言葉を止めない。朝あさ陽ひの差しこむ中、お気に入りのデスクチェアを軋きしませてＰＣのメモをスクロールする。

　容疑者の思惑、人間関係、そして事件に至った経緯。

　流れるような説明に、返ってきたのは悲鳴だった。

『私、まだ何も言ってないんだけど!?』

　混乱に満ちた叫び。

『なんで相談もしてないのに、事件が解決してるのよ!?』

「嫌だな、何を今さら驚いているんだい。その実力を見こんだからこそ、僕に助けを求めたんだろう？　この学園事件解決人、笹ささ貫ぬき文ぶん士じに」

　まだ納得いかなそうな女子生徒に、いくつか説明をつけくわえる。事件を察知した経緯、彼女と関連づけた理由、容疑者をあぶり出した方法。ついでに報酬の話までおさらいしておくと、彼女はもう何も言えない様子だった。「また何かあったらごひいきに」と告げて通話を打ち切る。時刻はいつもの登校時間の五分過ぎ。天才的なトラブルシュートの能力をもってしても、始業の時刻までは動かせない。文ぶん士じは事件のメモを保存すると、ネクタイと眼鏡を整えて出発した。

「おっす、『音速の棋士』」

　通学路で、囲碁将棋部の部長に呼び止められる。送られてきた詰め将棋が解けないので、手伝ってほしいという依頼だった。明日ならなんとかと回答して別れる。今は投稿小説の〆しめ切きりがやばいのだ。できれば、今日中に次話の展開を固めておきたい。

　折しも絵師の〈うりえる〉さんから催促の連絡が入っていた。今後のイメージイラストの構想を練りたいので、プロットだけでもほしいとの依頼。そちらにはそちらで『善処する』と答えてスマホをしまう。

（やれやれ）

　時間がいくらあっても足りない。事件解決人と学生と小説投稿者の三足の草鞋わらじは、綱渡りの連続だった。少しでも気を抜くとスケジュールが瓦が解かいしかねない。充実と過労は紙一重と思う今日この頃だ。

（でもまぁ）

　どれも好きでやっていることだ。当たり前の日常が当たり前のように続くのは、実は結構特別なのだと、最近気づかされた気がする。

　──最近？

　ふっと首を傾かしげる。

　気づかされた？　何に、誰に？

　なんだろう、複雑な感情の塊が胸の奥にある。懐なつかしさと寂しさ、満足感と喪失感の入り交じったしこりのような感覚。

（ん？　ううん？　んー）

　一瞬だが奇妙な思考にとらわれる。

　この世界が続いているのは、誰かの頑張りのおかげで、その誰かとはもう二度と会えないのだと。

　もちろんそんな意味不明な感覚はすぐに霧散してしまう。文ぶん士じは片目をすがめて、頭を搔かいた。疲れているのだろうか。確かに、ここのところ色々立てこんでいるが、まだまだ呆ほうけるには早すぎる。頭を振って気合いを入れた。

　とにもかくにも小説の続きだ。

　人気ネット小説、『アポカリプス・メイデン』の原稿は、三話先で重大な危機を迎えている。主人公達を窮地に追いこみすぎたせいで、にっちもさっちもいかなくなっているのだ。今のままでは『待て次号！』のまま、永久に更新が滞ってしまう。そうなれば、応援してくれている読者はもちろん、〈うりえる〉さんのような共同作業者の信頼も裏切ることになる。掛け値なしの一大事だった。

　既に考えうる展開は検討しつくした。敵の幹部、〈映写技師〉は、主人公の打つ手をことごとく封じてくる。前話までの道具立てでは、どうやっても活路を開けない。なら、急きゆう遽きよ新キャラを出すか？　秘められた力の発動で凌しのぐか？　いや。いや、さすがにご都合主義もいいところだ。それこそ既存の読者にそっぽを向かれてしまう。

（いっそ、更に窮地に陥らせてみるとか）

　やけくそ気味な考えに愁しゆう眉びを開く。

　ん？　ん……いや、意外とありかも。そう、問題は状況が膠こう着ちやくしていることなのだ。負の方向にでも変化があれば、何かいいアイディアが浮かんでくるかもしれない。

　更なる窮地。

　たとえば敵の数が増える。別の幹部が現れる。いや、もういっそボスが出てくるとか。

（ボスか）

　アークの民、最強の能力者、〈北極星ポラリス〉。確かに彼女は究極のバランスブレイカーだ。彼我の戦力差はおろか、敵の力関係さえぶっ壊してくれるだろう。事態の打開にはもってこいの駒だが。

　──。

　なんだろう、ひどく抵抗がある。彼女を出した瞬間、作品がコントロール不能になりそうな。自作のキャラのはずなのに、どう動くか想像もつかない。いっそ主役まで乗っ取りそうな悪お寒かん。

　やめよう、別の手立てを考えよう。

　そう思ったが結局、思考は元に戻ってきてしまう。敵のボスを出して状況を搔かき混まぜる。風ふ呂ろ敷しきを広げまくる。悪くない展開だとは思う。読者の期待も煽あおれる。いや、いや、しかし。

「〈北極星ポラリス〉は……〈北極星ポラリス〉だけはなぁ」

「私がどうしたって？」

　ボブカットの少女がすぐそばにいた。

　細い首を傾かしげて、こちらをのぞきこんでいる。一瞬何が起きているか分からなかった。ワンピース型の制服、胸元に輝くリボン、涼しげな目元、そして艶つやめいた唇。

　……。

　え。

「ええええ!?」

　飛びすさった弾みにゴミ収集ボックスに衝突する。派手に尻餅をつきながら、文ぶん士じは少女を指さした。

「ぽ、ぽ、ぽ、〈北極星ポラリス〉!?　加か治じ屋や里り桜お!?」

「なんだいその反応は。花も恥じらう乙女に、随分な態度だな。いかにも私は加か治じ屋や里り桜おだけど、ん……ああ、ひょっとして君、まだ目覚めかけか？」

　まばたきして少女を見つめ返す。『なぜ、アポデンのキャラが目の前に』という問いは、すぐ別の疑問に取って代わられる。目覚めかけ？　まだ？

「世シス界テムの状況を把握しきれていないのかな。だったら混乱するのも分かるけどね。別れてから大して時間もたっていないんだし、ちょっとは覚えていてほしいかな。あれだけ激しくやりあった仲なんだからさ」

「やりあう──」

　あ。

　脳の記憶領域が開放される。カラオケボックスでの邂かい逅こう、小こ桜ざくら橋ばしへの共同戦線、そしてハイパーバイザ領域での戦いが次々にフラッシュバックした。全身に蘇よみがえる火の雨の熱気、ゴルディアスの剣の重み。ああ、ああ、そうだ。目の前の少女はただの作中キャラクターではない。物語を、世界を、それを取り巻く全領域を支配しようとした大悪党！

「里り桜お！　君は！」

「ああ、待った。待った。いちいち脊髄反射するんじゃないよ、君は。頭脳派だろうに一応」

　飛び起きて身構えかけたところを制される。里り桜おは嘆息交じりの吐息を漏らした。

「今の私は何もしないし、何もできないよ。〈秘蹟サクラメント〉絡がらみの設定は軒並み削除されていてね。徹頭徹尾、ただのＪＫさ。まぁ、だからこそ、今でも〈管理者アドミニストレータ〉の監視につかまらずに生き延びているんだろうけどね。世シス界テムの障害と見なされずに」

「生き延び──て」

　ぽかんと口を開ける。目の前の少女を馬鹿のように見つめる。だが言葉の意味が理解されるにつれて、衝撃的な事実が浮かび上がってきた。

「ひょ、ひょっとして、ここは現実世界なのか？　物語の中ではなく」

『アポカリプス・メイデン』でも『文ぶん士し探偵・笹ささ貫ぬき文ぶん士じ』でもない、〈管理者アドミニストレータ〉やハイパーバイザと直接対たい峙じする領域？

「うん、まぁ」と里り桜おは首をひねった。

「何が現実で何が幻なのか、あんな体験をすると分からなくなるけどね。私達がいるのは間違いなく物語の外だ。その証拠に地名・人名・歴史といった基本情報が、件くだんの騒動中に調べたものとほぼ一致している。『アポカリプス・メイデン』の作中設定ではなくね」

「で、でも消えてないぞ！　僕らは！　この世シス界テムは！」

　フィクションとノンフィクションが入り交じったままでは、午前零時に再構築されるのではなかったか、であればこそ、全てを元に戻す選択を取ったのでは──

「だから」

　里り桜おは辛抱強く言葉を重ねた。

「彼女がうまくやったんだろう？　大したものだよ。私と君がゼロか一かで争っている間に、ちゃっかり八方丸く収まるプランを練っていたんだ。異能力や異種族の設定を取り除き、リソースの浪費を止めて、〈管理者アドミニストレータ〉向けに、世シス界テムが修復されたと偽装した。一方でキャラクターの肉体と精神は切り離して自分の世シス界テムに据え置く。いやはや、そんな器用な真ま似ねができるなら、もう少し欲をかいてもよさそうなものだけどねぇ。まったく淡泊というか要領が悪いというか」

　──彼女。

　里り桜おはしげしげと自分の身体からだを見回した。

「まぁ、これはこれで興味深いのかな。生身の人間としてどこまで上り詰められるか、個人的に楽しみだしね。ああもちろん、気に入らなければ、いつでも止めにきてもらって構わないよ。よきライバルの存在は、天下取りの醍だい醐ご味みだ」

「ま、また何かするつもりなのか」

「学業や人脈作りを『何か』と呼ぶなら、もう始めているよ。足元の学校さえ治められないようでは先が思いやられるからね」

「治めるって」

「会長！　加か治じ屋や会長！」

　里り桜おと同じ、ワンピース姿の女子が呼びかけてきた。髪を二つ結びにした可か愛わいらしい少女だ。目を三角にして、こちらの様子をうかがっている。

「いい加減にしてください。遅刻しますよ。ていうかなんですかその男子は。不審者ですか、ストーカーですか。絡からまれてるなら始末しますけど」

「いやいや、古い友人だよ。うん？　いや、親戚みたいなものかな。共通の産みの親もいることだし」

　どう思う？　とばかりに見られる、が反応できない。件くだんの女子は痺しびれを切らしたようにアイコンタクトの間に割って入ってきた。

「とにかく急いでください。こんなところを対立候補に見られたら、余計な噂うわさを立てられかねません。後期生徒会の安定運営のためにも、軽挙妄動は自重してください」

「分かった。分かったよ、副会長殿」

　背中を押されて去っていく。有無を言わさぬ様子だ。こちらは呆あつ気けに取とられて見ているしかない。だが里り桜おは、横断歩道を渡りかけたところで「ああ、そうだ」と振り返ってきた。

「彼女とはまだ会っていないんだろう？　この先で君のことを探していたよ。相変わらずおどおどして、頼りなかったけどね。さっさと行って顔を見せてあげたらどうかな。あんまり遅刻させるのもまずいだろう」

（え？）

　聞き返す暇もない。彼女は、今までに倍する勢いで背中を押し出された。そのまま背後の少女に急せかされるまま遠ざかっていく。

　まばたきを数回。

　ごくりと喉を鳴らす。鼓動が高鳴る。呼吸が乱れている。

『彼女』？　おどおどと、頼りなく、だが遅刻も構わずに自分を探している人物。

（この先に）

　歩き出す。最初はゆるゆると、だがすぐ小走りに、やがて周囲の目も気にせずに全力疾走し始めた。朝の通学路は見慣れたカーキ色の制服で埋め尽くされている。一見なんの変哲もない登校風景、日常の景色。だが違う。一歩進むごとに視界が色づく。光を帯びていく。

（ああ）

　そうか。自分の新しい物語はここから始まるのだ。定められた台本は終わり、舞台は途切れて、無限の可能性を秘めた日々がスタートする。そしてその道のりを行く自分の傍かたわらには、きっと──

　道を曲がる。

　カーキ色の制服の中に、一つだけぽつりとパステルブルーの色彩が見えた。セーラー服だ。頭一つ分大きい生徒達の間で、不安げに視線を走らせている。儚はかなげな仔こ猫ねこを思わせる少女は、近づく足音に気づいたのか、おずおずと振り返ってきた。

　柔らかな亜麻色の髪が揺れる。陽光が白い頰を輝かせる。

　すみれ色の目を大きく見開いて、駆け寄る少年を瞳に映して、

　彼女は、

　彼は、

　互いの名を呼んだ。



















■ＨＶＥ（ハイパーバイザ・エンジン）イベントレポート（サマリ版・最終報）





発：ＨＶＥ‐ＩＤ×××××

宛：〈管理者アドミニストレータ〉






発生事象：ゲストシステム×××におけるリソースの占有、及びＨＶＥ管理プロセスの再起動




発生時刻：××時××分××秒～××時××分××秒（ＰＡＴＣ）




影響：当該時間帯における他ゲストシステムの動作不安定化




発生理由：不明、一時的なリソース割り当ての不具合によるものと思われる。ＨＶＥ管理プロセスの再起動をもって自然解消




現在のステータス：正常




コネクティビティ：正常




リソース状況：問題なし、各閾しきい値ちへの觝てい触しよくなし




推奨するアクション：特になし。経過観察を適当と認める。





ＥＯＲ■　[image: ウインク]












　あとがき




　仕事場のディスプレイを買い替えました。

　元々使っていたのは十年以上前のＤＥＬＬの24インチ液晶で、特にこれという不具合もなかったのですが、知人がテレワークを始めることもあり、現行機を譲って自分用のは新調しようと決めました。

　とはいえ別に机が広くなったわけではありません。大画面を置くスペースもないし、結局は既存と同等品に落ち着くだろうと思っていたんです。ええ、思っていたんですよ。ネットの価格比較サイトを調べ始めるまでは。

　いやはや、十年の進歩はすごいです。まずなんといっても安い！　何も考えずに24インチモニターを選ぶだけなら一万円ちょっとで買えます。27インチでも一万円台後半、少し金額を上げれば顔認証のカメラがついてきたりします。

　こうなると欲が出て、何か新機能をと思えてきます。色々調べた末に、目をつけたのがＵＳＢ Ｔｙｐｅ‐Ｃモニタでした。モニタ自体がドッキングステーションになっており、ノートＰＣとケーブルを一本繫つなぐだけで給電からＵＳＢハブ機能までまかなってくれます。もともとメーカー純正のドッキングステーションはあったのですが、配線がごちゃごちゃして、やや使いづらく感じていたのです。

　早速、ネットで注文してみました。ひょっとしたらきちんと動かないかも、既存の環境を残すことになるかも、なんて懸け念ねんをよそに、新ディスプレイは完璧に役目を果たしてくれました。無線マウスやキーボードのレシーバーも挿せたので机の上はすっきり、掃除もしやすくなってめでたしめでたし──と思っていたのですが、

　音質が悪いのです。付属のスピーカーがどうにもこもった印象で、残念感がぬぐえません。ニュースやＷｅｂ会議ならともかく、映画や音楽だととても視聴していられないレベルです。うーむ、どうしよう。別でスピーカーを購入して取りつける？　ただ、それだとまた机周辺がごちゃつくし、設置場所の調整も面倒だし……なんて悩みを知人に吐露したところ、

『仕事で使うパソコンなんでしょ？　映画や音楽で気が散らないならいいのでは？』

　うん……いや、まぁそりゃそうなんだけどね。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の黒くろ川かわ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩いろどってくださったイラストのＥｎｊｉ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇二一年八月　夏なつ海み公こう司じ
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